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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　おんなじ事の繰くり返し、そんな低刺し激げきな毎日に心底ウンザリしている、そこの君。

　退たい屈くつでお腹なかいっぱいの君にあえて、この八やつ井い田だ風ふうが苦言を呈ていしましょう。




　退屈だからって目の前の快楽におぼれるべからず。

　軽い気持ちでスマホゲームをインストールすることなかれ。寝ねる時間を惜おしんでゲームに熱中することなかれ。親にダマって課金することなかれ。ちょっとした油断が命取り。

　課金額が膨ふくらんで、あとは『負の無限スパイラル』にまっさかさまなんだから。




「はぁ？　無限スパイラル？　そんなおおげさな」

　今ウチの事を鼻で笑いましたね。はいはい、分かるよ。人間ってその状じよう況きようになって追い詰つめられてピンチにならない限り、人の忠告なんて耳に入らないんだ。




　ウチだって、課金がバレて母さんを激げき怒どさせた時は、こんな目に遭あうと思ってなかった。

　罰ばつとしてスマホとお小こ遣づかいを没ぼつ収しゆうされるまでは想定の範はん囲い内。

　遅ち刻こくして学校で反省文を書かされて、ゴミ出し係になったのも運が悪かったで済む話。

　だけど、突とつ然ぜん銃じゆうで攻こう撃げきされて、『黄金卵の生ロワ存イヤ闘ルゲ争ーム』なんて意味不明のゲームに強制参加させられるなんて、まっっったく予想もしていなかったよ[image: ]




　バタフライエフェクトって、言葉知ってる？

　チョウチョが羽ばたいたくらいの、ほんの些さ細さいな出来事の差が、時間が経たつうちにどんどん大きな変化を巻き起こしていくってことらしい。

　その考えを元にすれば今起きているサイアクな出来事も、ゲームに課金なんてしなければ起こらなかったかもしれないってことになる。いっちゃんが人ひと質じちにとられることもなかったし、目の前で人が銃で撃うたれる姿も見ないで済んだ。

　そして、花はなという少女と出会う事も、彼女が苦しむ姿を見ることもなかったのに……。




　さっきからウチの頭の中は「ヤバイ」って言葉で埋うめ尽つくされている。

　屋上は生ぬるくドンヨリとした空気が充じゆう満まんして沈しずんでいた。汗あせまみれの体がずっしりと重たくてドクドク心臓が痛いくらい脈打つ。パニック状態のウチを空の上から満月が照らしている。

　この状況をどう切り抜ぬけていいのか、サッパリ分からない。だってウチはどこにでもいる普ふ通つうの女子高生なんだから。




　あぁ、ウチの人生。どこで狂くるってしまったんだろう。

　そんな事をボンヤリと考えている時だった。

　叫さけびながら、花が田た篠しのに飛びかかったのは。

　そして、手すりの外へと真っ逆さまに落ちていったのは……。






















　あぁ、どうしよう。頭の中が真っ白だ。

　目の前で起こっている出来事は完全にキャパオーバー。『スポ女』の生徒であるウチの小さな脳みそでは全然処理できない。




「花！！！！」




　あれ……今、花の名前を叫んだのってウチだよね。

　自分の声なのに別人みたいに聞こえるんだけど？

　さっきからウチの目に映るもの全すべて、スローモーションで再生されてるのかってくらい、ゆっくりと動いていく。

　田篠に振ふり払はらわれた花の体が、棒ぼう高たか跳とび選手みたいに綺き麗れいな弧こを描えがきながら、手すりを飛び越こえていった。フワリと浮うかびあがった彼女は、そのまま屋上から落下していく。




　おかしい、さっきから暑さを一いつ切さい感じない。

　汗で湿しめった全身が粟あわ立だって寒いくらいだ。

　ただ聞こえるのは自分の心臓の音だけ。ウチは何もできないまま花が落ちていくのを、呆ぼう然ぜんと眺ながめていることしかできない。

　彼女が今から地面に叩たたきつけられて死んじゃうかもって時に、何もできない役立たず、無能人間じゃん。




「どけっ！」




　無能な自分に打ちひしがれるウチを突つき飛ばして、オールバックこと古こ寺じさんが駆かけだしていく。

　猛もうスピードで走る彼が突とつ風ぷうを起こし、その直後、制服のスカートを揺ゆらした。

　猪いのししみたいに一直線に突き進んだ古寺さんは、勢いを弱める事なく、手すりに体当たりする。

　ガシンッ。

　古寺さんがぶつかった衝しよう撃げきで屋上全体が揺れた気がした。そのまま彼は迷うことなく思いっきり身を乗り出す。




「ぐっ[image: ]」




　前のめりになった古寺さんが言葉にならない唸うなり声をあげる。

　彼の足は二本とも地面から浮きあがっていた。体のほとんどが外に飛び出している。その姿はベランダに干されている布ふ団とんに似ていた。




　つまり古寺さんの体重を支えているのは手すりを摑つかんでいる左手だけってこと。

　それは微かすかに震えていて、今にもグルンと体が外に落ちちゃいそうだ。




　そんな絶ぜつ妙みような体勢を保っている彼の右手は真っ直ぐと真下に伸のばされている。




「……待ってろ、すぐに、助けてやる」

[image: ]

　シンと静まり返った屋上に、苦しげに言葉を絞しぼり出す古寺さんの声が響ひびく。




　え？

　今、助けてやるって言った？

　息絶え絶えの古寺さんの言葉を認にん識しきした瞬しゆん間かん、再びウチの時間が動き出した。




　助けてやるって、つまり、それって？




　僅わずかに湧わきあがった希望を胸に抱いだいて慌あわてて手すりに向かう。

　そのまま古寺さんのように真下を覗のぞきこむと、そこには花の姿があった。

　彼女は古寺さんに手首を摑まれて、プラプラと宙で体を揺らしている。




「……よかったぁ～」

　花の姿を見た途と端たん、張り詰つめていた緊きん張ちようが解けて浮きあがっていた鳥とり肌はだがゆっくりと収まっていった。彼女の下に広がっているのは、奇くしくもウチと田篠が出会ったゴミ捨て場。ツンとあの生ゴミ特有の不快な臭においが遠く離はなれた屋上にまで漂ただよってきている。

　感動的な場面には似つかわしくない臭いだけど、まぁいい。とにかく花が生きててくれてホントにホントに良かった……そう、ほっと一安心したのも束つかの間。




「なにボーッとしてんだ、お前ら！」




　キィ～ンと耳が痛くなるほどのバカデカい声で、古寺さんが叫さけんだ。

「さっさと手を貸せ[image: ]」

　そうだった、彼は左手一本で自分と花の体重を支えているんだった。

　この状じよう況きようで彼一人の力だけで彼女を引っ張り上げることなんてできるはずないもんね。花が生きていた嬉うれしさが凄すご過すぎて、もう彼女を助けたつもりになっちゃっていたようだ。

「ご、ごめん！」

　ウチは花に向かって手を伸ばした。

「ほら、花つかまって！」

　しかし振り子みたいにプラプラしてる彼女からの反応はない。

「花？」

　何度声をかけても、一言も言葉を発しない花は、つい先ほどまで漲みなぎっていた殺気をどこかに落としてきてしまったように覇は気きを失ってしまっている。浅くて忙せわしない呼吸を繰くり返しているだけだ。

「お前も、早く手伝え！」

「そう怒ど鳴ならなくても、今助けるって～～」

　いつの間にか背後に立っていたチャパツこと久く保ぼ賀がさんが緊きん張ちよう感かんのない返事をした。

「よっこいしょ」

　手すりの前に立った彼の体がウチの体半分に密着して、熱い。

　それが久保賀さんの放つものなのか、ウチが放つものなのか分からない。

　こちらの視線を感じたのか久保賀さんがこっちを見やり、微かに唇くちびるを緩ゆるめた。変に意識してしまって息するのも苦しい。




　っていうか、こんな時に何を考えてるんだろ!?

　無能なうえに自分勝手なウチの脳みそ、ちょっとは反省してください！




「古寺ごと上に引っ張りあげましょう、いいですかお嬢じようさん」

「う、うん！」

　久保賀さんに言われるがまま、ゆっくりと古寺さんに手を伸ばそうとした時だった。







「はぁ～い、ＳＴＯＰゥ～！」




　声がするほうを振ふり向くと、お団子女が銃じゆう口こうをこちらに向けていた。

「ゴリラちゃん、ハンズアップ！　そいつから手を離して」

「何言ってんの、このままじゃ花が！」

「……親友がどうなってもいいの？」

　お団子女が底意地の悪い笑えみを浮うかべて、目線をウチからずらしていく。

　それを追っていくと先ほどまで花と揉もみ合っていた田篠が、いっちゃんの頭に銃を突きつけていた。

「あれれぇ～もしかしてＹＯＵ、親友が人ひと質じちにとられてる事忘れてた？」

　何がそんなに面おも白しろいのか、お団子女は八や重え歯ばを剝むき出しにしてニヤつき続けている。

「忘れるワケないでしょ!?」

「まぁ、どっちでもいいけどねぇ～」

　ウチとお団子女のやりとりを眺ながめている田篠がクックックと喉のどを鳴らしている。

「言う事を聞いた方が良いですよ、八井田さん」

　ボロボロと涙なみだを流し続けるいっちゃんの頭を白しろ手て袋ぶくろがゆっくりと撫なでながら伝っていく。

　眼鏡めがねをずりおろしたまま、親友が「ふうちゃん」と、か細い声をあげた。手に握にぎられた太い三つあみは握りしめられ過ぎて、グチャグチャだ。

　クックックと喉を鳴らし続ける田篠に言われるがまま、ウチは古寺さんから手を離して両手をあげる。ウチらが花を助けるのを止めるなら、もっと早く止めればいいのに……。こっちの気持ちを逆撫でして楽しんでるんだ。最低サイアク超ちよう悪あく趣しゆ味みな奴やつらすぎて、ウンザリするよ！




「そこのハレンチ先生もだよ、さぁ早く！」

　お団子女に銃を向けられても、久保賀さんは古寺さんから手を退けようとしない。

「Ｓｈｉｔ！　これだから腐くさった卵は」

　吐はき捨てるように言うと、彼女は古寺さんに狙ねらいを定めた。

「アンタが離れないと、こっちの先生を撃うつ……そしたらアンタの飼い主の花ちゃんも地上に真っ逆さまよＹｏｕ　ａｌｌ　ｒｉｇｈｔ？」

　それでも彼は頑かたくなに動こうとせず、古寺さんを引き上げようとしている。

「久保賀さん、待って！」

　ウチは彼のスーツを引っ張り、古寺さんから引き剝はがそうとするが、やっぱり男の人の力に敵かなうはずがない。久保賀さんの体はビクともしなかった。

「ＹＯＵ、もしかして私の言葉を本気にしてないの？」

　苛いら立だったお団子女が引き金にゆっくりと指をかける。

「久保賀さん、もうやめてってば！」

　このままじゃ古寺さんも花も、いっちゃんも全員やられちゃうじゃん！

　焦あせったウチが何度も久保賀さんの体を揺ゆすっていると、




「……手を離して」




　手すりの外から声が聞こえた……花だ。

　いままでダンマリだった花が、やっと口を開いたんだ！　古寺さんに手を摑つかまれたまま宙ぶらりんになっている彼女はゆっくりと言葉を続ける。その声は弱々しく、ウチが知っている彼女の声ではなかった。

「手を離して……アナタはこれから八井田風を守る事に専念しなさい」

　ウチを、守る？

　混乱するウチに、今度は古寺さんが言葉を続ける。

「こっちは任しとけ……死んでも、この手は離さない」

　頭の整理がつかないでいるうちに、今まであんなに抵てい抗こうしていた久保賀さんが、すんなりと古寺さんから手を離していた。両手をあげたまま、彼はウチに向かい目を細めた。




「分かったよ……退けばいいんだね、お嬢さん」




　とっても柔やわらかくて優やさしい笑顔なのに、ゾッとしてしまう。

　この人は、本当に花の命令しか聞かないんだ。自分の意志じゃ動けない人形なんだ。

　それを再認にん識しきしたら、急に怖こわくなっちゃって体が震ふるえだす。




「やっと手を離はなしたね」

　お団子女は左脇わきにつけられたガンホルダーに銃をしまうと、ワザとらしく溜息をついて言った。

「じゃあ、そろそろゲームをスタートしましょ」

「はっ!?」

　ゲーム!?　こんな状態で何言ってんだ、コイツ!?

　思わず声が出てしまったウチに、お団子女は舌打ちをして顔を歪ゆがめた。

「『はっ!?』は、こっちのセリフだってぇの……私たちが集まった理由は『黄金卵の生ロワ存イヤ闘ルゲ争ーム』の為ためでしょ？　ゲーム以外にやることあんの？」

「でも、だって」




　こんな状じよう況きようで、ウチ一人でお団子女と戦うの!?

　花と古寺さんが今にも屋上から落ちそうになってるのに!?




「言ったでしょ、これが私の優しさ」

　ウチの思考を読むように、お団子女はニィッと八重歯を見せながら言った。

「親友も人質にとられて、仲間は今にも死にそう……こんな最悪なコンディションで私に勝てるはずないもんね……パーフェクトな『負ける言い訳のお膳ぜん立だて』でしょ？」




　言いたい放題言われてメチャクチャ悔くやしいけど、何も言い返せない。

　だってホントに最悪だよ。色んな事が一気に起こりすぎて頭真っ白なのにゲームの事なんて考えられないし！

　いっちゃんのずり落ちていた眼鏡を直してあげながら、田篠が口を開く。

「言い分はあると思いますが、あなたが親友と市いち位いハナさん達を救出する為にはゲームに勝つ事が絶対条件なのですよ」

　田篠に眼鏡をいじられて「ひぃ……」と、いっちゃんが小さな悲鳴を漏もらした。ウチはこれ以上、いっちゃんが苦しむ姿なんてみたくない。

　それに古寺さんだって、いつまでもあのまま花の腕うでを摑んでいられるはずがない。

　……向き合いたくない事実だけど、ウチが覚かく悟ご決めるしか、みんなを助けられる方法はないようだ。




「……わかったよ、ウチは何すればいいの？」

「そうこなくっちゃね！」

　お団子女は、ウチの手をむんずと摑んだ。

　彼女に導かれるまま、ウチは屋上の隅すみへと歩き出す。そこには健けん康こう診しん断だんの時に使われる鉄製の仕切りが置かれていた。

「ＹＯＵが今からトライするのは、トラトラをアレンジしたゲーム」

「と、とらとら!?」

　聞きなれない言葉を繰くり返すと、お団子女は「ＯＨ、ＮＯ！」と声をあげた。

「まさかＹＯＵ、トラトラ知らないの!?　加か藤とう清きよ正まさの虎とら退治って言えば分かる？」

「いや、余計意味が分かんなくなった」




　加藤清正って、なんか聞いた事はあるけど……。

　日本史って苦手なんだよね。正確には日本史も、だけど！




　ウチの反応を見て、お団子女は信じられないとワザとらしく肩かたをすくめた。

「浄じよう瑠る璃りの国こく性せん爺や合かつ戦せんから生まれた昔ながらの御お座ざ敷しきゲームだよ、本当に知らないの？」

「フツー知らないって！　でも浄瑠璃は分かるよ、あれでしょ歌か舞ぶ伎きのイトコみたいのでしょ？」

　ウチの発言を聞いて、田篠がプッと吹ふき出してクックックと笑いだした。

　気のせいかもしれないけど、花の腕を摑む古寺さんのほうから失望の溜ため息いきが聞こえた気もする。お団子女に至っては、心の底から同情した顔でウチを見やっているじゃないか。




　うん、めっちゃイヤな感じ！

　忘れてたけど、このヘンテコな日本語を使っている女も『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』とかいうゲームを勝ち抜ぬいた黄金卵なんだよね。




　あらまぁ～、さぞかし優ゆう秀しゆうな女子高生なんでしょうね。だけど、いくら自分が頭がいいからって知識ひけらかすのってどうかと思うよ、ウチは！

　……なんてことは、ただの負け犬の遠とお吠ぼえになるから言わないけどね。




「ＹＯＵ生まれも育ちもＪＡＰＡＮなんだよね、それとも私と同じリターニーなの？」

「リ、リターニ!?」

　頭を抱かかえるお団子女の代わりに、久保賀さんがうちの近くに寄ってきて「帰国子女のことだよ」って教えてくれた。

　この空間で、一番頭が悪いのは自分って事を改めて痛感して、それだけで大分ＨＰが減った気がする。このままじゃ無む駄だなダメージを負いかねないので、ウチは話を進めることにした。

「細かい事はどうでもいいから早く教えてよ、トラトラってゲームのルール！」

「ＯＫ、そうしましょ？」

　お団子女は鉄製の仕切りの隣となりに立つとルールを語りだした。

「トラトラっていうのは、体全身を使っておこなうジャンケンのこと！」

　なんだ、ジャンケンかよ。

　回りくどい言い方しないで最初からそう説明すりゃいいじゃん。

　ゲンナリするウチに気付いていないのか、お団子女は「使うポーズは３パターン！」と、

　突とつ然ぜん片足をあげて両手をバタバタと振ふり始めた。




「これは黄金卵のポーズ、卵から生まれるだろう、キュートなヒヨコちゃんをイメージしてます。可愛かわいいでしょ？」

　いや可愛くはないだろ？

　というツッコミはせず、ウチは無言で相あい槌づちを打つ。

　変に話をこじらすと説明が長くなりかねないもんね。

　その反応に満足したように得意気に笑うと、お団子女は黄金卵のポーズをやめてその場に四つん這ばいになった。




「二つ目のポーズはこれ！」

　顔をしかめてヘン顔をしながら彼女は説明を続ける。




「これは腐くさった卵のポーズ、黄金卵にひれ伏ふすアンタたち下僕をイメージしてるの！

　腐った卵は当たり前だけど黄金卵には負けてしまう」

　色々と癪しやくに障さわるけど、ウチはポーズと関係性を記き憶おくする事に徹てつする。

　お団子女は反応の薄うすいウチに若じやつ干かん不満そうにしていたけど「じゃあ最後！」と、膝ひざ小こ僧ぞうを払はらいながら立ちあがった。彼女は横を向き、右手を伸のばすと拳けん銃じゆうを撃うつポーズをとった。







「これはピストルのポーズ、左脇わきをピッタリしめるのがポイントね。このポーズは黄金卵に勝てる。ピストルで撃たれたら、さすがの黄金卵も死んじゃうからね……ちなみに腐った卵はピストルに勝つことができます」

「え!?」

　ここまで無言を貫つらぬいていたのに不覚にも声をあげてしまった。仕方なく、ウチはお団子女にツッコむ。

「腐った卵だってピストルで撃たれちゃ駄だ目めでしょ？」

「でもピストルは自分の意志では動けないでしょ。所しよ詮せんは人間が使う道具……その気になれば簡単にバラバラに解体されてゴミ箱に捨てられちゃう」

「でもそんな事言ったら、黄金卵だって勝てる事になっちゃうじゃん」

　そう反論すると、お団子女は舌打ちをした。そしてキッとこちらを睨にらみつけて、ドスの利きいた低い声で唸うなる様にウチに尋たずねてきた。

「ＹＯＵさ、本当にパーがグーに勝てるって思ってる？」

「は？」

「ジャンケンでさ、紙は石に勝てるって事になってるけど……紙で包みこんだからって別に勝った事になんないでしょ。むしろ石が本気だせば紙だって突つき破れるじゃん。だから四の五の言うんじゃないっての、分かった？」

　なんか知らないけど、メチャクチャ怒おこられてるんだけど!?

　今にも左脇のガンホルダーに手が伸びそうじゃん！

　すごい剣けん幕まくすぎて、ウチは何も言葉を返すことができずコクコクと頷うなずく。




「理解できたならノープロブレム！」

　指でＯＫマークを作ったお団子女に笑え顔がおが戻もどった。

「ポーズを覚えたらあとは簡単。私とＹＯＵは仕切りの両側に立ってお互たがいの姿が見えないようにするの。それから田篠先生が出す合図に合わせて、ポーズをとって前に出て勝ち負けを決める……ルールは以上だから、ＹＯＵがＯＫならゲームスタートしましょ？」




　ウチは必死に今聞いたルールを反はん芻すうする。

　ルールはジャンケンと一いつ緒しよ。ポーズの関係性だけ摑つかんでいれば問題なくできるはずだ。





黄金卵は、腐った卵に勝ててピストルに負ける。

腐った卵は、ピストルに勝てて黄金卵に負ける。

ピストルは、黄金卵に勝てて腐った卵に負ける。









[image: ]

　ブツブツとルールを繰くり返していると、久保賀さんが突然ウチの肩に手を置いた。

「え、なに!?」

　戸と惑まどうウチの耳元に、彼はそっと顔を近づけて静かに囁ささやいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、お嬢じようさんなら勝てますよ」

　耳に久保賀さんの息がかかり、ゾワゾワとくすぐったい。

　男性免めん疫えきゼロのウチも抱だきかかえられたりしていたせいで、さすがにこのぐらいではパニックは起こさない、けれど内心心臓はバクバクだ。

「ありがと……でも顔近すぎ、ボディタッチやめて！」

　久保賀さんの体をすり抜ぬけ、慌あわてて距きよ離りを取ってからウチは彼を睨みつけた。

　表向きでは怒おこってみたけれど、彼の行動がちょっとだけ……いやメッチャ嬉うれしい。

　全く根こん拠きよがない「勝てますよ」って言葉だけど、誰だれかに応おう援えんしてもらえるだけで元気が湧わいてきたりするよね。地じ獄ごくみたいなメチャクチャな状じよう況きようだからこそ、そんな一言が本当にありがたいんだ。




　ウチは覚かく悟ごを決めて、仕切りの横へと足を動かす。

　用意された位置についてフゥと深呼吸をついていると、

「準備は整ったみたいだね？」

　仕切り越ごしにお団子女の声が聞こえてきた。

　鉄てつ壁ぺきに隔へだたれて隣の様子は一いつ切さいうかがえない。彼女の息いき遣づかいと、微かすかに左脇にあるガンホルダーがカチカチと音を立てるのが聞こえるだけだ。周囲がシンと静まっているせいか、今まで気にならなかった音がやたら大きく感じられる。

「じゃあスタートさせましょうか？」

「あ、ちょっと待って！」

　ウチはお団子女の言葉を遮さえぎって、前を見やった。

　そこには田篠に銃じゆうを突きつけられた、いっちゃんの姿がある。




　ウチは人ひと質じちにとられたままの親友に向けて無理やり笑顔を作った。

　ここはウチに任せといて。絶対こいつに勝ってみせるから。

　そんな気持ちをこめて……。




　いっちゃんは大きな瞳ひとみを更さらに丸くして「一体どういう事？」というようにキョロキョロと黒目を動かす。少し戸惑ってから、いっちゃんは真っ赤に腫はらした目で、弱々しく、こちらに微笑ほほえみ返してくれた。

　さすが、いっちゃん。

　小学校からの親友ってだけあって、ウチがさっき久保賀さんにされた事をしようとしてるって、すぐに理解してくれる。




「Ｈｅｙ!?　そろそろスタートしてもいいでしょ!?」




　仕切り越しに何が行われているのか分からず、お団子女がじれったそうな声をあげた。彼女はこちらの返答も待たずに話を進めていく。

「五回勝負、さきに三回勝ったほうがＷＩＮＮＥＲだから」

　お団子女の説明が終わると、田篠がいっちゃんを引き連れて、ウチらへと近づいてくる。彼は前まえ髪がみをゆっくりとかきあげると、親指・小指を曲げ、三本の指を頭上高くに突きだすと、それを順々に折り曲げ始めた。

「３・２・１とカウントダウンをしますので、０のタイミングでお二方はポーズをとって前進してください、いいですか？」

　田篠の言葉に大きく頷きながらも、ウチはどうやったらこのゲームに勝つ事ができるのかを悶もん々もんと考えていた。

　ジャンケンということは普ふ通つうに考えれば、勝敗は運次し第だい。

　だけど、最初に戦ったロシアンルーレットのことを考えると、何か抜け道がある気がしてる。問題は、それが何なのかはサッパリ見当がつかないってことだ。

　緊きん張ちようと不安で根暗絶望モードになりそうになるけど、ここは強ごう引いんにでもポジティブにならないといけない。




　三回勝てば勝ちって事は、二回負けて良いって事だもんね？

　それに今まで運がなさすぎたウチに、今この瞬しゆん間かん、運が向いてくるかもしれない！




「では、ゲーム開始します」

　無理やりポジティブシンキングをしているウチとお団子女に向かい、田篠がカウントダウンをスタートさせる。

「３！」

　神様、どうかウチに必勝法のアイディアを！

「２！」

　それか、超ちようがつく幸運をください！

　どうかウチをこのゲームに勝たせてください！

「１！」

　思い浮うかぶ神様の顔を全部浮かべながら神かみ頼だのみを済ませて、ウチはポーズを決める。

「０！」

　バタバタと両手を動かしながら、ウチは黄金卵のポーズを取って一歩前に飛び出した。

　そして恐おそる恐る隣となりに立つお団子女に視線を送る。彼女が取っていたポーズは……ピストルだった。

「ＹＥＳ！」

　アメリカナイズされたオーバーリアクションで、お団子女は喜びの雄おたけびをあげる。

　うっそ……ウチの負けじゃん！

「まだ勝負は始まったばかりですよ、お嬢さん」

　ウチの横で勝負を見守る久保賀さんはそういってくれてますけど、出だしで躓つまずくとロクなことがないじゃん！

　いとも簡単に粉々に打ち砕くだかれる、ウチのポジティブシンキング。

　申し訳なくて、いっちゃんの顔がみれないよ。もう金輪際、ウチは神様の存在を信じない。

「さぁ、どんどん進めましょ！」

　八や重え歯ばをのぞかせながらお団子女はノリノリで仕切りの向こうに消えていく。

　こっちはスタートした瞬間、クリボーにやられた気分ですよ。

　速そつ攻こう負けてしまったので、負けられるのは、残り一回だ。

　ウチの心臓がおかしな音を立て始める。さっきから胸がバクバクしっぱなしで、心臓が壊こわれてしまいそうだ。ヘッドホンがウチの喉のどを締しめあげていくような錯さつ覚かくを覚えて、ウチはガシガシと首元をかきむしる。




「八井田風さん、定位置に戻もどってください」

　表情ひとつ変えず淡たん々たんと田篠は告げ続ける。

「二回戦いきますよ」

　え、もう二回戦!?

　こんなに淡々とゲームが進んでしまうと、抜け道を考える暇ひまがないじゃん。

　でも時間稼かせぎなんて、花と古寺さんの状況を考えると出来ないし……仕方なくウチは言われるがまま後退して、元のポジションに戻った。

「３」

　戻った途と端たん、田篠のカウントダウンが始まる。

「２」

　神様にも頼たよれない、抜ぬけ道もサッパリだ。

「１」

　目をつぶって願っていると、カツンと、隣から微かすかにガンホルダーが揺ゆれる音が聞こえた。って、そんな事どうでもいいんだって！

「０」

　もう駄だ目め、なんにも考えられない！

　頭が真っ白のまま、ウチはさっきと同じように黄金卵のポーズをとって前に飛び出した。




「Ｓｈｉｔ！」

　ウチが隣を確かく認にんする前にお団子女がドンと地面を叩たたく。

　彼女のポーズは腐くさった卵だ。つまり……ウチの勝ちである。

「一勝一敗ですね、お嬢じようさん」

　久保賀さんの言葉に、お団子女は舌打ちをする。

　これって、やっとツキが回ってきたって事だろうか？

　お団子女と顔を合わせるのが怖こわくて、ウチは急いで定位置へと戻った。

　チラリと屋上の手すりを見やると、さきほどと同じ体勢で前のめりになっている古寺さんの姿があった。ウチの立っている場所からは確認できないが、彼の右みぎ腕うでのさきには花がぶらさがっているはずだ。




　あと二回勝てば、二人を、いっちゃんを助けられる。

　神様でも誰だれでも良い……あと二回だけウチを勝たせてください！




　田篠はウチとお団子女の顔を交こう互ごに見つめた後、ゆっくりとカウントをスタートさせる。

「３」

　ここはさっきと同じように頭を真っ白にさせて自分の直感を信じるべきか？

「２」

　それとも、お団子女がまだ出してない黄金卵に勝てるピストルのポーズを取るべき!?

「１」

　グルグルと考えを巡めぐらせていると隣からはカタカタカタカタと再びガンホルダーが揺れる音が聞こえてきた……うん、ここはやっぱり直感を信じよう。

「０」

　ウチは四つん這ばいになり、腐った卵のポーズで一歩前に飛び出した。

　隣に立つお団子女のポーズは……黄金卵だ！

　あぁ、ウチの馬ば鹿か。直感なんかに従わずにピストルのポーズを取っていれば勝てたのに。

「あと一回で私がＷＩＮＮＥＲね」

　悔くやしがるウチに向かって得意気に微笑ほほえみ、お団子女は黄金卵のポーズを続けている。




　あぁ、ヤバイヤバイヤバイ……どうしよう。完全崖がけっぷちだ。

　とうとう後が無くなっちゃったよ。




「次で勝負が決まるかもしれませんねぇ」

　田篠が喉の奥を鳴らしながら、前まえ髪がみをかきあげている。

　あぁ憎にくたらしい[image: ]

　さっきからやたらと気にしている、その前髪をむしりとってやりたい！　そんなバイオレンスな感情が沸わきたってしまうほど、ウチは追い詰つめられていた。

　そんな悪人フェイスのウチを覗のぞき込み、お団子女は「ブハッ」とお下品な音を立ててワザとらしく吹ふき出して、笑っている。

「なにその顔、ゴリラ度増してるんだけど！」

　お団子女がお腹なかを抱かかえて笑う度たびに、カタカタとガンホルダーが揺れる。




「では、運命の四回戦にまいりましょう」

　田篠に促うながされて、渋しぶ々しぶウチは元の位置に戻った。

　もう負ける事は許されない。死し刑けい執しつ行こうのカウントダウンが始まろうとしている。

　なんでそんなに余よ裕ゆうがあるのか知らないが、仕切りの向こうでお団子女はまだ笑っているらしく、カタカタ音が続いていた。

　笑いが収まらないお団子女に、さすがの田篠もウンザリとした表情を浮かべている。

「やばい、ツボに入った！」

　お団子女は仕切り越ごしに「Ｓｏｒｒｙ」を繰くり返していたが、その後もしばらくカタカタ音は収まらず、彼女の笑い収まり待ちという謎なぞの時間が続く。




　さっきから何度も聞いているカタカタ音。




　それ聞くだけで、もうストレスなんだけど!?

　姿は見えないけど、その音だけでお団子女がお腹を抱えて笑っている姿が想像できるもん。




「……あれ？」




　その時、ウチのバイオレンスでダークな脳みそに一筋の光が差した気がした。

　もしかすると、これがずっと待ち望んでいた『抜け道』なのかもしれない。




　ウチの中で考えがまとまったと同時に、仕切り越しに聞こえていたカタカタ音が収まった。

「Ｓｏｒｒｙ、もう大だい丈じよう夫ぶだから！」

　お団子女の言葉を聞いて、田篠は「やっとか」という風に深く息を吐はきだしてから、白しろ手て袋ぶくろに包まれた指をゆっくりと三本、天に向かって伸のばした。

「３」

　ウチの心臓がドクンドクンと、今までとは違ちがう高鳴りを始める。

「２」

　まったく確証はないけれど、ウチは頭に浮うかんだ『抜け道』に次の勝負をかけてみる事にした。呼吸を止め、ギュッと目を閉じて全神経を耳に集中させる。

「１」

　仕切りの向こうからは何も音が聞こえてこない。

　ということは、あのポーズをとればいいんだ。

「０」

　ウチは抜け道を信じて、四つん這いになり前へと飛び出した。




「ゲッ!?」

　車にひかれたヒキガエルみたいな醜みにくい声をあげたのはお団子女。

　彼女のポーズはピストル……ウチの勝ちだ。

「ゴリラちゃん、悪運が強いんだね」

　軽口を叩くお団子女の声に明らかに焦あせりの色が滲にじんでいる。ウチは返事をすることなく口を噤つぐんで、そのまま仕切りの中に姿を隠かくす。

「ちょっとＹＯＵ、無視はやめなさいよ！」

　不満そうなお団子女の声が聞こえたが、ウチは返事せず、隣となりに悟さとられないように小さくガッツポーズを取った。




　どうやら頭に浮かんだ抜ぬけ道は正解だったみたい。

　笑い上戸のお団子女に感謝だ。




　ここまでくれば分かるよね。ウチが見つけた抜け道。

　そう、それはガンホルダーの音だ。




　黄金卵のポーズの時は、バタバタと手を動かすのでそれに合わせてガンホルダーがカタカタと揺ゆれる。

　腐くさった卵の時は、四つん這いになる時に、ガンホルダーが地面にぶつかって揺れがとまるから、カタカタ音は短い。

　最後のピストルのポーズは、左脇わきをピッタリくっつけているから音が鳴ることはない。




「さぁ最後はどちらに勝利の女め神がみが微笑むのでしょうねぇ」

　そう言って田篠は隣に立つウチの親友に向かい目を細めている。

　残念でした。もうウチは抜け道を見つけちゃったもん。

　みんな待ってて、もうちょっとで助けてあげるからね。

　ウチは作り笑いじゃない満面の笑えみを浮かべて、いっちゃんを見やった。

　いっちゃんの顔は強こわ張ばったままだけど、暗い気持ちにはならない。

　だってもうすぐウチの大好きな彼女の笑顔を取り戻もどすことができるんだから。




「泣いても笑ってもこれが最後です」

　あんなに嫌いやだったはずの田篠のカウントが今は待ち遠しい。

「３」

　ウチはゆっくりと目を閉じて、耳をすます。

「２」

　お団子女はまだ動かない。

「１」

　その時、カタッと短くガンホルダーが揺れる。

　つまり彼女が選んだのは腐った卵のポーズだ。

「０」

　勝利を確信して、ウチはバタバタと手を動かしながら、黄金卵のポーズで勢いよく前へと飛び出した。




「え!?」

　勢いよく飛び出したウチの隣に立っていたのは、ピストルのポーズをとるお団子女だった。

　なんで……たしかにガンホルダーが短く音を鳴らしていたのに。

「残念だったね、ゴリラちゃん」

　お団子女が何を言っているのかサッパリ分からない。

　いっちゃんがペタンと地べたに腰こしをおろして泣き崩くずれていく姿をボンヤリと眺ながめながら、せっかく通じた抜け道が瞬またたく間に塞ふさがっていくのを感じていた。あっという間に目の前が真っ暗になる。

「ラッキーガールもここまでのようですね」

　田篠が喉のどを鳴らしながら、前まえ髪がみをかきあげたけどバイオレンスな心は蘇よみがえらなかった。

　そんな余よ裕ゆうすら消え去っていたから。

　え、つまりウチ、負けたってこと？

「安心して、ＹＯＵを蹴け落おとして私が黄金卵のトップになってあげるから」

　ニンマリと八や重え歯ばを覗のぞかせながら、お団子女がゆっくりと忌いま々いましいガンホルダーに手を伸ばす。

　そんな……これでおわりなの、ウチの人生。

　ならば、さっきゴミ捨て場で田篠に撃うち殺されていたほうがマシだった。だってこんなのあんまりだ。ウチのせいで、みんな脳みそショートさせられて人形みたいになっちゃうなんて。ワンワン泣き叫さけびたいのに、涙なみだが一いつ滴てきもでてこない。

「……ごめんなさい」

　涙の代わりに、ウチの唇くちびるから、そんな言葉がこぼれていた。

「ＹＯＵ、この期ごに及およんで命いのち乞ごい？」

　ケタケタと笑い声をあげるお団子女に言い訳する気力もないけど。別にアンタに命乞いした訳じゃない。ごめんなさいは、いっちゃんや花や古寺さん、久保賀さんに言ったんだ。

「バイバイ、ゴリラちゃん」

　彼女がガンホルダーから拳けん銃じゆうを引き抜こうとした、その時だった。




「ボディタッチ、失礼します」




　返事をする間も与あたえず、久保賀さんはウチの体を持ち上げた。

　え、どういうこと？

　啞あ然ぜんとして久保賀さんを見やると、彼の口元から笑みが消えている。彼はウチを抱だきかかえたまま、手すりに向かって走り出した。まるでさっきの古寺さんみたいに、迷いなく一直線に突とつ進しんしていく。

「ちょっと、逃にげる気!?」

　お団子女の怒ど鳴なり声が、久保賀さん越ごしに聞こえた直後、レーザー音が鳴り響ひびいた。

　彼女が幾いく度ども幾度も引き金を引いているのだ。

　銃じゆう声せいは鳴りやむ事なく、その何発かは確実に久保賀さんの背中に直ちよく撃げきし、その振しん動どうがウチの体まで揺さぶる。間ま違ちがいなく彼の体には激痛が走っているはずなのに、久保賀さんは走り続けた。




「何してるの、先生!?」

　前方から悲鳴のような花の声が響く。

　手すりにいる古寺さんがオールバックを乱しながら、全身を使って右みぎ腕うでを前後に動かしている。ウチからは見えないが、花の体は空中ブランコに乗ってるみたいにブラブラと揺れているだろう。

「やめて、私の手を離はなして逃げて！」

「ふざけんな、生徒を見捨てる教師がどこにいんだ！」

　古寺さんは花の言葉をピシャリと遮さえぎり、叫んだ。




「いけ、久保賀！」




　古寺さんの声に合わせるように、加速を続けていた久保賀さんの体がフワリと飛び上がる。

「舌、嚙かまないようにね。お嬢じようさん」

　ウチを抱きかかえたままハイジャンプをして手すりの上にピョンと乗っかると、久保賀さんは、そのまま躊躇ためらう事無く、屋上から飛び降りた。




　……これって、つまりロープなしのバンジージャンプだよね？

　やっぱりウチ、死ぬんだ。

　そんな風に死を覚かく悟ごした瞬しゆん間かん、花が落っこちたと思った時みたいに、再び周囲がスローモーションになった。頭上ではユラユラと揺ゆれる花の姿が見える。ジェットコースターで急降下している時みたいに、おへその下がゾワワと震ふるえた。




　ズシッ、ボギンッ!!




　ジェットコースターでは味わう事のない強い衝しよう撃げきが、全身に走った。

　久保賀さんに抱きかかえられたままウチはゴミ山の中へと落下したのである。




　落下の衝撃を体で受け止めた久保賀さんの腕うでがボギンと鈍にぶい音を立てたのを、ウチはこの耳でハッキリと聞いた。

　医者じゃなくても分かる、今のは彼の腕の骨が折れた音だ。

　絶対腕が折れているのに、久保賀さんは表情ひとつかえず、心臓の鼓こ動どうも乱すことなくウチの体を抱きかかえている。




「ぐあああ！」




　久保賀さんの胸に抱かれたまま、ウチは唸うなり声が聞こえた屋上を見やった。

　古寺さんは荒あら々あらしい声をあげながらブワンブワンと花の体を激しく揺らしている。

　その揺れがピークに達した時、彼は花の手を離した。

　勢いをつけた花の体は古寺さんの真下にある窓を突つき破り、校舎の中に転がり込んでいく。

　ガラスで怪け我がをしたかもしれないが、多分死ぬことはないだろう。




「……やったな、古寺」

　久保賀さんがボソリと呟つぶやいた途と端たん、古寺さんの脳天をレーザーが貫つらぬいた。

　一いつ瞬しゆんで生気を失い、糸の切れた操あやつり人形のように、ガクンと手すりに凭もたれ倒たおれる。古寺さんの口元は微かすかに微笑ほほえんでいるようにウチには見えた。































　粉々になったガラスが月明かりを浴びながら落下してくる。

　光を反射する破は片へん達が無む駄だにキラキラと輝かがやいて、こんな状じよう況きようでも「きれい～」とか思えてしまう自分に心底ウンザリしていた。

　派手に割られた校舎の窓をみやるが、投げ込まれた花が声をあげる事も顔を出すこともない。更さらに目線をあげると、屋上の手すりにはグッタリとしたまま動かない古寺さんがいる。

　ウチがゲームに負けたせいで、古寺さんが、花が、あんな事になるなんて。

　攻こう略りやく法を見つけたなんて思いあがっていた自分が憎にくくて憎くてたまんないよ。




　落下した衝撃で体中がズキズキ痛い。次々と起こるとんでもない出来事に、心も体もヘトヘトだった。体を動かす度たびに周囲のゴミが音を立てる。




　……もう、このままゴミの山に埋うもれて消えちゃいたい。

　ウチみたいなやつにはゴミ捨て場がお似合いだ。

　いや、一度でも人様の役に立ってから捨てられたゴミのほうが、よっぽど存在価値があるってもんですよ。

　そんな自じ虐ぎやく的てき思考に更に自己嫌けん悪おに陥おちいっていると、

「行きましょう」

　耳元に、久保賀さんが静かに囁ささやいた。

　その声で、ウチは彼に抱だきしめられたままである事を思い出す。慌あわてて離はなれようとするが、彼の左ひだり腕うでがガッチリとウチの腰こしにまわっていてビクともしない。

「ちょっと待って、行くってどこへ!?」

「ここから逃にげないと」

　久保賀さんは優やさしくウチを支えながら、ゴミの山から起きあがった。

「でも、まだいっちゃんが」

　屋上では、親友が捕とらわれたまま、きっと怖こわくて怯おびえてる。

　古寺さんだって花だって、あのまんまにしておけない。一人だけ逃げるわけにはいかないじゃないか!?

「ごめんね……でもお嬢さんを守るのが僕の役目」

　そう言うと、久保賀さんはウチを抱きかかえるような体勢のまま、ゴミ捨て場から飛び降りた。彼の吐はく息が耳元に当たってくすぐったい。

「待ってってば！」

　グイグイとウチを校舎へ押し込めるように進む久保賀さんに抵てい抗こうしていると、




「ふうちゃん、逃げて[image: ]」

　屋上から、悲鳴のような叫さけび声が響ひびいた。間ま違ちがいない。その声はいっちゃんである。

　驚おどろき、頭上を見やると、お団子女が顔を出している。

「逃げんじゃねぇよ、負けゴリラ！」

　罵ば声せいを吐きながら、手すりから身を乗り出したお団子女がウチらを追うように拳けん銃じゆうの引き金をひく。




　バシュッバシュッ！




　両手をピンとこちらに伸のばして、彼女は拳銃を乱射し続ける。レーザー光線が体すれすれを通り過ぎ、制服のスカートを焦こがした。

「ひっ！」

　背後にピッタリとくっ付いた久保賀さんを通じて衝しよう撃げきが伝わる。間違いなくレーザーの一発が彼の背中に命中した、にもかかわらず久保賀さんは一瞬歩みを止めただけでグングンと校舎に向かって進み続ける。さっきから何発も撃うたれているのに、どうして平気そうにしていられるんだろう。




　この時になって、やっとウチは気付いた。




　彼はウチの後ろにまわることでレーザー銃の盾たてになってくれてるってことに。

「今の段階では、いっちゃんさんは生きています」

　こんな状況にもかかわらず、久保賀さんは笑顔を絶やさない。

「あなたが生き残らないと、いっちゃんさんも助けられなくなりますよ」

　彼の「も」という言葉がズキンと胸に突き刺ささり、古寺さんを失ったことを明確にさせた。

　ウチは返事をするかわりに、校舎に向かって全速力で走りだす。

　久保賀さんの言う通りだ。ここで止まっていたらウチらは殺されるだけ。いっちゃんを助ける為ためには今はとにかく逃げなきゃ駄だ目めなんだ。




　校舎の扉とびらまでの距きよ離りは、あと20メートル程度。




　絶え間なく撃ち込まれるレーザー銃をよけながらウチは必死に手足を動かす。

　たったこれだけの距離が馬ば鹿かみたいに長く感じた。




　15メートル、10メートル、５メートル……。




　胃が揺ゆさぶられて吐き気が襲おそってくるが必死に走る。風をズバズバと切るように左右に蛇だ行こうしながら、ウチは久保賀さんと共に校舎に飛び込んだ。




「Ｓｈｉｔ！」

　お団子女の悔くやしそうな叫び声が校舎中に轟とどろく。

　何度も何度も息を吸い込み、肺を満たして心と体を落ちつける。そんなウチの手を久保賀さんが摑つかんだ。彼の左手は驚く程ほど熱を帯びている。

「ここにいては、また狙ねらわれます」

　久保賀さんは真っ暗くら闇やみの廊ろう下かへと、ウチを導くように歩き出した。




　　　　☆★☆★




　人ひと気けのない廊下を、久保賀さんと息を殺して歩く。

　壁かべ中に施ほどこされた学園祭の装そう飾しよくが、余計に不気味さを演出している。吊つるされたモールや段ボールで出来た看板に、挙げ句の果てにはヘッドホンから垂れるコードが腕うでに触ふれただけでも、ビクッと体が震ふるえてしまう始末。ウチってこんなにビビリだったのかと呆あきれてしまう。

「どこかに身を隠かくして、今後の動きを決めましょう」

　今いま頃ごろ、お団子女が校舎を探しまわっているに違ちがいない。

　一いつ旦たんどこかに身を隠して体力を温存させ、作戦を練るってのが彼の考えらしい。そんな話をする彼は未いまだにウチの手を摑んだままだ。

「あの」

　ウチの声に反応して、久保賀さんがこちらを振ふり返る。

「どうかしたかな？」

「手、離して大だい丈じよう夫ぶですよ」

「でも、こうすれば少しは怖さが薄うすまるでしょう」

　彼は微笑ほほえみ、更さらにギュッとウチの手首を握にぎった。

　出会った時から、久保賀さんはずっとずっと優しい。

　そんな彼にウチはドキドキしっぱなしで、もしかしてこれって一ひと目め惚ぼれ？　なんて思っていたのは事実。

　でも、ここにいるのは花が作り上げたニセモノ。

　本当の久保賀さんは数々の女の子を傷つけ泣かせてきた最低男なんだ。そう思っていてもドキドキしてしまうのがウチの心臓。

　だってウチは紳しん士し的てきで爽さわやかな笑顔の久保賀さんしか知らないんだもん。ドキドキにせつなくて悲しい気持ちが混ざって、喉のどの奥がつまったような息苦しさを感じる。




　あぁ駄目だ。口を噤つぐんでいると、更にドキドキが強くなりそう。

「背中、大丈夫ですか？」

「あぁ撃たれたところ？　うん、まぁ死にやしないよ」

　レーザー銃で撃たれた時の痛みは、ウチも知っている。

　体が焼けるように熱く悶もだえずにはいられない激痛。死にはしないけれど死にそうになる痛みのはずだ。さきほど屋上から落下した時に聞いた『ボキン』という鈍にぶい音を思い出してウチは質問を続ける。

「腕は？　さっき変な音していたけど」

「あぁ、折れてますね」

　久保賀さんが平然と答えるので「あぁそっか」と、ウチは一度聞き流しそうになった。

「やっぱり折れてるの!?」

「はい、この通り全く力が入りません」

　久保賀さんは体を動かして、ダランと肩かたから垂れさがっている右みぎ腕うでを揺らした。よくみると右腕は驚くほど腫はれあがっていて傷の重傷さがうかがえる。

　やっぱりさっきのボキンは腕が折れた音だったのか。そりゃ掌てのひらだって熱くなるはずだよ、満まん身しん創そう痍いすぎるもん。普ふ通つうにしているから、ウチの勘かん違ちがいだと思ってたのに。全く大したことないという顔で「隠れ場所を見つけたら固定させますから」とか言いながら、グッと背せ伸のびをする。

「てか痛くないの!?」

「痛いですよ」

　久保賀さんは「当然でしょう」と声を殺してクスクス笑っている。さっきから微び妙みように会話がかみ合っていない気がするのは、ウチの気のせい？

「じゃあなんでフツーの顔してられるのさ？」

「痛みに屈くつする許可を花さんから得ていないので」

　久保賀さんの言葉にドキドキが消えて苦しさだけが胸に残る。




　なにか明るい話をしなくっちゃ。

　ホントはこの場に蹲うずくまって泣きじゃくりたかったけど、そんな事をする資格はウチにはない。

　このままネガティブに吞のまれてたまるもんか。そう思うのに、言葉が続かない。




　ロシアンルーレットの時だって猪いの鹿しか蝶ちようゲームの時だって、ゲームに負けた時、黄金卵の女の子たちは潔いさぎよかった。なのにウチはゲームに負けたにもかかわらず、今もこうして生きている。




　お団子女と戦っている時は、多分ウチは心の底で思っていたんだ。

　戦わなきゃ負けて殺される。それに田篠の言う通り、ゲームに負けても完全に死ぬわけじゃない。思考が停止するだけだって。

　そう言い訳してお団子女の命を軽～く考えちゃっていたんだ。

　すっかり黄金卵の生ロワ存イヤ闘ルゲ争ームに毒されていた自分にゾッとする。




「……さっきのお嬢じようさんのゲーム」

　悶もん々もんとするウチの全すべてを察しているように、久保賀さんが話を切り出した。

「ガンホルダーの音で、彼女の動きを察知していたんですよね」

　予想外の発言に驚おどろき「えっ!?」と、予想以上のボリュームで叫さけんでしまった。久保賀さんは「シィ～」と、人差し指を唇くちびるにあててから言葉を続ける。

「お嬢さんが彼女の音に耳を傾かたむけているのを見て、僕も気付けました」

「そう、でも結局ウチの攻こう略りやく法は間ま違ちがってたんだけどね」

「いいえ」と、久保賀さんは静かに首をふる。

「彼女はたしかに直前まで腐くさった卵の格好をしていたんです」

「え!?」

「でも仕切りの前に踏ふみ出す直前、彼女は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった表情を浮かべてからニヤリと笑ってポーズをピストルに変えたんです……僕には誰だれかに答えを教えてもらっているようにみえましたよ」

　素す直なおに「そうだったのか」とは納なつ得とくできない。

　直前でギリギリポーズを変えただけかもしれないし、久保賀さんの思い違いかもしれないもん。

　でも彼のおかげでウチの心が少しだけ軽くなったのは確かだ。

「ありがとう」と、感謝を伝えようとした時である。




「ピンポンパンポーン」




　放送開始の合図を真似まねた田篠の声が、廊下のスピーカーから響ひびく。




『八井田風さん、八井田風さん。敗者の儀ぎ式しきがまだ終わっておりません。至急放送室まで来てくださるか、レーザー銃じゆうで自らの脳のう漿しようを炸さく裂れつさせてください』




　お得意の笑い声をあげ、田篠はたっぷり間をとってから言葉を続けた。




『そう言って出てきてくださるとは私も思っておりません。こちらで預かっている穀こく倉そう伊い月つきさんがどうなってもいいのか……なんてつまらない事を言うつもりはございません』




　いっちゃんの名前が出たあたりからウチの身体からだは強こわ張ばって、必死におさえても奥歯がカタカタと震ふるえてしまう。




『ですのでゲームをしましょう……ルールは簡単。残っている黄金卵八人と鬼おにごっこをしていただきます』




　鬼ごっこって、逃にげるのウチだけでしょ。鬼の割合がおかしいじゃん、八対一なんて袋ふくろ叩だたきだよ！




『黄金卵さんたちも、これでは張り合いがないでしょうからご褒ほう美びをあげましょう……八井田風さんを捕つかまえた方を黄金卵の頂点……つまり「生存闘争」の勝者にしてさしあげます。私の前に八井田風さんを連れてきてください。それではみなさんごきげんよう』




　そこでブツンとスピーカーは音を立て、放送の終わりを告げた。

「……やっかいな事になったね」

　久保賀さんは耳たぶをフニフニと触さわりながら溜息をつく。

「とにかく行きましょう。今のままでは、あっという間に捕まってしまうから」

　そんな会話をしている最中、暗くら闇やみからカツカツカツと誰かの足音が響いた。息を殺してウチと久保賀さんは掃そう除じロッカーの陰かげに隠かくれる。




「さぁ早く出ておいでぇ」

　聞き慣れない少女の声が徐じよ々じよにこちらに近づいてきていた。

「待ちくたびれたし、さっさと終わりにしよう～」

　カツカツと響いていた靴くつ音おとが突とつ然ぜん妙みようなリズムを刻み始める。彼女がスキップをしているのだと気付くのに、少し時間がかかった。この人は今まで会ってきたガール同様、人殺しなんて、どうとも思っていないんだろう。

　鼻歌まじりにスキップをして、時おり飾かざられた風船をバンッと割って、こちらをビビらせて楽しんでいるようだ。一体ここからどうすればいいのかと、久保賀さんのほうをうかがう。

「大だい丈じよう夫ぶ、僕が守りますから」

「じゃあ何か作戦があるの？」

「いいえ、今のところ全く！」

　彼はどこか得意気に言いきった。

　いやいや自信に満ち溢あふれた感じで言われても困るんですけど。

　つまり少しずつこちらに近づいてくるスキップ女がウチらに気付かない事を祈いのるしかないってことか。思わず溜息が漏もれた時。




「ん、今なんか聞こえた!!」

　スキップ女が嬉うれしそうに声をあげた。

「どこだどこだぁ??」

　彼女はスキップのスピードを速めて、こちらに向かってくる。え、さっきの溜息で気付かれたってこと？　どんだけこの女地じ獄ごく耳みみなのさ。

　じわじわと首を絞しめられていくような恐きよう怖ふに、ウチは思わず久保賀さんのスーツを摑つかむ。このままスキップ女がウチらに気付かないまま、どこかに行ってくれますように。




　バシュッバシュッ！




　ウチが必死に神かみ頼だのみをしていると、廊ろう下かに銃じゆう声せいが轟とどろいた。思わず身構えたけれど、ウチや久保賀さんにレーザーが当たった形けい跡せきはない。

「なにすんだ、このブス！」

　スキップ女と思われる声に続いて、再び銃声が鳴る。

「何って邪じや魔ま者もののＹＯＵを排はい除じよしてるだけだし！」

　次に聞こえてきたのは、少しカタコトの日本語。間ま違ちがいなくお団子女の声だ。スキップ女が聞いたのはお団子女が忍しのび寄る音だったんだろう。

「ふざけんな！」

　スキップ女の怒ど声せいと共に響く銃声に二人が激しく揉もみ合う音がする。

「ふざけてんのＹＯＵでしょ、私の獲え物もの奪うばうんじゃないよ！」

　どちらのものか分からない苦しげな悲鳴、罵ば声せい、叫さけび。どれも耳を塞ふさぎたくなるようなものばっかり。

　そんなウチの心を読み取るように、久保賀さんはウチの首からヘッドホンをとり、こちらに差し出した。終わるまで、これで耳を塞げってことなんだろうけど、さすがにこんな状じよう況きようで何にも繫つながってないヘッドホンつけてたら馬ば鹿かすぎるでしょ。

　彼の親切を気持ちだけ受け取って、ウチは首にヘッドホンを戻もどす。

「なんで味方同士で撃うちあってんのよ」

「味方じゃありませんよ」

　久保賀さんはロッカーの陰から顔を出し、冷ややかな目線を彼女達に向ける。

「このゲームの頂点に立てるのは、お嬢じようさんを捕まえた者だけ……他ほかの者はみんな敵なんです、ここで潰つぶしておこうという気持ちも分からなくはないですよ」

「そんな……」

　戸と惑まどうウチを他所よそに、廊下をレーザーの光が幾いく度ども照らして、やがて静かになった。一体どちらが勝ったのか耳を澄すますも、聞こえてくるのは微かすかなうめき声だけ。再び訪おとずれた静せい寂じやくが不気味で、ウチはロッカーの陰で身うごきがとれずにいた。

「あらあら」

　久保賀さんはクスクス笑いながら、廊下を歩きだす。無む謀ぼうな行動をとる彼をウチは慌あわてて引きとめた。

「久保賀さん、危ないって！」

「大丈夫ですよ、相あい撃うちです」

「相撃ち!?」




　久保賀さんに手を引っ張られて、ウチは廊下の真ん中に飛び出した。そこにはグッタリと倒たおれる二人の少女の姿がある。互たがいの攻こう撃げきを浴びて深手を負ったらしい。息絶え絶えの彼女たちから、久保賀さんはレーザー銃じゆうを奪うばい取る。

「はい、これお嬢さんの」

　レーザー銃を差し出されても、ウチはそれに手を伸のばすことができなかった。だけどそんなウチに久保賀さんは無理やりレーザー銃を握にぎらせる。

「自分の身を守らなきゃ」

　仕方なく銃を受け取ると、久保賀さんはニッコリと微笑ほほえみ、お団子女から躊ちゆう躇ちよなく銃をもぎ取った。

「これで少しだけ希望が見えてきましたね」

　久保賀さんが女の子たちを跨またぎ、廊下を進もうとした時、

「……お願い」

　銃をもぎ取られたお団子女が、力を振ふり絞しぼるように久保賀さんの足首に手を伸ばしてきた。

「お願い、頭を、撃って……プリィーズ……」

　久保賀さんの顔から、スッと笑みが消える。

「え、待って！」

　ウチが止めに入るよりも早く、久保賀さんが二人の少女の頭を撃ち抜ぬいた。

　左手でレーザー銃を構えながら「さすがに照準がブレるなぁ」と、ぼやいてから久保賀さんは何事もなかったように歩き出そうとする。しかしウチはその後に続くことができなかった。

「……怒おこってるんですね、お嬢さん」

　久保賀さんの問いに答えずにいると、彼は振り返り、ウチに近づいてきた。

「あなたを守るのが僕の役目です」

　それは何度も聞いたよって、心の中で毒づく。

「彼女達が望んだことですよ？」

　分かってる、分かってるよ。

　あんな状態では彼女達はウチを追い掛かけることはできない。

　つまりゲームに勝つことはできないから、いずれは田篠に頭を撃ち抜かれる運命だった。なら苦しませないで楽にしてあげたほうがいい、その考えも分からなくはない。

　でも、なんの躊躇もなく引き金に指をかける彼の行動が怖こわかったんだ。

　久保賀さんを責めるとかそういうんじゃない。彼に自分を重ねて戸惑っていたのだ。このゲームに毒され続けて人を撃つなんて当たり前になった未来の自分を。




「僕のことをどう思ってくださっても構いません」

　返事をしないウチの頭をポンと、久保賀さんが撫なでる。

「でも、必ずお嬢さんだけは守ってみせますから」
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　今まで会ったどの男の人よりも優やさしくて温かくて、だけどニセモノの彼が歩き出そうとした矢先だった。

　ガタッ！

　暗くら闇やみで何かが揺ゆれた。さっと久保賀さんがウチの盾たてになりレーザー銃を構える。

「え？」

　段ボールの看板に足をひっかけて倒れている人物を認にん識しきした途と端たん、久保賀さんは銃を下におろす。床ゆかに突っ伏したまま固まっているのは、ツインテールにニーハイ姿の少女……間違いなく、花だった。




　　　　☆★☆★




「……ええっと、ここを結んでっと」

　カーテンを破って作った包帯で、久保賀さんの右みぎ腕うでを固定する。添そえ木として使ったのは新しん屋や先生愛用の竹刀しないをバラしたものだ。

　ウチらは今、生活指導室にいる。

　花と合流して、とにかくどこか隠かくれる場所を探そうとしていた時、目に飛び込んできたのがこの部屋だったってわけ。

　新屋先生の物と思われるタオルの端はしと端を結んで輪を作ると、それを久保賀さんの首にかける。即そく席せき三さん角かく巾きんに、さっき固定した右手を乗せた。

　指示されるがまま処置したわりには結構上出来なんじゃないだろうか。

　そんな事を思いながら、チラリと久保賀さんを見やる。

「ありがとう」

　そう言いながら彼の目線は完全にソファで膝ひざを抱かかえる花に向けられている。

　ガラスによる切り傷は何か所かあったけど、ラッキーなことに彼女には大きな怪け我がはなかった。

　だけど花はずっと俯うつむいたままで一言も言葉を発さない。

　虚うつろな瞳ひとみは霧きりがかかったようにどんより燻くすぶっている。カーテンで作った包帯を腕うでに巻いてあげている時もウチと目線を合わせようとしなかった。元々無表情なやつだったけど、生気が全く感じられないというか、体中のスイッチがオフになっている感じである。

「……でも、花と合流出来て良かったよ！」

　なにが「でも」なのか自分でも分からないけれど、ウチは沈ちん黙もくに耐たえられなくなって喋しやべり出した。当然のように花からのリアクションはない。

「花がいれば百人力だもん、ね！　久保賀さん！」

「……ええ」

　久保賀さんは頷うなずいてくれたが、目線は花に向いたままだ。骨折のせいなのか、花のせいなのか分からないが彼も急に元気をなくしてしまったようである。結局会話が続かず、再び生活指導室に沈黙が訪おとずれてしまった。




　あぁなんだろ、このモヤモヤした感じ。




　そうだ、いっちゃんと映画観に行った時と似てる。全米が泣いた的な映画を一いつ緒しよに観に行ったら、いっちゃんが先に号ごう泣きゆうしちゃって、ウチも泣きたかったのに涙なみだがひっこんで泣けなくなっちゃった時みたいだ。

　ウチだって本当は体育座りして自分の殻からに閉じこもりたい。

　いっちゃんと離はなれ離ばなれになって、古寺さんがいなくなって、頭ごちゃごちゃなのに。花と久保賀さんがこんなんじゃウチが空気読まずにカラ元気に振る舞まうしかないじゃんか!?




「ええっと、そうだお腹なかへらない!?」

　ことごとく沈黙を破る事に失敗しているウチは、新屋先生の冷蔵庫を開ける。想像通り、そこにはお菓か子しがギッシリと詰つまっていた。

「ウチの学校の生活指導、超ちよう甘党なんだよねぇ」

　無反応の花と久保賀さんの前に、お菓子を並べていく。

　食べ損そこねた水羊よう羹かん、コンビニで売ってるバカデカいエクレアにシュークリーム。ザラメせんべいや芋いもけんぴ、うまい棒まで入っているところをみると、新屋先生は他ほかの先生に食べられないように、この冷蔵庫にお菓子を隠しているようだ。

「あ、保ほ冷れい剤ざいも入ってた、久保賀さん、右手冷やした方がいいよ……他には何かあるかなぁ」

　一人で喋りまくりながら、うちは冷蔵庫を漁あさってお菓子を取り出していく。

「ん？」

　しばらくすると冷蔵庫の奥底から小さな箱が姿を現した。他のお菓子とは明らかに毛色の違ちがう、高級感溢あふれる黄緑色の箱だ。

　きっと新屋先生のとっておきのお菓子なんだろう。先生ごめんねと心の中で詫わびながら箱を開けた。

「わぁ、ウマそぉ～」

　ウチは箱を持って、花の隣となりに腰こしをかけた。

「見て見て、こんなの隠してたよ。オッサンのくせに！」

　黄緑色の箱の中身を見た途端、花の顔色が変わった。

　再会してから初めて得られたリアクション。このチャンスを逃のがしてなるものかと、ウチは更さらに身を乗り出した。

「あ、もしかしてマカロン好き？」

　箱の中に入っていたのは色とりどりのマカロンだった。

　ウチはそのひとつを摘つまんで、花に差し出す。

「はい、どうぞ」

　ウチが差し出したクリーム色のマカロンに、花は恐おそる恐る手を伸のばす。

　彼女は顕けん微び鏡きようのプレパラートを扱あつかっている時みたいに、恐る恐る繊せん細さいな手つきでマカロンを摑つかむと、すっかり血の気のひいた唇くちびるに、それを運んだ。

　彼女の白い歯が生き地じに突つき刺ささり、サクッと音を立てる。

　花に続いてウチもマカロンをパクリと頰ほお張ばった。ねっちょりとした甘いクリームが口いっぱいに広がり、あっという間に残りのマカロンを口に放ほうりこむ。舌を刺し激げきする複雑な味を表現できず、薄うすっぺらな感想しか頭に出てこない。

「な、なんか高級な味がするんだけど!?」

　やっと頭から絞しぼり出した感想を、花にぶつけてみた。だが花はマカロンを一口齧かじったまま、固まってしまっている。

　え、リアクションゼロ。感動してるのウチだけ？　なんかまた一気に距きよ離りが遠のいた気がするんだけど。

「美味おいしくない？　口に合わなかった!?」

　ウチが彼女の顔を覗のぞき込んだ時である。

　先ほどまで霧がかっていた彼女の瞳が潤うるみ、ボタンボタンと大おお粒つぶの涙がこぼれ出したのは。

「え、え、え、え!?」

　マカロンを食べて突とつ然ぜん涙を流しだした花に、ウチはどうしていいか分からずワタワタすることしかできない。涙を堪こらえることなくワンワンと泣きじゃくる花は両手で顔を覆おおってしまっている。

「……はなちゃぁん」

　消え入るような声で花は自らの名前を呼ぶ。
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　彼女が呼ぶ『はな』というのが、ウチの知らない『はな』であることは明白だった。田篠が話していた『稲いな沢さわはな』。花が姿を真似まねする、彼女の大切な人。

「……やっぱり駄だ目めだった、私じゃ無理だったんだ」

　花は嗚お咽えつをあげながら、自分を責めるように自らの太ももを叩たたき続ける。

「ちょっとやめなって！」

　慌あわてて彼女の手を摑み、叩くのを止やめさせると、花はそのままウチの胸に倒たおれこみ、顔を押し付けた。

「なんにも取り戻もどせなかった……色んな人を、巻き込んで、古寺先生まで」

　花の体は熱を帯びて、じんわりと汗あせばんでいる。

「で、でもあの銃じゆうで撃うたれても死ぬ訳じゃないんでしょ」

　ウチは必死に彼女を慰なぐさめようと口を動かし続ける。

「治す方法を田篠から聞けば……きっと助けられるよ」

　花は泣きじゃくって首を横にふるだけだ。

「……一度ならまだしも、二度も脳を損傷して正常でいられるとは思えない」

　彼女に代わり、ボソリと口を開いた久保賀さんをキッと睨にらみつける。なんで今そんな絶望的なことを言うんだろう。花を慰めようとしてるっていうのに！

「僕や古寺は良いんだ……自らが蒔まいた種だからね」

　久保賀さんは微笑ほほえんでから「でもね」と言葉を続けた。

「でも、君達は希望を捨てちゃいけないよ……稲沢はなさんも君の帰りを待っているよ？」

　稲沢はなの名前に、ピクリと花の体が震ふるえる。その震える体を抱だきしめながらウチは尋たずねた。

「稲沢さんは、今どこに？」

「……駅の近くのレンタルビデオ屋」

「そこって、先月潰つぶれたトコでしょ？」

　花はコクリと力なく頷うなずく。

「そこで私の帰りを待ってって……お願いしてある」

　彼女が少し迷ってから『お願い』と言ったのは、きっと『命令した』という言葉を使いたくなかったんだろう。

「……私が戻らなければ、はなはずっとあの店の中で帰りを待ち続ける。運よく誰だれかが見つけてくれれば良いけども……それじゃなきゃ彼女は」

「花の帰りを待ったまま死んじゃうってこと？」

　ウチの問いに花は答えぬまま嗚咽を漏もらし続ける。

　屋上での田篠の言葉がリフレインしていく。黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームの犠ぎ牲せいになった稲沢さんも、自分では物を考えることができないはずだ。花に待てと言われれば、それが絶対なのだ。ウチの内側から、フツフツと田篠への怒いかりがこみ上げてくる。

「田篠のやつ、なんでこんな酷ひどい事をウチらに」

「……違うの、本当は彼も高度育成プロジェクトの被ひ害がい者しやなの」

　被害者？　全く意味が分からずウチは久保賀さんと花の顔を交こう互ごに見やる。ようやく落ち着いてきた様子の花が涙なみだを拭ぬぐいながら、ゆっくりとウチの平べったい胸から顔をあげた。

「憎にくらしくて恨うらめしくて復ふく讐しゆうしたい相手だけど、元をただせば彼も稲沢雄ゆう三ぞうに利用されているだけだから」

　稲沢雄三って、名前だけはなんとなくニュースで聞いたことある。

　たしか政治家さんだよね。次期総理大臣候補とかなんとかだったはず。ううん駄目だ、ニュースは芸能と天気予報と占うらない以外全部右から左に聞き流してるもんな。ウチには関係ない事だし、政治家の知識なんて全くゼロだよ。

「……断だん片ぺんだけ話されてもチンプンカンプンですよね」

　そう言って久保賀さんは、花たちに降りかかった出来事をゆっくりと語り始めた──。










　実際みた訳じゃないけど小さくて多分シワがほとんどないツルツルの脳みそをフル回転させて、ウチは久保賀さんの話に全神経を集中させた。

　聖アルテミス女学院の失しつ踪そう事件の真相、田篠と稲沢はなの関係、そしてそれに巻き込まれていった生徒達のこと……どれも普ふ通つうに聞いたらとても信じられる内容じゃなかったけれど、この状じよう況きようならば、すんなりと頭に入ってくる。




　ウチは今まで知らなかった花の色んな面を知ることになった。

　本当は聖アルテミス女学院補欠合格の劣れつ等とう生せいであったこと（ウチからすればそれでも充じゆう分ぶんすごい）。花が『稲沢はな』の格好をしだしたのも、彼女からパワーを貰もらいたかったからで、それくらい『稲沢はな』に憧あこがれて大切に思っていたこと。




　久保賀さんが話し終えると、花は力なく無理やり笑えみを作った。

「分かった？　こんな私がいくら頑がん張ばったところで、事態は悪くなるばっかりなの。私は駄だ目め駄目なんだよ」

　変身前のスーパーヒーローか、はたまた零れい時を過ぎて魔ま法ほうが解けちゃったシンデレラか……『稲沢はな』の仮面を脱ぬいだ花はすっかり自信を失い、スポ女の生徒のようなドンヨリとした空気を漂ただよわせている。




「……花は色んな人の想おもいを背負って頑張ってたんだね」

　ウチの一言に、花は驚おどろいたように目を丸くする。

　今のがウチの素す直なおな感想だった。

　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、花が駄目駄目女子高生だったとしよう。それでもウチやいっちゃんを助け出して守ってくれたんだもん。それって凄すごいことだよ。

　そう伝えたかったのに、結局言う事はできなかった。花が再びワンワンとウチの胸で泣きだしたから。

　涙を流す花の背中をポンポンとさすりながら、ウチは机の上のお菓か子しを頰ほお張ばる。少しでもエネルギーを蓄たくわえないと、また田篠たちと戦うことはできない。

「久保賀さんも何か食べなよ、お腹なか減ったでしょ……花、いいよね？」

　泣きじゃくりながら花が頷くと、久保賀さんは「ありがとう」と呟つぶやき、シュークリームを静かに食べ始めた。

　廊ろう下かの外からは微かすかにレーザー銃の音が聞こえる。きっとさっきの女の子たちと同じように敵を減らそうと撃ちあいをしているんだろう。その音を聞く度たびに、いっちゃんはウチの身を案じて心を摩すり減らしているに違ちがいない……こんなの絶対間ま違ちがってる。

　いっちゃんを助け出して、この無意味な争いを終わらせられるのは、ウチだけなんだ。




「……ねぇ、ウチに考えがあるんだけど」

　ウチは頭に浮うかんだ『ある作戦』を二人に話し始めた。




　　　　☆★☆★




「おやおや、これは驚きましたね」

　放送室の扉とびらを開けると、田篠は部屋の隅すみに佇たたずみ、吞のん気きに窓の外の月夜を眺ながめていた。




　部屋の中は薄うす暗ぐらく、埃ほこりっぽい。

　空気が淀よどみ、霧きりのような靄もやがかかっているような錯さつ覚かくを覚える。




　縦長の室内には、所せましと放送機材とパイプ椅い子すが並んでいる。

　ドアを開けてすぐのところには放送部の私物が置かれた棚たながあり、その棚の隣となりには放送をする為ためのマイクが置かれたブースがある。

　そして放送ブースと窓まど際ぎわの間には、パイプ椅子に座らされた親友の姿があった。

　いっちゃんは両手足を縛しばられて口をガムテープで塞ふさがれている。

　涙をぼろぼろと流しながら、ウチを見つめる彼女の目力を見て、ほっとした。

　どうやらレーザー銃じゆうで頭を撃うち抜ぬかれてはいないらしい。




「随ずい分ぶん面おも白しろい展開になっているではありませんか」




　クックックと喉のどを鳴らし、眼鏡めがね越ごしにこちらを見やった。

　ウチの頭には、銃じゆう口こうが突つきつけられている。それを突きつけているのは花だ。




　これがウチの考えた作戦。

　花が裏切ったふりをしてウチを捕つかまえ、田篠に近づき、隙すきをついて彼を倒たおすっていうもの。廊下の外では久保賀さんが邪じや魔まが入らないように見張りをしてくれている。

　イチかバチかだったけど、ハプニング大好きの田篠は食いついてくれたようだ。

「ここに来て仲間割れですか、市位ハナさん」

　花はグリグリとウチのこめかみに銃を突きつける。

「……私の仲間は、はなちゃんだけだから」

「目的の為には手段を選ばないというわけですね」

「……それの何が悪いのよ？」

　彼女の発言に内心ウチは心臓が痛いほどバクバク鳴っていた。

　田篠の言う通り、彼女がここで裏切れば、ウチはゲームオーバー。晴れて彼女は黄金卵の頂点となり、ご褒ほう美びとして願いを叶かなえることができるのだ。

　ウチだって、そこまで馬ば鹿かじゃない。

　裏切られる可能性があることに気付かなかった訳じゃない。でもここで信しん頼らいできない相手なら、いずれは裏切られる運命ってことだ。それにウチは信じたかった。短い間だけど、ウチと花の間で結ばれた絆きずなってやつを。




「では、八井田風さん……最さい期ごに言い残す事はありますか？」

　ウチは目の前にいる、いっちゃんを真っ直すぐ見つめながら無理やり笑顔を作った。

「……いっちゃんは、絶対生き残ってね」

　目の前の親友は体中の水分を絞しぼり出すように涙なみだを溢あふれさせてジタバタとパイプ椅子の上で暴れている。

「さ、市位さん。穀倉さんに見せてあげてください。親友の頭が撃ち抜かれる瞬しゆん間かんを」

　拳けん銃じゆうを握にぎった花の手に力が入るのが分かった。

　ドッドッドと心臓が激しく鳴り響ひびく。覚かく悟ごを決めたように「ゴクリ」と花の喉が鳴った。

「……ごめんなさい、風」

　花の言葉に戸と惑まどい「え？」と、尋たずね返した瞬間、







　バシュバシュバシュッ！







　周囲に銃じゆう声せいが響き渡わたった。

「！！！！！」

　ガムテープ越しに、いっちゃんが悲鳴をあげているのが分かる。

　あぁ、いっちゃんを泣かしてばっかだな。

　こちらに銃口をむけたまま、花はウチの体を蹴けり倒す。

　ちょっと酷ひどいよ、花。これは……予想外すぎるでしょ。

「拍はく手しゆを送りましょう、これで晴れて君は黄金卵の頂点だ」

　田篠の声とパチパチ手を叩たたく音が聞こえる中、マイクが置かれた放送機材の上にウチは倒れこむ。

「……教えて。アナタは、どうしてこんな酷いことができるの？」

　淡たん々たんと花が喋しやべり出した時、ウチは機材に思いきり、頭を打ち付け、そのまま視界が真っ暗になった。







　────ウチが花に倒された後も物語は続く。







「酷いこととは、なんですか市位さん？」

「アナタは、あらゆる人間を巻き込んで『黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲーム』を実行した……『黄金卵の就職活動』の目的は優ゆう秀しゆうな若者たちを間引きして黄金卵を指導者として教育することだったんじゃないの？」

「その通りです」

「でも今は黄金卵達を争わせて殺し合わせている、矛む盾じゆんしてるじゃない？」

「矛盾はしていませんよ。高度育成プロジェクト……黄金卵の就職活動は失敗したのです」

「失敗!?」

「ええ、優秀なリーダーを育てる為に、私は黄金卵を選出していきました……ですが、君も会ったでしょう。黄金卵の少女たちに」

「彼女達が何だって言うの？」

「なら分かるはずだ。彼女達は『黄金卵の就職活動』に勝ち残った事で酔よいしれ、傲ごう慢まんで不ふ愉ゆ快かいだ……指導者というより独裁者の風ふう貌ぼうが漂ただよっていますよ。こんなのは我々が欲しかった結果ではない。『黄金卵の就職活動』は、机き上じようの空論に過ぎなかった」

「……ふざけないで！　勝手に変なプロジェクトに巻き込んでおいて」

「仕方ないでしょう、人間が携たずさわることだ。こればっかりは実験を重ねて成果をみないことにはどうしようもありませんし」

「……なにが実験よ」

「随ずい分ぶん怖こわい顔をしていますね市位ハナさん……でも安心してください。あなた達の功績は無む駄だにしませんから。この経験を基もとに、これからは脱だつリーダー政策、青少年平均育成プロジェクトを進めていきます」

「日本中の人間の頭をレーザー銃で撃ち抜くつもり？」

「まぁ遠からずというところでしょうか？」

「そんなの……全部、大人の都合じゃない！」

「いつの時代もそうですよ。ゆとり教育も、消費税増加も、戦争だって全すべては大人の都合です」

「私達が邪魔なら、こんなまわりくどい事しないで、さっさとみな殺しにすりゃいいじゃない？」

「フフフ……それじゃあ、あまりにもあっけなくてつまらないじゃないですか。それに黄金卵たちの誰だれが一番優秀か、ちょっと興味ありましたから」

「……」

「さあ、お喋りはおわりですよ、市位ハナさん」











「それはこっちのセリフだっての[image: ]」












　田篠が花に銃じゆうを向けた瞬間、ガバリと機材から顔をあげて、ウチは思いっきり叫さけんだ。

　息を殺していたせいで酸欠状態だったウチの肺にスーハースーハーと空気を満たす。

「風、起きるタイミング早すぎ」

　そう溜ため息いきをつく花を、ウチはギロリと睨にらみつける。

「アンタこそ急に蹴るなんて予定にないことしないでよ、頭ぶつけちゃったでしょ!?」

「それっぽくみえる演出をしたまでよ」

「死んだふりする、こっちの身にもなってよ！」

　花はウチと会話しながらも田篠に銃じゆう口こうを向けていた。田篠は表情を崩くずすことなく眼鏡めがねを指で押しながらクックックと喉のどを鳴らし続けている。




「いやぁハラハラしましたね」

　廊ろう下かから現れた久保賀さんは足早に部屋の中へと入ってくる。

　彼はニコニコしながら、いっちゃんに近づき、彼女の口に貼はられたガムテープを外した。花に拳銃を向けられている田篠は黙だまったまま、久保賀といっちゃんを見つめている。




「レーザー銃のタイミング、バッチリだったね」

　ウチがグッジョブと親指を立てると、久保賀さんも真似まねをして親指を突つき出してきた。

　はい、ここで再びタネアカシ。

　さっき聞こえた銃声は花の動きに合わせて久保賀が廊下でレーザー銃を撃うった音だったのである。

　つまり、ウチと花、久保賀さんは田篠を騙だますために、ひと芝しば居い打ったって訳。




「……ふう、ちゃん？」

　拘こう束そくされたままのいっちゃんがキョトンとした顔でウチの顔を見つめている。

　彼女の顔は涙なみだと鼻水にまみれていて、ガムテープを貼られ続けていたら窒ちつ息そくしてたんじゃないかって感じ。

　ウチはいっちゃんの前にしゃがみ込んで、久保賀さんと一いつ緒しよに手足に結ばれたロープを解く。かたく結ばれたロープを解きながら、ウチは必死に彼女に詫わびた。

「ごめんね、騙すようなことして……でもそのおかげで計画大成功！」

「計画？」

　ウチは「あぁ、これがドヤ顔っていうんだろうな」ってくらい得意気に放送ブースを指さした。

　マイクの横に設置されたボタンは赤く点灯したままになっている。

　そのボタンには『ＲＥＣ』の文字が煌こう々こうと輝かがやいていた。




「今、アンタが喋しやべったこと全部、校舎中に流れちゃいましたから」




　ドヤ顔のままニンマリ笑って田篠を見やる。なにがツボに入ったのか知らないが、田篠はさっきから喉を鳴らし続けていた。




　これがウチらの計画の全て。

　花に殺されたふりをして、ウチは機材のスイッチを入れる。そして田篠の本心を聞きだし、黄金卵の少女たちに包み隠かくさず伝えることだった。




「え～っと、校舎にいる黄金卵のみなさん聞こえますか？」

　ウチはマイクの向こうにいる少女達に話しかけた。

「今のが、ウチらが巻き込まれているゲームの真相だそうです……こんな奴やつの言う事を聞いて殺し合うなんてやめませんか？」

　生活指導室で久保賀さんから話を聞いてから、ウチの中で彼女達と戦いたくないって気持ちがどんどん強くなっていったんだよね。だってウチらは全員このゲームの被ひ害がい者しやだもん。

「一緒に田篠を問い詰つめて、ここから脱だつ出しゆつする方法を見つけて自由になろうよ……賛同してくれるなら放送室まで来てください……待ってます」

　思いの丈たけを全部話して、ウチは大きく息を吐はきだした。




　こんな風に人様に話すのは得意じゃないんだ。

　ヘッドホンと首の間に、イヤな汗あせをかいて気持ち悪い。

　ゴミにまみれた段階で体たい臭しゆうについては諦あきらめたけど、こういう時の汗っていうのはかけばかいた分だけ不快になるみたいだ。




「……だからあなたは甘ちゃんなんですよ、市位ハナさん」

　笑い続けていた田篠がここにきて言葉を発する。

「こんなくだらない作戦などに乗らずに、あなたは八井田風を裏切るべきだった……『稲沢はな』ならば、そうしたでしょう。彼女は残ざん酷こくで冷れい徹てつで美しかった」

　田篠が意図的に『稲沢はな』の名前を出して、花の気持ちを逆さか撫なでしようとしているのは明らかである。花は唇くちびるを嚙かみしめていたが必死に怒いかりを押し殺しているようであった。

「この状じよう況きようで何偉えらそうなこと言ってんの!?」

　ウチは花の代わりに白しろ手て袋ぶくろの男を怒ど鳴なりつけた。

「まんまとウチらに騙されたくせに！」

「たしかに一本取られました……ですが、それだけです」

　そう言うと田篠は、ウチに向けて拳けん銃じゆうを突き出した。

「やめてっ[image: ]」

　花は叫びながらレーザー銃の引き金を引いた。

　バシュッ、バシュッと、田篠の体をレーザーが貫つらぬく。

　その瞬しゆん間かん、彼の体が揺ゆらめき、乱れた。

「え!?」

　一体なにがどうなっているのか分からず、恐おそる恐る田篠に近づいていき、その体に手を伸のばす。そこには実体がなく、ウチの手は奴の体を突き抜ぬけていった。窓の外から彼の映像が映写されていたのである。




「……またホログラム」




　花は消え入るような声で唸うなり、近くにあったパイプ椅い子すを田篠に投げつけた。

「はしたないですよ、市位さん」

　陽炎かげろうのように姿を揺らめかせながら、田篠は前まえ髪がみをかきあげる。




　この男は、黄金卵たちを全く信用せず、身を守る為ためにどこかに姿を隠しているのだ。ウチらから距きよ離りを取り座っていたのも、こちらの目を欺あざむく為だったわけね。いちいち腹立たしい眼鏡ヤロウである。




「あなた方の考えはよく分かりました……随ずい分ぶんと楽しくなってきましたね」

　クックックと喉を鳴らしながらホログラムの田篠はギラギラと瞳ひとみを輝かせる。

「楽しみましょう、夜はまだまだこれからですよ」

　そう言い残すと、ホログラム映像はブツリと途と絶だえた。

「なにが、楽しみましょうだよ」

　田篠を捕つかまえ損そこねたウチはガックリと項うな垂だれて毒づいた。計画は全すべてうまくいったと思っていたのに……。悔くやしくてその場で地じ団だん駄だを踏ふんでいると、

「苛いら立だつのは、まだ早いみたいですよ」

　そう言って、久保賀さんはウチに目配せをした。

「え？」

　彼に言われるがまま、彼の視線を追う。

　放送室の扉とびらの向こうには、三人の少女たちが立っていた。少女たちは両手をあげて、こちらを見やっている。

　花は目を細めて、ウチに優やさしい表情を向ける。

「よかったね、彼女たちに想おもいが通じて……」

　ウチは何度も「うん」と頷うなずく。

　放送を聞いて、ウチの言葉を聞いて彼女達は放送室に来てくれたんだよね？




　このゲームに巻き込まれてから初めて、ウチの目前に希望の光がさした、そんな気がしていた。






















「え～っとぉ、じゃあ自己紹しよう介かいしまぁ～す」




　目の前に立つ黒くろ髪かみロング女子が、やたら語ご尾びを伸ばしながらペコリとお辞じ儀ぎをした。

　その動きに合わせてパニエでボリュームアップされたスカートがフワリと揺れる。どこで見つけてきたのか、彼女の手にはマイクが握にぎられていた。おそらく放送室の備品だろう。

　電源は入っていないので、全く持つ意味はないのだけれど妙みようにマイクを持つ姿がさまになっている。

「顔本耽たん溺でき型の黄金卵、染そめ葉は衣い音おで～す、よろしくねぇ」

　グレープフルーツくらいしかない小さな顔。

　その中に収まった大きな瞳。外国人ばりに高い鼻。キューティクル全開の髪かみの毛。

　どれをとっても衣い音おは絵本に出てくるお姫ひめ様さまみたいなルックスだ。

　そんな彼女に久保賀さんが拍はく手しゆをするように左ひだり膝ひざを叩たたき、微笑ほほえんでいる。やっぱ可愛かわいい子が増えて嬉うれしいのかなとか、モヤモヤした気持ちが生まれそうになるのを、ウチは必死にこらえた。

「はい次は、あなたぁ～！」

　衣い音おからマイクを差し出された女子は、それに手を伸ばすことなく、ゆっくりとキャップを目ま深ぶかに被かぶり直した。

　ウチより頭一つ分背が高く、ほっそりとした体型の彼女は、薄うすい唇を真一文字に結んでいる。

「ほら、自己紹介！」

　衣い音おに急せかされた後、たっぷり間を取ってから彼女は、

「関せき口ぐち、文明開化型」と、ボソリと言葉を放ち、また口を閉じた。

　どこかツンツンとしていて、動物占うらないなら多分狼おおかみ、前世は侍さむらいみたいなオーラが漂ただよっている。

　そんな関口の背後から「ビョーン！」と、奇き声せいを発しながら、またまたタイプの違ちがう小さな女の子が勢いよく顔を出した。




「それで、ボクが電脳狂愛型のカオルだよ」

　関口の頭三つ分……いや四つ分は背が低い。

　全てのパーツが小さくて、なんだか作りもののようである。

　ピンク色に染まった、見るからに気持ちよさそうなフニフニほっぺを持っていて、ウチが昔持っていた一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入れる人形・ピピちゃんにそっくりだ。

「よろしくね、脳のう漿しよう炸さく裂れつ型と仲間達さん♪」

　握あく手しゆを求められた花の目線は、カオルの太ももに向けられている。

　カオルはブカブカのワイシャツだけを身につけており、無む駄だにセクシーな格好をしているのだ。お人形フェイスなのにセクシーというアンバランスすぎる容姿のせいで、彼女は全体的に浮うきまくっている。




　お姫様と侍とお人形。




　異世界から飛びだしてきたような三人が、ウチらの元にやってきてくれた黄金卵だ。

　個性豊かすぎる三人に面めん喰くらいながら、いっちゃんとウチは「よ、よろしく」とオドオドと頭をさげる。

[image: ]




「それでぇ、一体どんな作戦なのぉ～？」

　衣い音おは男子だったらきっとイチコロであろう、飛びきりキュートな上うわ目め遣づかいで花をみやった。

「作戦って？」

　花に尋たずね返されて、衣い音おはプゥッと頰ほっぺたを膨ふくらませる。

「決まってんじゃ～ん、田篠センセーをぶっ殺す方法だよぉ！」

「そうだよ、その為ために集まってるんだからさ」

　そう訴うつたえるカオルと一緒に、関口もウンウンと頷いている。




　……あぁ、やっぱりそこついてきますか？

　この『黄金卵仲間に入れちゃおう作戦』の発案者はウチだ。

　当初の予定では、放送室で田篠を捕つかまえられているはずで、この状じよう況きようは想定外なんだよね。今はまったくノープラン状態だよ。




　だってホログラムなんて使うとは夢にも思ってないじゃん？

　どんだけ未来なんだよ！

　スポ女のウチに、いきなりそんな斜ななめ上の展開を処理できるわけがないでしょ!?




　急に話をふられて困っているのだろう……花は口を噤つぐんだまま、黙だまりこくっている。

「ねぇ、どうなのさぁ脳漿炸裂型さん!?」

　あからさまに不ふ機き嫌げんそうな衣い音おは花に思いきり顔を近づけた。

「聞いてんの、ねぇ？」

「…………」

「ねぇ、ねぇねぇねぇねぇねぇねぇねぇ！」

　衣い音おは挑ちよう発はつ的てきに「ねぇ」を連呼し続けている。

　そこに同調するようにカオルまで「ねぇ」を繰くり返す。

　エンドレスに続く二音の「ねぇ」が放送室に充じゆう満まんしていく気がして、妙な息苦しさを覚えた。




「ねぇちょっと待ってよ!!」




　三十二回目の「ねぇ」が放たれた時、ウチは叫さけんでいた。

「それは……これからみんなで考えよ？」

「は？」

　冷ややかで刺とげ々とげしい三人の声が重なる。

「考えようって、どういうこと!?　まさか策もないのに私たちに呼びかけたっていうこと!?」

　リーダー格である衣い音おの声と共に、一いつ斉せいに花からウチに視線が移動した。

　あまりの目力の強さにゾゾゾと背筋が凍こおっていく。そのパワーに圧あつ倒とうされて倒たおれそうになって、ウチは隣となりにいる親友にしがみ付いた。

「ふうちゃん、しっかり！」

　ふにふにとした、いっちゃんの感かん触しよく。

　離はなれていた時間は、たかだか一時間程度なのに随ずい分ぶん久しぶりに感じる。さっきまで泣きじゃくっていたせいで、その目は真っ赤に腫はれていたけれど、彼女の顔をみていると、なんだか心が安らいだ。

　恐るべし、親友パワーって感じである。




「……みなさん、とりあえず睨にらむの、やめてください！」




　ぶるぶる震ふるえながら、いっちゃんが黄金卵たちを見やる。




「お互たがいの状況をきちんと把は握あくしてからのほうが、スムーズに動けると思うんです。きっと良い案も浮かぶはずです」




　いつになく、いっちゃんはハキハキと言葉を発し続けている。

「いっちゃん？」

　驚おどろくウチに気付いたのか、彼女は俯うつむいて「……ふうちゃんの役に立ちたくて」とモジモジしながら呟つぶやいた。




　いっちゃん、さすが天使や。

　思わずエセ関西弁になりながら、ウチが勝手にうるっと来ていると、




「え、なんかボク達がいじめてるみたいじゃん!!」

　真っ赤なほっぺを膨らませて、カオルがブーブーと文句を言う。

「別にそんな震えて喋しやべらなくたって、ここまで来たらちゃんと協力するよねぇ!?」

　カオルの言葉に関口もコクリと頷うなずく。

　いっちゃんの天使パワーで浄じよう化かされたのか、ギランギランしていた衣い音おの目つきもフッと柔やわらかくなっている。

「ま、ここまできたら後には戻もどれないしね」

　サラサラの長い黒くろ髪かみをかきあげながら微笑ほほえむ衣い音おに、ウチは「うんうん、そうだよ」と激しく頷く。

「あとは前進するのみっしょ！」

「アンタは偉えらそうに言うな」

　調子にのったウチの言葉を遮さえぎるように、関口がピシャリとキツめのツッコミをいれる。侍さむらいに怒おこられて、あっという間にウチの調子に乗った心は萎しぼんでいった。

　隣でクスクスと笑ってくれる久保賀さんがいなければ、完全に打ちのめされるところだったよ。

　とにかくこれで一いつ致ち団だん結けつ。

　ウチには大親友のいっちゃんと、花、久保賀さん、そして三人の黄金卵がついている。なんだかゲームで強い装備をゲットしたような、そんな気分だ。あとは田篠を捕まえて、学校から脱だつ出しゆつするのみ！

「まずは田篠がどこに潜せん伏ぷくしているか探す必要がある」

　今までウチらのやりとりを見つめていた花が口を開き、ポケットに折り畳たたんであった紙をゆっくりと広げる。

　そこにはさざなみ女子高校の校舎見取り図が描えがかれていた。一体いつそんなものを手に入れたのかと驚いていると、

「さきほど生活指導室で拝借したの」

　花は平然とそう言ってのけた。拝借とかちょっと小難しい言葉を使ってはいるけど、結局はパクッたって事じゃん。心の中でツッコんでから一いつ緒しよに見取り図を眺ながめる。




　アルコールランプの実験に失敗して先生に怒られた化学室。

　昼休み、パンを買う生徒の戦場となる購こう買ばい。

　いっちゃんお気に入りの図書室。

　上級生が怖こわくて普ふ段だんは近寄れないカフェテラス。

　放課後、たまり場と化す中庭のベンチ。




　こうやって階ごとにフロアを切り取ってあると、なんだか変な感じだ。

　四月に入って以来、特に思い出なんてないと思ってたけど、それなりにウチは高校生活を楽しんでたんだなぁと変に実感してしまった。

「割と大きな部屋にいるんじゃないかな」

　校舎内の地理感覚があるのはウチといっちゃんだけ。ウチは少しでも役に立とうと必死に田篠の居場所を推理する。

「田篠と一緒に他ほかの黄金卵もいるわけだし」

「他のやつら？」

　ウチの言葉にカオルはキョトンと首をかしげる。

「なら全員やっちゃったけど？」

「!?」

　カオルが平然と発した言葉に、全身から血の気が引いていく。

　やっちゃったって、全員殺しちゃったってこと？

「こう見えてボク結構うまいんだよ、射しや撃げき」

　得意気な彼女に、ウチもいっちゃんもうまくリアクションがとれない。

「そんな怖い顔しないでよ」

　不満そうな衣い音おがパニエの下につけたガンホルダーから銃じゆうを取り出して、細い指先で銃じゆう口こうを撫なでる。

「私たちだって生きるのに必死なんだからさ」

「……分かってるけど」

「分かってない」

　ウチの言葉を遮ったのは、またもや関口だった。

「黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームに参加したことないアンタらに分かるはずない」

　苦々しく顔を歪ゆがめて、関口は真一文字に結んでいた唇くちびるを嚙かみしめた。

　彼女の言葉はどれもずっしりと重く、ウチを凹へこませる。

　花から黄金卵の就職活動の全てを聞かされた時、しばらく体の震えが止まらなかった。彼女達からみたら、ウチの言葉なんて薄うすっぺらな綺き麗れい事ごとに聞こえているのかもしれない。




「……とにかく田篠は今一人ってことね」

　ツインテールを撫でながら、花は話を切り替かえた。

　きっと彼女の頭の中には、稲沢はなさんのことが浮うかんでいるんだろう。

　はなさんとお揃そろいのツインテールを撫でることで、いっちゃんみたいに不安を紛まぎらわせているのかもしれない。再び見取り図を眺め、ウチは一階部分をカツカツと指で突ついた。

「面めん倒どうでも下から、しらみつぶしに探していくのが一番かもね」







『その必要はありませんよ』




「ぎゃっ!?」

　突とつ然ぜん現れた田篠に驚き、ウチは親友のふくよかな胸むな元もとにしがみついた。いっちゃんはウチの体重を支えきれずそのままペタンと尻しりもちをついて倒たおれた。

　床ゆかにゴロンと倒れたウチらを眺めて、黄金卵たちが心の底から馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。窓まど際ぎわでクスクス笑う田篠の体は、よくみるとユラユラと揺ゆらめき、ところどころ霞かすんでいた。

「ホログラムって、もう分かってんじゃん？」

　驚いちゃうもんは仕方ないじゃん、って反論しようと思ったけど黙だまっておいた。だって呆あきれる衣い音おの大きな瞳ひとみには、アホ面づら全開のウチの顔が映っていたんだもん。

「いちいちムカつく男ね」

　花はツカツカと足音を鳴らして、ホログラムの田篠に近づいていく。

「正々堂々でてきなさいよ、そんな小こ賢ざかしい出方しないで」

「正々堂々？　一対七では、私が圧あつ倒とう的てき不利じゃないですか」

　彼は前まえ髪がみをかき上げながら、切れ長の瞳を花に向ける。

「それに、そんな口の利きき方をしてはいけませんよ……初はつ恋こいの相手に」

「馬鹿なこと言わないで！」

　花の頰っぺたがカッと赤く染まり、彼女はホログラムの田篠の顔面を殴なぐりつける。

　もちろん花の鉄てつ拳けんは田篠の顔に当たるはずはなく、そのまま映像をすり抜ぬけ、ホログラムを歪めるだけだ。

　いっちゃんとウチは床に尻もちをついたまま、動くことができず呆ぼう然ぜんとその様子を見つめていた。

　一方、黄金卵たちは花の意外な一面を知り「え、マジ？」とキャッキャと顔を寄せ合い、騒さわいでいる。

「可愛かわいいですね、ムキになって」

　花の拳こぶしのせいで田篠の顔は歪んでいる。

「……そんな事を言う為ためにわざわざでてきたわけ？」

「まさか、ゲームのルール変へん更こうをお伝えしようと思いましてね」

「ルール？」

　田篠は喉のどを鳴らしながら、視線を彼女からウチらへと移す。

「……ここからは私とあなたたちの勝負です。しいていえば親子対決ですね」

「親子？」

　怪け訝げんな顔をする関口に「ええ」と田篠は頷うなずいた。




「だってそうでしょう、私は黄金卵を生み出した張本人ですからね」




　田篠の一言に放送室にいる全員がひとつになるのを、ウチは感じた。

　なにが親子だ、なにが生み出しただ、ふざけんな……そんな心の声が痛いほど伝わってくる。




　みながギリリと歯を食いしばっている中、最初に声をあげたのはカオルだった。ブカブカのワイシャツの少女は「アハハハッ」と声をあげて笑いだす。

「それで、なんで勝負すんの？　パパ？」

　シャツの袖そでで鼻をごしごし拭ふきながら、カオルは挑ちよう発はつ的てきな瞳で、ホログラム映像の田篠を睨にらみつける。




「簡単ですよ、あなたたち全員で私を見つけ出してくれればいい」

　田篠はスーツの袖をめくり、腕うで時ど計けいの時間を確かく認にんする。

「制限時間は、今が二十六時二十八分なので……二十七時まででどうですか？」

「……たったの三十分？」




　三十分の間に田篠を見つけ出したらウチらの勝ち、見つけられなかったら田篠の勝ち。

　さっきまでの鬼おにばかりの鬼ごっこに続いて、鬼ばかりのかくれんぼというところだろうか？




「三十分なんて、短すぎるよ！」

　すかさず文句を言ったのは衣い音おだ。

「どんだけ、この校舎が広いと思ってんの？」

　彼女の地じ団だん駄だはウチがするものとは全然違ちがい、スカートがフワフワと揺れて、効果音をつけるならば『ピョンピョン』という感じで、なんだか可愛らしくて女子力の違いを見せつけられた気がした。




「では、ヒントをさしあげましょう」

　この反応を見み越こしていたのだろう。

　田篠はすぐに新たな提案を、ウチらに持ちかけてきた。

「音楽室へお越こしください……ヒントをご用意しておきましょう」

　彼は眼鏡めがねを指で押し上げながら、視線を下ろした。

「いつまで腰こしを抜かしているんですか、八井田さん、穀倉さん」

　名前を呼ばれて、いっちゃんは体を震ふるわせた。

「……この後一体どうなるのか、楽しみですねぇ」

　彼に話しかけられる度たび、いっちゃんは体を強こわ張ばらせて、三つあみをニギニギする時みたいに、ウチの腕うでにギュッとしがみついてくる。

　田篠は、さっきまで銃じゆうを突きつけられていた相手だ。屋上での恐きよう怖ふが蘇よみがえってきているのかも。

　いや田篠だけじゃない、お団子女や花にウチ……いっちゃんは、ずっとウチらに振ふり回され続けて心も体もボロボロなんだ。

　少しでも親友を安心させたくて、ギュッと彼女を抱だきしめてみる。

　いっちゃんのボリューミーな胸と比べて、クッション性のない控ひかえ目な胸では抱きしめられても嬉うれしくないかもしれないけど、それでも強く強く抱きしめる。シャツ越ごしに、彼女の黒ぶち眼鏡の感かん触しよくが伝わってくる。熱を帯びた親友の体とは対照的に眼鏡のフレームはひんやりと冷たい。

「話はそれで終わり？」

　ウチは彼女を抱きしめながら、自分ができる精せいいっぱいの怖こわい顔で、田篠を睨みつけた。これ以上、いっちゃんを傷つけんなという思いをこめて。

「ええ、これで終わりです。では……みなさん、私を楽しませてくださいね」

　田篠がニッコリと微笑ほほえむと、ブツリとホログラムの映像は途と絶だえた。




「……行くわよ」

　ほっと一息つく暇ひまもなく、花は放送室の出入り口へと歩き出す。

「えぇ、もう行くのぉ？」

　急せかされるのが嫌きらいなのか、カオルは不ふ貞て腐くされて動こうとしない。

「当たり前でしょ、三十分しかないんだから」

「でもヒントくれるって言ってるしぃ」

「そのヒントが当てになるとは限らないでしょ!?」

　花の声が徐じよ々じよに刺とげ々とげしくなっていく。その反応をどうやらカオルは楽しんでいるみたいである。

「ねぇ、ちょっとどうにかしてよ」

　ウチは衣い音おに助けを求めるが「え、めんどくさい」と即そく答とうされてしまった。関口には、なんだか怖くて頼たのめない。刻々と時間だけが過ぎていく。こんなところで無む駄だな時間は使いたくないのに……。

　そんな時、今までずっとやりとりを眺ながめていた久保賀さんがゆっくりとウチらへと歩み寄ってきた。

　花をチラリと見やり、彼は彼女に発言の許可を得る。花がコクリと頷くと彼は嬉しそうに目を細めて、黄金卵たちに更さらに近づいていった。

「みなさん……おやつタイムにしませんか？」

　彼が抱かかえていたのは、見覚えのある黄緑色の小箱だった。




　　　　☆★☆★




　真っ暗な廊ろう下かをウチらは横並びになって歩き出した。

　久保賀さんと隠かくれながら歩いている時は、あんなに怖かったのに、月明かりが窓から差し込んでいるせいか人数が多いせいか、廊下に続く暗くら闇やみにも全く恐怖を感じなかった。

　全員の手には色とりどりのマカロンがある。久保賀さんがみんなに一個ずつマカロンを配ったのだ。

　いつの間に生活指導室から持ち出したんだろう、ていうかどこに隠し持ってたんだ？

　そんなことを考えながら、彼の横顔を眺めていると、

「三さん角かく巾きんの中に、しまっていたんですよ」

　またまたウチの心を見み透すかして、彼はこちらが欲しい答えを教えてくれる。彼の事をエスパー久保賀と命名しよう。

「でも、いつ、そんな事……花にお願いされてたの？」

「お願い？　されてませんけど？」

「あれ？　だって、久保賀さんは花の命令なしでは動けないんでしょ？」

　久保賀さんは一いつ瞬しゆん目を見開き驚おどろいた様子で「あぁ……確かに」と呟つぶやいた。

　どうやら自分でも全く意識していなかったみたい。

　久保賀さんは顎あごを指先でトントンと叩たたいて、しばらく間を置いてから「……彼女を守るのが僕の役目です」と答えてからすぐに「それに」と言葉を続けた。

「女子はスイーツが好きですから……お菓か子しは元気の特効薬です」




　そんな彼の反応にウチは思わずプッと吹ふき出す。

　元気の特効薬という、キザなセリフがなんだか面おも白しろかったのである。まぁたしかに彼の言う通り、黄金卵の三人にスイーツ効果テキメンだったもんね。マカロンを貰もらえると分かるや否いなや、ダダをこねるのをやめて、そそくさと廊下へと出て行ってたもん。

「まぁでも先生の冷蔵庫にマカロンがあって良かったよ……花にとって大事なお菓子みたいだしね」

　その時、突とつ然ぜんいっちゃんが、ウチの腕を引っ張ってきた。

「ねぇ、大事なお菓子ってどういうこと？」

　どうやらウチと久保賀さんの話を聞いていたみたい。

「マカロンは花の大事な友達が好きだったお菓子なんだって」

「大切な友達って……屋上で話してた？」

「あ、そうそう、一日一箱くらいペロリと食べちゃうんだってさ」

「……へぇ」

　いっちゃんはマカロンを口に運びながら、短くそう返事をした。なんだかさっきから元気がない気がするけど、疲つかれてるせいかな。心配になって、ウチがいっちゃんに声をかけようとした時、

「このマカロン・パリジャン……いい！」

　関口が狼おおかみのような低い唸うなり声をあげた。

「パ、パリジャン？」

　侍さむらいオーラの関口からカタカナ言葉が発せられて困こん惑わくしているウチに「このマカロンの種類の名前だ」と、関口は短く口早に答えた。

「マカロンって、そんな種類なんてあるの？」

　素す直なおな質問をぶつけると、関口は信じられないという顔でウチを睨にらみつけた。

　目力で人が殺せるなら、ウチは速そつ攻こうであの世行きだったろう。

「……マカロンの歴史は古い」

　関口は表情を崩くずすことなく、淡たん々たんと喋しやべり続けた。




「作られ始めたのは16世紀頃ごろのフランス。作られた地域によって、その特色は様々だ。ピカルディ地方のマカロンは蜂はち蜜みつが練りこまれたネッチリした味わいだし、ポワトゥー・シャラント地方のマカロンは卵らん白ぱくと砂糖が多めでふんわりとしている。ロレーヌ地方のものはパリパリにひび割れた表面としっとりとしたクッキーのような内面が対照的だ。今食べたパリジャンは、歴史はたかだか数十年……しかし鮮あざやかな色や可愛かわいらしいフォルムは人々の心を摑つかんで離はなさない」




　今まで喋っていなかった分を取り戻もどそうとしているかのように、彼女は一気にマカロンの歴史を言葉にし続けた。

「今食べたマカロンは、リスとピエがパーフェクトだった」

「リ、リスと、ピエ？」

　駄だ目めだ、ウチの頭の中でドングリを持ったリスとピエロがフォークダンス踊おどっちゃってるよ。

「フランス語でリスはスベスベしている意味。ピエは足を表す言葉だ。きめ細かでなめらかな光こう沢たくのある生き地じである事──リス──と、生地の周りにあるギザギザとした部分──ピエ──がしっかりと存在している事だ。それにガナッシュも最高だ」

「ガ、ガナッシュ？」

　今度は、なんかそういう名前のヒーローいそうだよなという感想が浮うかぶだけでリスやピエロのようなイメージさえ一いつ切さい浮かんでこない。関口は深い溜ため息いきをつき、ウチに憐あわれんだ目を向ける。

「間に挟はさまっているチョコのクリームだ……おまえ、何も知らないんだな」

「いや関口が詳くわしすぎでしょ？」

「別に普ふ通つうだ」

「いや世間一いつ般ぱんの女子なんて、マカロンについて『なんか可愛いし美味おいしいから好き』くらいにしか思ってないから、ねぇ？」

　賛同を求めて周りをみまわすが、関口の目力にビビっているのか、ただ面めん倒どうくさいだけなのか、衣い音おもカオルも目を合わせてくれない。




「……そんな、歴史があったんだ」




　ウチに助け舟ぶねを出したのは花だった。

　心の底から感心した様子の彼女は、「なるほど知らなかった」と何度も頷うなずきながら、持っていたスマホにメモをとり始める。

「え、なにこの人天然？」

　カオルはニヤニヤと花の行動を笑っているけど、ウチには彼女の行動の理由が分かっていた。

「……教えたらビックリするかもね、稲沢はなさん」

「え？」

　花は「どうして分かるんだ」という表情で、ウチのことを見つめてくる。エスパー八井田になれた気がして、ちょっとだけ気分が良い。

　そうか相手のことをよく見たり考えたりすればエスパーみたいに相手の気持ちを察することができるんだね。いっちゃんの事なら、なんとなくウチ分かるし……って、ことは、久保賀さんは、ウチのことよく見てたりするのかな。




「……はなちゃんが元に戻ったら、やりたい事リストを作ってるの」

　脳内妄もう想そうで暴走しまくっていたウチに、花は少し照れくさそうにスマホ画面を見せてくれた。そこには「マカロンの歴史を教える」「一いつ緒しよにプリクラを撮とる」「マカロンをお腹なかいっぱい食べる」「女子会をやる」に続いて「風を紹介する」と記されていた。

「へぇ」

　スマホ画面を眺ながめながら、ついつい顔がニヤけてしまった。自分の名前があった事もモチロン、こういう風に自分の内側をみせてくれた事がなんか嬉うれしかったんだよね。みんなでお菓子食べてくだらない話や真面目まじめな話をする、なんだか女子っぽくていい感じだ。花がやりたい女子会ってのも、きっとこんな感じなんだろう。

「もしかして馬ば鹿かにしてる？」

　ニヤニヤしているウチを怪あやしんで、花が眉み間けんにしわを寄せる。

「違ちがう違う……ほらウチ今携けい帯たい没ぼつ収しゆうされてるからさ、スマホが羨うらやましくて」

　本当の事を言うのが照れくさくて、ついくだらない噓うそをついてしまう。すると今まで明るくなっていた花の顔が、急に曇くもりだす。

「……はなちゃんも最初携帯を持っていないって私に話してた。結局全部ウソだったんだけどね」

　ウチは噓をついた事を後こう悔かいした。

　花が色々話してくれるの嬉しかったって、素直に言えば良いだけだったのに。どうしてこうやってくだらない噓をついてしまうんだろう。楽しかった花との時間も噓を撤てつ回かいするタイミングも失い、ウチは食べかけのマカロンを口の中へ放り込んだ。




　　　　☆★☆★




　音楽室に入ると、教室の一部分だけ蛍けい光こう灯とうが輝かがやいていた。

　蛍光灯は教室の隅すみに置かれたグランドピアノを照らしている。音楽室は学園祭で使われる事はなく、ブラスバンドの楽器置き場にされているので飾かざり付けもなく、いつもの教室と変わらない。壁かべに貼はられた音楽家の肖しよう像ぞう画がたちに見つめられる中、ウチらはピアノを取り囲んだ。




「きっと、これがヒントってことだよね？」

　ピアノをマジマジと眺めながら、衣い音おは首をかしげた。

「……どういう事なんだ」

　唸うなる関口の足の間をくぐって、ピアノの下に潜もぐりこんだカオルも「こっちも特に異常なし」と声をあげた。みんながピアノを調べる中、ウチは鍵けん盤ばんの前に立ち、譜ふ面めん台だいに置かれた楽譜を眺めていた。
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　楽譜に記されているのは、たった四音だけ。そんなヘンテコな楽譜と一緒に、ある音楽家の肖像画が置かれていた。

「チャールズ・アイヴズ」

　心の声が漏もれてしまい、みんながウチの顔を不思議そうに見つめてくる。

「それって、そのオッサンの名前？」

　衣い音おに尋たずねられて「そう」と、ウチは短く答える。そんなウチの顔を覗のぞき込むのは久保賀さんだ。

「へぇお嬢じようさん、もしかしてピアノ習ってたの？」

「……ちょっとだけ」

「え、ちょっとじゃないよ！」

　会話を終わらせようとするウチを遮さえぎって、いっちゃんが声をあげる。

「ふうちゃん、ずっとピアノ習ってたじゃない？」

「ずっとって……中二までだし」

　いっちゃんのフォローをウチは首をふって全否定する。

「でも、とっても上手だったよ？」

「全然だって……今でも音楽は好きだけど、ピアノは別に」

　歯切れ悪くブツブツと呟つぶやいてから、ウチは首にひっかけているヘッドホンの耳あて部分を両手で触さわる。奮発して買ったマーティンのヘッドホンも今日の大だい惨さん事じのせいで薄うす汚よごれて、ボロボロになってしまっていた。

　その時、花がウチらの顔を見回しながら口を開いた。

「この中で、ピアノ弾ひける人」

　手をあげる者は誰だれもいない。

「この中で一番ピアノに詳くわしいのは、風、あなたよ」

　花がウチの背中をそっと押す。一歩一歩、ウチの体は鍵盤へと近づいていく。

「残り時間は、あと二十分……あなたの助けが必要なの」

「でも、ウチさっきのゲームで失敗してるし」

「あとは前進するのみなんでしょ？」

　黙だまっているうちに念を押すように、花が「お願い」と囁ささやいてくる。自分が言った言葉を引用されちゃ、言い訳のしようがない。大きく溜息をついて、仕方なくウチは椅い子すをひき、鍵盤の前に腰こしをかけた。

　この二年間、ピアノと向き合うことを避さけてきた。

　いってしまえばウチにとってピアノはパンドラの箱。心の底の底に封ふう印いんした苦々しい記き憶おくなのである。

　別にドラマチックな過去があった訳じゃない。どこにでもある、ありふれた話だ。いっちゃんが言う通り、ウチはピアノが好きだった。




　幼おさな馴な染じみの彼女には何百回も自分の演奏を聴きかせたし、ピアノコンクールに応おう援えんに来てもらったこともある。けど、中学を過ぎたくらいかな……自分の実力に気付かされてきたんだよね。どんなに練習してもコンクールの上位に行けるわけでもない。かといってテレビでみた天才ピアニストみたいに一日八時間とか練習するほどのガッツもない。




　あ、ウチってピアノの才能ないんじゃん。




　そう実感した途と端たん、ウチは怖こわくなった。だってウチは他ほかの子と自分はちょっと違うって思ってたんだもん。フツーの子じゃなくて、ピアノがちょっとうまい女の子なんだって。

　でもさ、自分が一番得意だって思ってるもので才能なしってレッテル貼られちゃったら、めっちゃ虚むなしいじゃん。悲しすぎるじゃん。

　だったら特技なんていらない。

　フツーのやる気ない女の子でいい。

　そう思ったから、ウチはピアノをやめた。今でも音楽は大好きだし、スマホさえあれば一日中、このヘッドホンで好きな歌手の曲を聴きまくってる。今の自分に後悔はない、はずなのに……ピアノを見ると、心の奥底にある箱から「普ふ通つうはイヤだ」「ピアノを続けてれば良かったのに」なんて声が微かすかに聞こえてくるんだ。




「ちょっと、何ボ～ッとしてるのぉ？」

　衣い音おに体を揺ゆさぶられてハッとしたウチは「今、考えてるんだって」と毒づきながら楽譜に並ぶオタマジャクシ達を睨にらみつける。そこに書かれているのはドラファミ。

　当たり前だけど、この音だけじゃ曲にはならない。

「とりあえず、弾ひいてみたらどうかな？」

　いっちゃんに促うながされるまま、ウチは二年ぶりに鍵盤に指を置いた。ゆっくりと一音ずつ鍵盤に指を押し付ける。音楽室にポロロンとピアノの高音が響ひびく。久しぶりの感覚に体がゾワゾワッと震ふるえた。

「え、これってイントロクイズ？」

　カオルの冗じよう談だんをスルーして、今度は四音を同時に弾いてみる。でも結果は同じ。これのどこがヒントなのか、さっぱり見当もつかない。

「ドラファミ、ドラファミ……」

　花は何度も楽譜に書かれた音階を口にするが、どう入れ替かえたところで何か言葉にはなりそうにない。

　ふと子供の時にみた古い冒ぼう険けん映画を思い出した。

　あれは楽譜通りに弾かないと地面が崩くずれて落っこちちゃうみたいな展開だったな。ハラハラしながら、試ためしに違ちがう鍵けん盤ばんを押してみる。もちろん床ゆかは抜ぬけることはなく、特に変わったことはおこらない。

「やっぱり一個一個教室見ていったほうがいいんじゃな～い？」

　タイムリミットが刻々と近づき、衣い音おは段々と苛いら立だち始めたようだ。

「もう二十分を切ってる……探し当てるのは難しいだろう」

　そう関口に諭さとされても、衣い音おはまだ納なつ得とくがいっていないようだった。

「でも七人で手分けすればさぁ」

「バラバラで行動したら、隙すきをついて撃うち殺されるって」

　カオルにまで意見を否定されて、衣い音おはムッとして頰ほおを膨ふくらませた。眉み間けんにしわを寄せようと、不ふ貞て腐くされようと彼女は可愛かわいい。笑え顔がおは女の最高のアクセサリーなんていうけど、本当に可愛い人は何をしても可愛いっていう現実をつきつけられながら、ウチは何度も何度も鍵盤を叩たたいた。こういう時の三十分って本当にあっという間。衣い音おの言う通り、校舎をみてまわったほうが早いんじゃないかなってウチも思うよ。

「……なにか僕にできることはありますか？」

　焦あせるウチの背後から、久保賀さんがそっと囁いてくる。

「マッサージでもしましょうか、リラックスできますよ？」

「ははは、ありがと……でも遠えん慮りよしときます」

　久保賀さんに触られていたら、そっちに頭がいっちゃってリラックスどころか緊きん張ちようしちゃいそうだもんね。

「ねぇ、このチャールズ・アイヴズさんって有名な人なの？」

　ずり落ちる眼鏡めがねの位置を直しながら、いっちゃんはウチに尋たずねてくる。

「有名っちゃ有名だけど……バッハとかベートーベンみたいな知名度はないよ、割と最近の人だし」

　いっちゃんは「そっか」と少し残念そうな声をだす。

「この人が作った曲に何か関係があるんじゃないかなって思ったんだけど」

「あったとしても分かる自信ないかも」

　いっちゃんは三つあみをニギニギしながら必死にヒントをひねり出そうとしているようだ。放送室での時みたいに、ウチの役に立ってくれようとしてるんだろう。一方、花は壁かべに貼はられた音楽家の肖しよう像ぞう画がをボーッと眺ながめ続けている。

「ちょっと、そこのツインテールのお嬢じようさん？」

　ウチに呼ばれて、花がツインテールを揺らしながら振ふり返った。

「なに？」

「なにじゃなくて、アンタも一いつ緒しよに考えてよ」

　花はムッとしたように眉間にしわを作り「考えてるよ、ドラファミの意味を」と言葉を吐はき捨てた。

「意味？」

　ウチは半信半疑で彼女を見やった。本当は考えが浮うかばなくて音楽家たちの羊みたいなモコモコヘアーを眺めていただけなんじゃないの？　という疑念ビームを送り続けるが、花は全く動じない。

「そう、ドにはどんな意味があるかとか」

「ドの意味って……ドーナツのド的なこと？」

「それももう考えた。でも残念だけど文章にはならない」

　冗談を真面目まじめに返されるほど恥はずかしいことはないよね。

「ウチだって文章にならない事くらい分かってるっての！　ドーナツ・ラッパ・ファイト・みんなじゃ支し離り滅めつ裂れつすぎるし！」

「あぁサウンドオブミュージック！」

　いっちゃんが懐なつかしそうに頰を緩ゆるめた。

「中学の頃ころ、授業で観みたよね」

　彼女の言う通り、ドレミの歌はサウンドオブミュージックで歌われていた曲なんだろう。確信が持てないのはウチが授業中居い眠ねむりばっかりしていて映画の内容を全く把は握あくできないからだ。

「字幕でみると、ドレミの歌の歌詞が全然違ってて面おも白しろかったよね。ドは雌め鹿じかのドとか」

　リラックスさせようとしてくれているのか、いっちゃんは思い出話を続けてくれる。内容を全然覚えてないなんて口が裂さけても言えそうにないよ。

「まぁ日本の歌詞と海外の歌詞じゃ変わっちゃうよね」

　適当に話題を切り上げようとした時、

「……そのチャールズ・アイヴズって人はナニ人じんなの？」

　突とつ然ぜん、花が話に割り込んできた。

「……アメリカ人だけど？」

　ハッとしたウチは楽がく譜ふを持って、黒板へと走り出した。




　もしかしてチャールズ・アイヴズの肖像画が置いてあった意味ってそういう事なの？

　教室の時計を見ると、残された時間はあと八分。

　悩なやんでいる時間はあまりない。とにかくなんでも試さないと。




「どうしたどうした？」

　ウチの行動に気付いた衣い音お達が黒板に駆かけ寄ってくる。

「ヒント、なにか分かったのぉ？」

　衣い音おがキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせながら、ウチを見つめてくる。その瞳に映るウチはさっきよりはマシな表情をしていた。

「ドレミの表記はフランス式なの」

「フランス？」

　さっきマカロンの歴史について語っていた関口が、フランスという言葉に反応する。

「そう、日本式だとハニホヘトイロハ。アメリカ式の表記はアルファベット表記なんだよ」

「へぇ～知らなかった」

　カオルが両手をパチパチ叩きながら言葉を続ける。

「じゃあ、ドがＡでレがＢってこと？」

「いや、ドの音を最初に持ってくるのはフランス式だけなの……アメリカ式はラが最初の音になるから」

　ウチは黒板にドラファミと音おん譜ぷを書き、その下にアメリカ式でアルファベットを記き載さいしていく。




　ドはラから数えて３つ目の音だからＣ。

　ラは最初の音だからＡ。

　ファはラから数えて６つ目の音だからＦ。

　ミはラから数えて５つ目の音だからＥ。
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　花が黒板に書かれた言葉を、ゆっくりと声に出す。

「……カフェ？」

「それって、カフェテリアに、いるってことじゃない？」

　いっちゃんが眼鏡をずりさげたまま、ウチに飛びついている。興奮した様子の彼女は何度もウチの体を揺ゆらした。

「ふうちゃん、凄すごいよ！」

「いっちゃんと花のおかげだよ」

　まさかウチのピアノの経験が役にたつ日がくるなんて……。

　ウチは思っていた、ほんのちょっとだけピアノをやってきて良かったって。首につけたヘッドホンを撫なでながら、ウチは心の奥底にしまいこんでいた箱がプッカリと浮かんでくるのを感じていた。こんな風に考えられるようになるなんて、ピアノをやめた時の自分を思い出すと、おおげさだけど奇き跡せきみたいだ。




「さ、急ぎましょう。残り時間はあとわずかです」

　久保賀さんに促うながされるまま、ウチらは音楽室を飛び出した。




　　　　☆★☆★




　何時間か前も、こうやって校舎の中をグルグルと走り回っていた気がする。

　あの時より確実に体は疲つかれ果てているし、体中傷だらけだけど心は晴れやかで気分が良い。真っ暗な廊ろう下かにもすっかり慣れちゃった。先頭を走る花は疲れを知らないのか、スピードを落とすことなくグングンと走り続けている。

「あとどんくらいでカフェテリア～？」

　花の後ろを走る衣い音おが、パニエを激しく揺らしながらこちらを振り返り叫さけんだ。

「この先の廊ろう下か渡わたればすぐ！」

「ラクショーじゃん、ボクたちの勝ちだね！」

　カオルがピースサインを出すと、関口もそれにつられてピースをした。二人は横に並びピッタリと衣い音おの背後にくっついて走っている。

　衣い音おはお姫ひめ様さまみたいなのに足が速い。

　カオルはお人形みたいな顔をしているのに小こ悪あく魔まみたいに気分屋で危なっかしい。

　侍さむらい関口はマカロンが好きだしピースサインもしてくれる。結構お茶ちや目めな人みたいだ……人はみかけによらないってことかな？




「お嬢じようさん」

　久保賀さんがまた距きよ離り感かんがおかしい感じに、ウチの耳元に顔を近づけて囁ささやいてくる。

「お友達のいっちゃんさんの様子がおかしいみたいだけど」

「え？」

　久保賀さんに言われるがままウチは後ろを振ふり返る。

　疲れ切った様子の親友は足を動かすのもつらそうで、亀かめみたいに動きがノロノロだ。どんどんと彼女とウチらの距きよ離りが広がっていく。




「僕がお姫様だっこできればいいのですが……あいにくこんな腕うでなので」

　久保賀さんは三さん角かく巾きんに乗せた右みぎ腕うでを申し訳なさそうに見やっている。

　やっぱり彼は優やさしい。

　ウチのスピードに合わせて隣となりを走ってくれているし、いっちゃんにも気を遣つかってくれている。たとえ、これが『花の作り上げた人格』だとしてもウチは今の久保賀さんが好きだ。







　あ、好きってのは恋れん愛あいとかじゃなくて人間として、ね。

　ドキドキはメチャクチャしてるけど、この感情はまだグレーゾーンってことで。

「いつも、ありがとうね久保賀さん」

　目を細めて微笑ほほえむ彼に背を向けて、ウチはいっちゃんの元へと走った。

　ウチが来て安心したんだろうか、いっちゃんは「あ」と小さな声をあげた後、脚あしをもつれさせて、ベタンと廊下に貼はりつくようにその場に倒たおれた。

「いっちゃん!?」

　いっちゃんは足を抱かかえたまま「うんうん」と唸うなり続けている。

「いっちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「足、ひねっちゃったみたい」

　転んだ衝しよう撃げきで、いっちゃんの眼鏡めがねがふきとび、廊下の端はしに転がっている。俯うつむいたまま顔をあげようとしない彼女を抱えて起き上がらせようとするが、彼女が小さく悲鳴を上げる。

「……どうしたの？」

　そこに現れたのは先頭を走っていたはずの花だった。

　ウチらの異変に気付いて、こちらに戻もどってきてくれたみたい。

「いっちゃんの足が」

　そう告げると、花はウチの反対側にまわり、いっちゃんの腕をとった。

　二人がかりで、いっちゃんを運ぼうということらしい。彼女の考えを理解したウチは親友の腕を自分の肩かたにまわして、合図をするように花に目配せをした。




「せ～のっ！」




　一いつ瞬しゆん、いっちゃんの体が浮うかび上がったが、すぐに彼女は「痛いっ」と悲鳴をあげてその場に蹲うずくまってしまった。前を走る衣い音おたちから、どんどん距離が離はなれていく。

　残り時間は五分。




　いっちゃんをここに置いていくことは、もちろんできるけど、そんなことはしたくない。また彼女に寂さびしい思いをさせることは絶対したくないんだ。それに田篠は「あなた達全員で私を見つけ出せ」って言っていた。

「穀倉さんがいないから君たちの負けです」なんてこと、アイツなら言いかねない。

　苦しむいっちゃんから、そっと手を離して、ウチは立ちあがった。

「……衣い音お達に手伝ってもらおう」

「え？」と、いっちゃんが不安そうな声をあげる。

「すぐ戻るから、待っててね」

「やだ、いかないで！」

　涙なみだ声ごえの親友がこちらに手を伸のばしてくるが、その伸ばした手を、ウチは花の手と重ねる。

「花が一いつ緒しよにいるから大丈夫だって」

　いっちゃんはイヤダイヤダと首を横に振り続ける。その反応に花も「私が呼んでくるよ」

　と名乗り出てくれたが、

「アンタよりウチのが、人にお願いするの慣れてるからさ！」

　そう言って、ウチは衣い音お達のほうへと走り出した。

「待っていかないで、ふうちゃん!!」

　パニック状態のいっちゃんに「すぐ戻るから」と何度も言い、ウチは走った。

　黄金卵達は既すでにカフェテリアへと続く長い廊下に足を踏ふみ入れている。あと、ほんの数メートルだ。

「みんな、ちょっと待って!!」

　ウチは叫ぶが、立ち止まってくれたのは久保賀さんだけだ。

「いっちゃんが足を怪け我がしちゃったの、お願い手を貸して！」

「お嬢さんたち、お願いします！」

　久保賀さんも声をあげるが、衣い音お達は全く立ち止まってくれない。

　必死に長い廊ろう下かを進みながら「待ってってば！」と何度も叫さけんでいると、

「アンタら馬ば鹿かぁ？　あと残り時間三分もないんだよ!?」

「そうだよ怪我したのはボクたちのせいじゃないし」

　衣い音おとカオルが苛いら立だったように声を荒あらげたその時だった。




　ウィー……ガシャン……。




　天てん井じようから何やら怪あやしげな機械音が響ひびいた。

「なに、あれ？」

　天井にぶら下がっていたのは、機き関かん銃じゆうである。一定の間かん隔かくを置いて天井にびっしりと機関銃が並んでいる。

「……なんてこった」

　久保賀は舌打ちをして、左手でウチの腕を摑つかんだ。

「逃にげろ！」

「は？」

「みんな逃げるんだ！」

　久保賀が声を荒げたのとほぼ同時だった。




　ダダダダダダッ！

　機関銃が火花を散らし、ウチらに向かって乱射されたのは。

　久保賀さんは拳けん銃じゆうを取り出して、機関銃に向かって引き金を引く。彼は天井に並ぶ機関銃を次々と射しや撃げきし、破は壊かいしようとするが、左手一本ではコントロールをうまくとることができない。

「クソッ！」

　久保賀さんはそう罵ば声せいを発すると、ウチを抱だきかかえてその場に突つっ伏ぷした。




　ダダダダダッ！
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「ぎゃああ!!」

　再び轟とどろいた機関銃の音と共に黄金卵たちの悲鳴が聞こえてくる。

　ドサッドサッドサッと、三つの何かが床ゆかに倒たおれる音と共に、悲鳴は聞こえなくなった。

「……お嬢じようさん」

　息絶え絶えの久保賀さんがウチの耳元で囁ささやいた。彼の背中からは焦こげ臭くさいにおいがする。レーザー銃が彼の背中に何十発も撃うちこまれたのだ。レーザーが目をかすったらしく、まぶたはきつく閉じられており、骨折している右手は床に投げ出されている。信じられない激痛が彼の体を襲おそっているだろう。




　屋上に続いてまたしても、彼は盾たてになってウチを守ってくれたんだ。




「お嬢さん……このまま這はいつくばって、廊下から出るんだ」

「え？」

「身を低くしていれば、機関銃センサーは作動せず銃じゆう撃げきは届かない」

「でも……」

　こんな状態の久保賀さんを、ひとりで置いておけない。ウチを守る為ために、大おお怪け我がをした久保賀さんを。

「気にしないで……僕の使命は、君を守ること。こんな状態じゃもうお役ごめんだよ」

　久保賀さんは目をつぶったまま微笑ほほえむ。そしてゆっくりと左手に持っていた拳銃をこめかみに突きつけた。

「市位ハナさんを、よろしくね」

「駄だ目めッ！」

　ウチが叫ぶよりも早く、彼は自らのこめかみを撃ち抜ぬいていた。久保賀さんの体から生気が抜けていき、糸が切れた操り人形のように、ウチの体にしなだれかかる。




　え、今なにが起きたの？

　久保賀さんが、自分の頭を撃ち抜いた……ウチを助ける為に？







「……風」

　廊下の端はしには、いっちゃんを引きずるように抱きかかえる花の姿があった。

「風、早くこっちへ！」

　花はボロボロと涙なみだを流しながら、うちに向かって手を伸ばしてくる。

「久保賀、先生の……想おもいを無む駄だにしない、で」

　何度も言葉をつっかえながら話す花に導かれるように、ウチは久保賀さんの体の下から這いずりでた。彼の瞼まぶたに指をのせて、そっと目を閉じさせる。

「……バカ、なんでウチなんかの為に」

　投げ出された久保賀さんの左手に握にぎられた拳銃に、ウチは手を伸ばす。




　もうウチを守ってくれる人はいないんだ。

　ゆっくり久保賀さんの指から拳銃を外して、ウチはスカートの間につっこんだ。




　涙を拭ぬぐってウチは床に這いつくばりながら花の元へと進む。

　歩けば、ほんの数秒の場所を、倍の時間をかけてウチはナメクジみたいに前進していった。




　やっと花といっちゃんの待つ場所まで、たどり着いた時、




「クックック……」

　あのいまいましい喉のどを鳴らす音が廊下の反対側から響く。

　振ふり返り、カフェテリアを見やると、テーブルに座った田篠が吞のん気きに紅茶を飲んでいた。

「おやおや、一気に仲間が半分になってしまいましたね……」

「……卑ひ怯きよう者もの！」

　花は叫び、田篠に向かって、レーザー銃を乱射した。

　彼は自分のところまでレーザーが届かないことを知っているらしく、焦あせることなく紅茶を啜すすっている。

「卑怯……私がいつ卑怯な手を使いました？」

「廊下に機関銃をしかけたでしょ!?」

　ウチが叫ぶと、田篠は「はて？」と不思議そうに首をかしげた。

「敵に罠わなをしかけることがそんなにいけない事でしょうか……これは命をかけたゲームですよ？　互たがいに決めたルールさえ守っていれば卑怯とは言えないはず……それに」

　彼は何がそんなに可笑おかしいのか、喉を鳴らし続けながら前まえ髪がみをかきあげた。

「卑怯なのは、どっちでしょうね……穀倉伊月さん」






















「卑怯なのは、どっちでしょうね……穀倉伊月さん」




　え、どうしてここで、いっちゃんの名前がでてくる訳？

　田篠に話しかけられても、いっちゃんは俯うつむいたまま床ゆかにしゃがみ込んでいる。

　さっき眼鏡めがねを飛ばされてしまったせいで、彼女は今裸ら眼がんのままだ。いっちゃんが眼鏡をかけていない姿を久々に見た気がする。




　そんなどうでもいい事を考えながらウチは「いっちゃん」と、彼女に話しかけた。

　けど彼女は石像にでもなってしまったかのようにピクリとも体を動かさない。

　廊ろう下かに転がったままの衣い音おや久保賀さんのように機き関かん銃じゆうに撃うたれてしまったんじゃないかと心配になるくらいだ。

　無反応のいっちゃんに「やれやれ」と首を振り、田篠は腕うで時ど計けいを見やった。

「……さぁタイムリミットです、あなた方の負けですね」

「負け？」

　戸と惑まどうウチに「ええ」と頷うなずきながら、彼はカップに紅茶を注いでいる。

「あなた達はカフェテリアにたどり着けなかった、だからこのゲームは私の勝ちです」

「は？　なに言ってるの？」

　花はツインテールをさらりと撫なでてから、片かた眉まゆをつり上げて挑ちよう発はつ的てきに微笑ほほえんだ。




「ちゃんとアンタを見つけ出したでしょ……私たちの勝ちよ」




　田篠は眼鏡を指で押し上げながら「ほう」と嬉うれしそうな声をあげた。

「随ずい分ぶん口が達者になりましたね、市位さん」

「そりゃこれだけ外げ道どうな仕打ちにあってればね」

「……分かりました、ゲームを仕切り直しましょう。次こそが最後のゲームです」




　紅茶を飲み終えた田篠がゆっくりとテーブルから立ちあがる。

「用意を済ませたら、またお知らせします……それまで三人でゆっくり話しあうことですね」




　ゆっくりとカフェテリアの奥へと消えていく田篠を追い掛かけたかったが、機関銃に狙ねらわれていては、手の出しようがない。




　消えていく男を、指を咥くわえて見送る事しかできないもどかしさと久保賀さんや衣い音お達を失った悲しみで脳みそがオーバーヒートしそうだった。一体これからどうしたらいいんだろう、教えて欲しくて、ウチは花の方を見やった。




「え？」




　そこには信じられない光景が広がっていた。

　花が、いっちゃんにレーザー銃を向けていたのである。




「……全部、あなたのせいだったのね」

　いっちゃんを睨にらみつけている花は、今にも引き金を引きそうである。

「え、ちょっと何やってんの!?」

「あんたの親友が、私達を裏切ってたんだよ」

「はぁ??」




　花の言っている意味が全く分からない。

　なんで、いっちゃんがウチらを裏切る必要があるの？

　仲間が次々と殺されて疑ぎ心しん暗あん鬼きになっちゃってんのかな？




「変な言いがかりはやめて、銃をおろしてってば！」

「言いがかりかどうかは、その女に直接確かめなさいよ!!」

　花はいつになく興奮して声を荒あらげている。

　このままじゃ本当にいっちゃんが撃ち殺されちゃう。

　しゃがみ込んで固まっている親友の体を揺ゆさぶって「ねぇ、いっちゃんってば！」と、何度も声をかける。

「黙だまってないで、いっちゃんも否定してよ、なんか花が変な疑い持っちゃってるみたいだからさ、ねぇ聞いてる!?」

　しかし、いっちゃんは尚なおも無言のままだ。

　その顔は真っ青で、完全に血の気が引いてしまっている。

「……いっちゃん？」

　再度、彼女の名前を口にした時、いっちゃんは「うるさい！」と、叫さけんでウチの体をドンと突つき飛ばした。されるがまま尻しりもちをついたウチを残して彼女は走りだそうとする。




「ちょっと、待ってよ！」




　いっちゃんの身勝手なふるまいに苛いら立だちながら、ウチはできるだけ手を伸のばして、彼女の三つあみをムンズと摑つかんだ。

　逃にがしてたまるかと、綱つな引ひきみたいに彼女の髪かみの毛を引っ張る。

「きゃっ！」

　髪を摑まれて、いっちゃんが小さく悲鳴をあげる。

　ツルツルとなめらかな彼女の髪の毛は、ウチの手をすり抜ぬけていき、その弾はずみでヘアゴムが外れた。




　綱のように結ばれていた、いっちゃんの髪の毛が乱れながらバラバラと解けていく。

　尚も逃げようとする親友の足にしがみ付き、ウチは彼女の動きを封ふうじた。

　いっちゃんはバランスを崩くずして、再びバタンと床に倒たおれる。

　倒れるいっちゃんをそのままにウチは立ちあがり、膝ひざ小こ僧ぞうについた汚よごれを払はらった。

　無我夢中で親友を押し倒したけど、ウチの頭の中はグチャグチャである。




　いっちゃんが逃げたってことは、つまり……どういうこと？

　頭の中を埋うめていくクエスチョンマークは導きだされそうになる答えを必死に覆おおい隠かくそうとしているようだった。




「……やっぱり怪け我がしてなかったんだね、足」

　花は苦々しく顔を歪ゆがめて、いっちゃんに狙いを定めるように拳けん銃じゆうを構えている。

　彼女の言う通り、起き上がることさえできなかったはずなのに、いっちゃんはさっき平然と廊下を走りだそうとしていた。

「私達を騙だます為ために、怪我をしたフリをしてたんだね」

　花の全身から殺気が湯気のように湧わきあがっている。いつ引き金をひいてもおかしくない状態である。

「やめてよ、花！」

　ウチは咄とつ嗟さにいっちゃんと花の間に入りこんだ。

「ウチ全然状じよう況きようが吞のみこめてないんだけど!?」




　頭のクエスチョンマークが消えていき、ウチの中に疑念がフツフツ湧きあがってくるが、それでもウチは彼女を信じたい。きちんと話を聞きたい。だから久保賀さんみたいに親友の盾たてになって守ろうと思ったんだ。




「とにかく銃なんて構えるのやめて三人で話し合おう？」

「……話す事なんてないよ、風」

　花は銃を構え続けている。

「さっき田篠も言ってたでしょう、卑ひ怯きよう者ものはそこの女だって」

「女なんて言わないで、彼女の名前は穀倉伊月、ウチの大事な友達なんだから！」




「うるさい、うるさい、うるさい!!」

　今まで黙っていたいっちゃんが突とつ然ぜん吠ほえるように叫ぶ。

　その後の出来事は、一いつ瞬しゆんだった。

　いっちゃんはスカートのポケットに手を突っ込み、何かを取り出して、それを自分の喉のど元もとに向けた。




　それは小さな折り畳たたみナイフである。
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　刃は先さきをちょっとでも動かせば、そのままナイフが喉のどを切り裂さき、周囲は血の海になるだろう。いつからナイフなんて隠し持っていたのか。いっちゃんを刺し激げきしないように距きよ離りを置きながら、ウチは彼女にかける言葉を探した。けど、ウチの頭は真っ白で口をパクパクと動かすことしかできない。




　いっちゃんは三つあみが解けて、長い黒くろ髪かみが腰こし辺りまで波打っている。

　眼鏡めがねをしておらず、笑え顔がおもない。

　そんないっちゃんを蒼あお白じろい月明かりが照らし、彼女を更さらに妖よう艶えんに映し出している。

　そこにはウチが知っている親友の姿はどこにもない。




「……花さんの言う通りだよ」

　ウチより先に口を開いたのは、いっちゃんだった。

「は？」

「ふうちゃんや花さん達を、ずっと騙してたの」

「さっきから言ってる事が全然分かんないよ！」




　いっちゃんとウチのやりとりを、花は銃じゆうを構えたまま黙って見つめている。




「きっと話しても、ふうちゃんには分かんないよ」

　パニック状態のウチに、親友は冷ややかだ。

　出会って以来、こんな風にいっちゃんから突き放されたことがなかったウチは鼻の奥がツンと痛く熱くなるのを感じていた。

　泣きそうになるのを必死に堪こらえるのが精いっぱい。大好きな人に拒きよ絶ぜつされるのがこんなに辛つらいなんて知らなかったよ。




「……屋上で人ひと質じちになっている時、田篠から持ちかけられたの」

　いっちゃんは首にナイフを突きつけたまま、静かに語りだした。

「言う事を聞けば、伊月の願いを叶かなえてくれるって……だから田篠に協力したの」

「協力って？」

「……ふうちゃんをトラトラゲームで負けさせること」

「え？」

「『どちらに勝利の女め神がみが微笑ほほえむか……』田篠のその言葉を合図に、黄金卵さんにふうちゃんのポーズを教えたの……だから彼女は急にポーズを変えて、ゲームに勝てたんだよ」




　いきなりの告白に、グワングワンと視界が揺ゆらぐ。

　頭がズキズキと痛んで気を抜ぬいたら倒れてしまいそう。




　あの時、やっぱりウチは勝っていたんだ。

　じゃあ、いっちゃんがお団子女に答えを教えなかったら、古寺さんもやられることはなかったってこと？




　え、え、え？




　じゃあ、いっちゃんが田篠に協力しなければ、ウチと久保賀さんが屋上から飛び降りる事はなかった訳で、そしたら久保賀さんは腕うでを怪我することもなくて、そしたら彼があんな風にウチの盾になって犠ぎ牲せいになることもなかったわけで……そう、なにもかも今とは違ちがう結果が待っていたはず。




「……もっとガッカリさせてあげようか？」

　いっちゃんは波打つ黒髪をかきあげながら、口角をつり上げるような意地悪な笑みを浮うかべる。それは明らかにウチを傷つける事を楽しんでいる表情で、どこか田篠を彷ほう彿ふつとさせた。

「ふうちゃんが久保賀と逃にげた後、田篠は新しい提案を、伊月にしてきたの」

「……提案？」

「黄金卵たちを全員罠わなにはめる事ができたら、逃にげたふうちゃんの事を許してあげるって」




　罠に、はめる？




「田篠には、ふうちゃん達の計画がお見通しだったんだよ……他ほかの黄金卵たちに声をかけて一いつ致ち団結するって」




「……あなたは知っていたのね、田篠がカフェテリアにいるって事を」

　今まで黙だまっていた花が口を開いた。

　銃を構えたまま、肩かたを上下に揺らして息を荒あらげている。必死に怒いかりを押し込めているように声のトーンを抑おさえながら、彼女は言葉を続ける。

「私達にヒントを理解させて、うまいことカフェテリアに誘ゆう導どうして、皆みな殺ごろしにしようとしたのね」

「違う！」

　いっちゃんがボサボサの髪かみの毛を振ふり乱して叫さけんだ。

「罠にはめて捕つかまえるって、田篠は言ったの！　まさかあんな事になるなんて思ってなかった！」

　悲痛な叫び声が廊ろう下かに反はん響きようして、広がっていく。

「……こんなことになるなんて」




　ナイフを構えたままの彼女の瞳ひとみから、ボロボロと涙なみだがこぼれおちた。

　いっちゃんは泣き虫で弱虫で、涙なんて見慣れているはずなのに、それは今までの涙とは違っていて、悲痛さが凝ぎよう縮しゆくされていて、みているだけでウチは胸が押しつぶされそうだった。




「……そこまでして、あなたが叶えたかった願いってなんなの」




　花に尋たずねられても、いっちゃんは顔を歪ゆがめて首を横にふるだけだ。それでも尚なお、花は彼女に尋ね続ける。




「話してくれなきゃ分からない……あなたには私達に話す義務があるんだよ」

「もういいよ！」

　ウチは花の言葉を遮さえぎって、首にかけていたヘッドホンを頭につけた。




　もう何も聞きたくない。

　これ以上ウチの知らない親友の姿を見たくない。




　ヘッドホン越ごしに耳を両手で押さえて二人の会話をシャットアウトする。




　ウチの知ってるいっちゃんは優やさしくて天使みたいで、男の人が苦手で、いっつもウチの後ろにいるけど、ここぞって時にはいつも味方でいてくれて、フワフワしたおでんのハンペンみたいで、決して誰だれかを傷つけるような子じゃないもん。




　全身全ぜん霊れいをかけてウチは現実逃とう避ひをする。

　頭をからっぽにしようと必死に思考を停止させようとしていると、








「風！」









　ヘッドホン越しでも分かるくらい、大きな声がウチの耳を貫つらぬいた。








「ここで逃げたら、アンタとその子の溝は埋まらない……二度と元には戻れない、それでもいいの!?」









　下腹にズシンと響ひびく花の声。








「逃げるな、風！」









　彼女の言葉が臆おく病びようなウチの心に往復ビンタを食くらわせる。

　親友に銃じゆうを向ける花に、三人で話し合おうって言ったのはウチだったのに。都合のよい時だけ現実から目を逸そらすなんて、たしかに間ま違ちがってる。

　ウチの為ためにここまで声をはりあげてくれている花の存在が、純じゆん粋すいに頼たのもしく嬉うれしかった。




　恐おそる恐る顔をあげて、目の前に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす親友の瞳を真っ直ぐ見つめながら、ヘッドホンを外した。

「教えて、いっちゃんが叶かなえたかったこと」

　いっちゃんは観念したように涙を拭ぬぐい、ボサボサの髪の毛を手て櫛ぐしで整えながら、カサカサになった唇くちびるを微かすかに動かした。




「……伊月ね、引っ越こしするんだ」




『引っ越し』という予想していなかったワードが飛び出して、ウチはリアクションを上手にとることができなかった。

「引っ越しって、ウチ聞いてないよ」

「ごめんね、今まで黙ってて……」

　月明かりに包まれているいっちゃんの声は震ふるえている。

「……どこに引っ越すの？」

「シンガポール」

　か、海外!?

　これまた全く予想しなかった答えにウチはどうリアクションを取っていいか分からない。今まで家から歩いて五分で会えていた親友と、これからは何時間も飛行機を乗らなきゃ会うことができなくなるなんて、すぐに受け入れられるはずがない。

「どうしても言いだせなかったの、だって伊月自身が受け入れられてないんだもん。ふうちゃんと離はなれ離ばなれになるなんて、今まで考えたこと一度もなかったからさ」

　ウチだってそうだよ、いっちゃん。

　離れ離れになるなんて考えもしなかった。

　もちろん子供じゃないから、いつかは一いつ緒しよにいられなくなる日が来ることは分かっていたけど、でも、それはもっと大人になってからの話だと思っていたよ。

　少なくとも高校生活三年間は、いっちゃんとウチはずっと一緒なんだって勝手に決め付けていた。




「だから田篠に願いを叶えてあげるとそそのかされた時、すぐその提案に飛びついたんだ……これで引っ越しをしないで済む、ずっとずっとふうちゃんの傍そばにいることができるんだって」




　じゃあ、いっちゃんが叶えたかった事って……ウチと一緒にいたいって事だったの？

　ウチの為に、田篠に魂たましいを売ったってことなの？




「伊月はね、ずっとふうちゃんを独り占じめしたかったんだ。中学の頃ころ、ピアノを辞やめてくれた時は本当に嬉しかった……沢たく山さんの女子グループで行動しなきゃいけない時は、ふうちゃんが嫌きらわれるように周りを仕向けたり」




　いっちゃんは、どこかふっきれた晴れ晴れとした表情で喋しやべり続ける。




「覚えてる？　スマホのゲームを最初に勧すすめたのも伊月なんだよ。ふうちゃんが夢中になるの分かってたから……そしたらスマホを取り上げられてクラスの子と仲良くならずにすむからって……結構伊月って腹黒いでしょ？」




　ウチは何も言わず黙だまって、彼女の話に耳を傾かたむけていた。




「怖こわかった、ふうちゃんに伊月より大事な友達やものが増えて、伊月の知らないふうちゃんになっていくのが……伊月にはふうちゃん以上の友達なんて絶対できないけど、ふうちゃんは簡単に友達作れちゃうもん」




「そんなことないよ」と首を横に振ふるも、いっちゃんはウチと視線を合わせようとせず一人芝しば居いのように淡たん々たんと口を動かした。

「そんなことあるよ、だってあっという間に仲良くなっちゃったじゃない、花さんと。久保賀とも良い感じだったし」




　久保賀さんの名前を口にするいっちゃんの顔は歪ゆがみきって悪あく魔まのようだった。

　ウチが彼にキュンキュンしている時、彼女はドロドロとした真っ黒い感情を胸の中に溜ためこんでいたのかと思うと、いたたまれない気持ちになる。きっとこんな風に、ウチは無意識のうちに誰だれかを傷つけて苦しめているんだろうなって思う。




「他ほかの黄金卵さんとも、なんだかんだ打ち解けてた……そんなふうちゃんを目まの当たりにして、伊月ずっとずっと嫉しつ妬としてた、みんな死んじゃえばいいのにって、本当に思ってた。いっそのこと、ふうちゃんの頭をレーザー銃で撃うち抜ぬいて、伊月の言う事を聞いてくれるようにしちゃおうかって」




　いっちゃんはいつもの少し困ったような表情を浮うかべて、ウチに微笑ほほえみかける。




「……どう、伊月のこと嫌いになったでしょ？」

「そんな訳ないでしょ？」

「噓うそ、気持ち悪い奴やつだって思ってる癖くせに……」




　気持ち悪い、とは思わない……でも彼女の事を怖いって思っているのは確かだった。




　いっちゃんは「フフフフ」と、おかしな笑い声をあげながら、手に持っていたナイフを持ち直して、首元にそっと突つきつける。ナイフの先っぽが薄うす皮かわを僅わずかに切り裂さき、血が細い赤い糸のように流れていった。




「もしこのゲームに生き残ったとしても、伊月とふうちゃんはバラバラになる。

　住んでいる街も、学校も、心も……そしたら伊月は完全壊こわれちゃう、おかしくなっちゃうよ」

「そんな事ない、どこにいようが、ウチといっちゃんはずっと友達だよ！」

　必死に訴うつたえるも、ウチの声は彼女には全く届いていないようだった。

「ふうちゃんを裏切った伊月には、もう友達を続ける資格なんてないんだよ……」

　ごめんなさい、と呟つぶやき、いっちゃんが瞳ひとみを閉じる。彼女がナイフを喉のど元もとに突き刺さそうと両手に力を込めた。




　バシュッバシュッ！




　銃じゆう声せいに合わせて、いっちゃんのナイフが宙を舞まった。カツンと刃は先さきが床ゆかにぶつかり、そのままナイフは床の上をクルクルと滑すべっていく。

　いっちゃんは悲鳴をあげて傷口をおさえつけるように右手を胸に抱だきかかえている。




　レーザー銃じゆうで、彼女の右手を撃ち抜いたのはウチだ。

　まともにレーザー銃を撃つのは初めてだったけど、なんとか彼女からナイフを遠ざけることができた。




「この馬ば鹿かいっちゃん！」




　ウチは、いっちゃんの両りよう頰ほおを思いきりつねりあげた。

「友達の資格がないとか、勝手にきめつけてんじゃないよ！」

　両頰をつねられて、いっちゃんは不ふ明めい瞭りような言葉を発し続けているが、ウチは気にせず喋り続けた。




「正直、今はいっちゃんの事信じられないし許せないよ。あんなクソ田篠の言う事を聞いて、そのせいで沢山の人達を失ったんだから……でも、だからって死ぬとか、それこそ卑ひ怯きようじゃん！」




　いっちゃんのほっぺを解放してから、ウチは止とどめのデコピンを食くらわせる。




「本当にウチのこと大事な友達と思ってるなら、死ぬとかラクな道選ばないで、仲直りできるように頑がん張ばってよ！」




「……ふうひゃん」

　頰っぺたをつねられていたせいか、彼女は舌ったらずな感じで、ウチの名前を呼んだ。

「伊月のこと、許してくれようとしてるの？」

「……その努力は、するつもり」
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　それが、素す直なおに自分の気持ちを話してくれた親友への礼れい儀ぎ。

　逃にげないで彼女と向き合ったウチなりの答えである。




「どうして伊月に、そんな優やさしくしてくれるの？」

「たった一人の親友だもん」

「……まだ伊月のこと親友って呼んでくれるの？」

「仕方ないじゃん、それが親友ってもんなんだから」




　いっちゃんが言葉にならない嗚お咽えつを漏もらしながら、両手で顔を覆おおう。

　そこにいるのは、ウチが昔からよく知っている泣き虫で弱虫のいっちゃんだった。




「これでいいよね、花」

　ウチらのやりとりをじっと眺ながめていた花を見やる。

「……アナタがそれでいいのなら」

　彼女は仕方ないという風に、ゆっくりと銃をおろした。

　ずっと銃を構えてつかれたんだろう。腕をブラブラと動かしてから、彼女はガンホルダーに銃をしまった。深く溜息をつき、ツインテールを触さわる花はどこか不満げな表情をしている。




「ウチはね、田篠なんかの思い通りになりたくないんだ」




　花に話すと言うよりは、自分に言い聞かせるようにウチは口を動かす。




「小さい頃ころから紡つむいできた『いっちゃんとの絆きずな』を、たった一日揺ゆさぶられたくらいで壊してたまるもんかって……花だってそうでしょ、アイツなんかに稲沢はなさんとの絆を壊されてたまるかって思ってるんでしょ？」




　花は意外そうに目を丸くしている。

　ウチの問いかけへの答えはＹＥＳで間ま違ちがいなさそうだ。




　花はツインテールを撫なでてから、泣きじゃくって嗚咽しているいっちゃんに、そっとハンカチを差し出した。

　いっちゃんはビクッと体を震ふるわせながら、かすれた声で「ありがとう」と呟き、それを受け取り涙なみだを拭ぬぐった。きっと花は、ウチの代わりをしてくれようとしてるんだと思う。




　許したいけど、許せない……。




　そんなウチの気持ちを、彼女は分かってくれているんだ。

　花も稲沢はなさんに一度は裏切られた事があるから。

　それを乗り越こえて彼女は、稲沢さんを救おうと、こうやって戦ってるんだ。




　……時が経たてば、ウチも彼女のように、いっちゃんを想おもえるようになるのかな。




　どんな理由があったとしても、いっちゃんのした事は決して許される事じゃない。

　でも、一番許せないのはいっちゃんの弱みに付け込み、彼女を操あやつって傷つけた田篠の存在だ。




　アイツは意味の分からないゲームに大勢の人間を巻き込んだ。

　大勢の人々を傷つけ、黄金卵たちを簡単に切り捨てた。

　花とウチから大切な友人たちを奪うばった。

　ウチといっちゃんの絆にヒビをいれた。

　たとえ彼自身もゲームの被ひ害がい者しやだとしても、ウチは田篠を許せない。

　彼への憎にくしみが、ムクムクと大きく広がっていく。











「さっさとかかってこいよ、田篠！」









　ウチは誰だれもいないカフェテリアに向かって、声を張り上げた。

　いっちゃんと花は、そんなウチをポカンとした顔で見つめている。ウチの行動がまったく理解できないんだろう。

　そりゃそうだ、ウチだってなんで今叫さけんでいるのかよく分かっていない。ただ本能に従って、叫びたかったから大声をあげてみただけなんだ。








「絶対三人で、ここから脱出してやる！　久保賀さんや古寺さん、黄金卵たち、ゲームに巻き込まれた全ての人たちの仇をとってやる！」









　大声で叫んだおかげで、モヤモヤとした気持ちが晴れていく。

　こういう時は、自分の単純な脳みそに感謝だ。




　昨日まで、全く想像していなかった今がここにある。

　絶望で塗ぬりつぶされた現実が、目の前に広がっている。

　心は何十回も折れて複雑骨折状態だし、もう全部を諦あきらめて逃げ出してしまいたい。

　でも、それじゃ田篠の思うつぼだ。




　ウチは決めた、もう絶対諦めない。




　このどうしようもない絶望から、どうにかして抜ぬけ出してみせる。

　どうしようもない現実を切り抜けて、最後に笑ってやる。

　すぅと息を吸い込み、ウチは姿がみえない敵に向かって、最後の啖たん呵かを切った。








「アンタに勝って、明日のさざなみ祭、思う存分楽しんでやるよ！」
























「みなさん、とってもお利口さんですね」




　田篠の声が薄うす暗ぐらい教室に響ひびき渡わたる。

　彼が最後の戦いの場所に選んだのは、ウチといっちゃんの教室だった。

　廊ろう下かに向かって、ウチが叫びおえた後、すぐに田篠から放送で呼び出しが掛かかったのだ。




「逃にげも隠かくれもせず、時間どおりに集合してくれて私は嬉うれしいです」

　田篠は素す直なおに呼び出しに応じたウチらを褒ほめているようである。

　時計の針は、彼が指定した四時を指し示していた。

　四時というと朝と呼べるか夜と呼べるか微び妙みような時間帯である。きっと田篠は夜明け前に、この勝負にケリをつけたいんだろう。




「きちんとお願いを聞いて銃じゆうを捨ててくれたのも助かりました」




　そう言って、彼は白しろ手て袋ぶくろに覆おおわれた両手を何度も叩たたき、こちらに拍はく手しゆを送り続けている。

　奴の言う通り、ウチらは奴やつの命令に従い、持っていた拳けん銃じゆうを床ゆかに放っていた。

「互たがいに無む駄だな争いはやめましょう」と、田篠がガンホルダーから銃を投げて丸まる腰ごしになったからである。

　素直に武器を捨てたウチらの勇気をたたえて彼は拍手をしているらしいのだが、正直なところ小こ馬ば鹿かにされているような気しかしない。

　田篠が発する言葉を目で見ることができるならば、その語ご尾びには（笑）という文字が浮うかんでいることだろう。




「……ここまで来て逃げるわけないじゃん！」

　ウチは拍手を遮さえぎるように声をあげた。

　緊きん張ちようからなのか怒いかりからなのか……いっちゃんと花はさっきから黙だまったまま田篠を睨にらみつけている。そんな二人を代弁してウチは言葉を続ける。

「正々堂々アンタを倒たおして、ここから逃げ出してやるんだから」

　ウチの宣言をうけて田篠は「おお」と喜んだ声をあげて、喉のどの奥を鳴らした。




「さすがですね、八井田風さん……あなたの無駄なポジティブさは周囲に勇気を与あたえますよ」




　褒められるのが大好きなウチでも、こんな状じよう況きようでいくら褒められても嬉しくもなんともない。でも、ここで挑ちよう発はつにのったら田篠を喜ばせるだけ。怒りを収める為ために、ウチは奴から目を逸そらして教室をグルリと見回した。




　……全部はこの教室から始まったんだよね。

　この場所でガムクチャ女とロシアンルーレットをしたのが何年も前の出来事のように思える。

　星が沢たく山さんついたクリスマス仕様の緑色のモール横にぶらさがる赤あか提ちよう灯ちん。

　風船で作られた不格好なピンクのプードル。

　黒板には盛大に落書きされた「友情永久不ふ滅めつ」とか「女子高生最強」といった馬ば鹿か丸まる出だしの文字たち。

　どれもこれも何も変わっていないはずなのに、たまらなく愛いとしいものに思えてくるのが不思議だ。




　あ～やだやだ！

　目の前にあるなんの変へん哲てつもないフツーの風景に、いちいち感動したり心を動かされるなんてまっぴらごめんだよ。そういうのって人生を達観しちゃったおじいさんおばあさんがするもんでしょ？　ウチはまだ16歳。自分でいうのもなんだけど華はなの女子高生なんだから。なんとしても三人でここから抜ぬけ出して、フツーの毎日を取り戻もどすんだ。




「……ゲームを始める前に、一個約束して」

　教室を一周眺ながめ終えたウチは、覚かく悟ごを決めて田篠と視線を合わせる。彼はさきほどと同じ体勢でウチを見つめ続けていた。

「約束……なんでしょうか？」

　前まえ髪がみをかきあげる田篠の瞳ひとみに、真しん剣けんな顔をしたウチの顔が映し出されている。

　ヤツの目の中にいる自分を睨みつけながらウチは言った。

「ウチらがゲームに勝ったら……稲沢はなさんや、このゲームの犠ぎ牲せいになった人達を全員もとに戻すって」

「もとに戻す？」

「言ったでしょ、勝ち残った人間の願いをなんでも叶かなえてくれるって」

　予想外の言葉だったのか、花が驚おどろいた表情を浮かべながら小さく「風」と、ウチの名前を呼んだ。花の顔がなんだかおかしくて、ついつい口元が緩ゆるんでしまう。

「そんな驚かなくてもいいじゃん」

　この願いを叶える為に、花が今までどんな辛つらい思いをしてきたか想像がつかない。彼女と出会って半日しか経たっていないから、まだ彼女の性格もそこまで把は握あくしきれていない。でも、ウチは彼女の為にしてあげられる事はなんでもしてあげたいなって思っている。隣となりにいるいっちゃんだって同じ気持ちのはずだよ。

　花には敵かなわないけれど、ウチらだってゲームの悲ひ惨さんさを目まの当たりにしてきたんだ。黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームの犠牲になった腐くさった卵さんたちを助けたい。そう思うのはごくごく自然なことだと思うんだけどな？




　だが次の瞬しゆん間かん、全く想定外の出来事が起こった。




「……フ、フフフ」

　田篠の口から声が漏もれ始め、やがて彼は声をあげて笑いだしたのだ。




　え、何この反応。

　今の流れのなかに笑う箇か所しよなんてどこにもなかったじゃん？




「ちょっと!?　笑うのやめなさいよ！」

　お腹なかを抱かかえて苦しそうに息をしている田篠に向かい、ウチは何度も怒ど鳴なり続ける。

　だが彼は一向に笑うのをやめようとしない。

「笑うなってば！」

「ハハハ、ごめんなさい。あなた達が随ずい分ぶんおめでたい頭の持ち主なので、つい」




　おめでたい？　さっきから馬ば鹿かにしてんの？

　馬鹿にされるのはスポ女だから慣れてるけど、この状況では、さすがにカチンとくるんですけど？

「だから、なにがそんなにおかしいのさ!?」

　イライラしているウチに問いただされても田篠はしばらく笑い転げていた。

　無言のままヤツを睨みつけること約三分。

「ごめんなさい、いま説明します」と、笑いを必死にこらえながら、田篠は、ゆっくりと唇くちびるを動かして言った。










「だって……願いなんて、叶えられる訳ないじゃないですか」







　……こいつヘラヘラしながら何を言ってるの？

　願いを叶えられる訳ないって……え、ちょっとなに言ってるか分からないんですけど？




　田篠が話している言葉が意味不明すぎて、ウチは頭がこんがらがりっぱなしだった。

　隣にいる花もいっちゃんもウチと同じ状況なのか、瞬まばたきをするのも忘れて、その場でフリーズしてしまっている。




「私を七つのボールが大好きなドラゴンか、ランプの魔ま人じんか何かと勘かん違ちがいしているんじゃないですか？」

　田篠は目じりに涙なみだを浮うかべて笑い続けている。

「アンタが言ったんでしょ、何でも願いを叶えるって！」

「そんな幼よう稚ち園えん児じでも信じないような馬ば鹿か馬鹿しい話を、あなたたち信じたんですか？　今どきの女子高生というのは、呆あきれるほどお馬鹿さんですね」

　涙を拭ぬぐいながら田篠はゴキブリかナメクジでも見るような目を向けて、心の底からウチらを蔑さげすんでいる。

　自分の言った事に責任を持たず、人を小馬鹿にするアンタはゴキブリ以下。

　心の底から、ののしってやりたいけど、ショックが大きくて口がうまく動かない。硬こう直ちよくする体を奮い立たせ、ウチは真っ先に頭に浮かんだ質問を彼にぶつけた。




「……じゃあ、どうしてそんな噓うそをウチらに？」

「決まってるじゃないですか、市位ハナさんにやる気になってもらう為ためですよ」

　フルネームで名指しされて、花はピクリと反応するも唇を嚙かみしめて黙だまりこくっている。唯ゆい一いつの希望が絶たれて呆ぼう然ぜんとする彼女の表情は、必死に涙を堪こらえているようにもみえた。

「放送室で説明しましたよね……高度育成プロジェクトは失敗に終わったと……私に課せられた任務は黄金卵たちを集めて、余計な行動を取る前に処分すること」

　田篠は悪びれる様子もなく、黒板の周りに飾かざられたモールを突つっつきながら花に語りかけ続ける。

「ですが市位さんの場合は時すでに遅おそしというやつでした。このプロジェクトの失敗例になってくれたわけですね。彼女は古寺先生と久保賀先生を引き連れて暴れまわり、非常にタチが悪く、なかなか捕つかまえられない……そんな彼女を確実に仕留める為に、このような手段をとったのです」

「……最低」

　いっちゃんが漏らした言葉に田篠は平然と答える。

「最低？　そうでしょうか、本来ならば黄金卵全員が処分されなくてはならないところをこうやって生き残る機会を与あたえているのです。むしろ私に遊び心があってよかったと思っていただきたい、感謝されてもいいほどだと思いますけどね……」




　ウチらが命がけで戦ってきた、あの時間は、田篠にとっては遊びに過ぎない。

　改めて突きつけられた真実に胸が苦しくなる。嫌いやな汗あせが滲にじみ、まゆ毛の上の前まえ髪がみがベッタリとおでこに貼はりついた。




「……偉えらそうにしてるけど、アンタだってこのゲームの被ひ害がい者しやじゃない」

　今まで黙っていた花が、唸うなり声をあげた。




「分かってるの？……アンタが作った『地じ獄ごく型人間動物園』とかいうゲームを、アンタの父親が教育プロジェクトに利用しているだけなんだよ？　黄金卵の就ジヨブ職ハンテ活イング動ゲームに負けて腐った卵になった他ほかの子達と変わらないんだから」




　花は怒いかりを押しこめるように目をつぶる。

　気持ちを整理するように、自分に言い聞かせるように、彼女は言葉を続けた。

「私はアナタが死ぬほど憎にくい……けど、本当はアナタも助けたい。だって田篠珠じゆ雲うんは、はなちゃんのお兄さんなんだから」

　花の言葉を聞いても、田篠が心動かされた様子は全くない。前髪をかきあげながら彼はつまらなそうに溜ため息いきをついた。




「……この私が被害者、腐くさった卵だって？」

　田篠は「やれやれ」と首を横に振ふりながら言った。

「たしかに私は一度父に逆らい、頭に銃じゆう撃げきを受けました……ですが、それは何年も前の話。今ではすっかり前頭葉の呪じゆ縛ばくから解き放たれていますよ」

「前頭葉の呪縛？」

「いちいちワードを繰くり返さなくて結構ですよ、八井田風さん」

　彼は素す早ばやくウチにダメだしをして、出来の悪い生徒に勉強を教えているような粘ねん着ちやく質しつでのんびりとした口調で喋しやべり続ける。

「……いいですか、たしかにあのレーザー銃で脳のう漿しようを撃ち抜ぬかれた者は思考を失い、黄金卵の言う事に従う人形と化します……ですが、それは永久に続く訳ではない」




　永久に続かない……つまり元に戻もどるってこと？

　田篠の放つ言葉を一個一個ゆっくり嚙み砕くだいて、理解したいけど、そんな時間が与えられるはずもなく、ウチは必死に彼の話に耳を傾かたむけることしかできない。




「私はご覧の通り、自分の意志で動き、自分の意志であなた達と向き合っていますよ。

　この呪縛から解き放たれたいと思う強い意志……言ってしまえばリハビリを続けていれば、少しずつ脳の機能は回復するのです」




　彼は右手で拳けん銃じゆうの形を作り『バン』と撃うつジェスチャーをする。

　いちいち行動が鼻につく奴やつだ。




「知っていますか、脳を半分摘てき出しゆつしても元気に生きている少女の話を……脳は失われた機能を取り戻そうと常に成長を続ける器官なのですよ」

「そんなはずない!!」

　花は悲鳴に近い叫さけび声をあげて、田篠の言葉を否定した。

「……そんな、そんな普ふ通つうの事で元に戻るなんて信じられる訳ないじゃない！」

　田篠は彼女を落ちつかせるように静かに囁ささやき続ける。転んで膝ひざ小こ僧ぞうを怪け我がした少女をヨシヨシと慰なぐさめるように、優やさしくゆっくりと。




「よく思いだしてみてください……屋上での古寺先生の言動を。彼は命令に背そむいて、あなたを助けましたよ。あなたを助けたいという強い意志が、彼の脳を覚かく醒せいさせたのでしょうね。古寺先生は教師の鑑かがみですね」

　花は田篠の言葉から逃にげるように、両手で耳を塞ふさいでツインテールを揺ゆらしながら「噓よ、噓よ」と、首を横に動かし続ける。




「そんなはずない……気持ち次し第だいでどうこうなる問題なら、とっくに皆みなは……はなちゃんは元に戻ってるはずじゃない!?」

「それは稲沢はなさんが元に戻りたくないからではないですか？」




　彼女が必死に絞しぼり出した言い分をすぐさま田篠は切り捨てる。




「あなたを裏切り騙だまそうとしたことが後ろめたいとか理由は色々思い当たりますよね？」

　そんな風に言われてしまっては花だって返す言葉がない。

　真実を受け止められず苦しむ花に止とどめを刺さすように田篠は声を張り上げた。




「結局、みんな誰だれかに人生の選せん択たくをしてほしいんですよ、命令されて流されて生きることが楽で居い心地ごこちが良いんです……だからみな洗脳を解こうなどと微み塵じんも考えずに腐った卵になりさがっているのです!!」




　初めて会った時のように、花の体から殺気が湯気のようにユラユラと上がっていくのを、ウチは肌はだで感じていた。

　黄金卵の就職活動に巻き込まれて以来、彼女が全すべてを捧ささげて行ってきたことが、今この瞬しゆん間かん、全て否定されたのだ。この真実を、もっと早く知っていれば失わなくて済んだ仲間が沢たく山さんいたはずなのだ。自分の行動が無意味だったと思い知らされることほど苦しいことはない。

「……アンタの意志が正常に戻ったのは、いつな訳？」

　花の問いに、田篠は平然と答える。

「そうですね、三年以上は前ですかね」

「……私が黄金卵の就職活動に参加した時には」

「はい、もちろんキチンと自分の意志で行動していましたよ？」

「……じゃあ、はなちゃんの頭を撃ち抜いた時も」

「あなたのご想像通りです」




　ニッコリと田篠が微笑ほほえんだのと、ほぼ同時だった。屋上の時みたいに、花が彼に飛び掛かかったのは。

「平気な顔して、実の妹の、頭を、撃ち抜いたっていうの!?」

　花は田篠を押し倒たおし、何度も何度も彼の頰ほおを叩たたいた。だが彼は表情ひとつ変えず、彼女の攻こう撃げきを受け止めている。

「あんたのせいで、あんたの為ために、はなちゃんは[image: ]」

　何十回、花がビンタを浴びせた後だったろうか。

「……覚えていますか、市位ハナさん」

　されるがままになっていた田篠が突とつ然ぜん、花の右手をむんずと摑つかみ、ひねりあげた。この瞬間を待ちかまえていたように彼の目はギラギラと輝かがやいている。

「花を放せ！」

　悲鳴をあげる花を助けようと、ウチといっちゃんが田篠に飛び掛かる。が、彼はいとも簡単に、ウチらを払はらいのけた。

　これが大人の男の人の力なのか……。

　力任せに押し飛ばされたウチといっちゃんの体は、勢いよく床ゆかに叩きつけられた。机がなぎ倒されてガタンと音を立てる。




「花いちもんめの時、私が城じよう野のモクハさんに言った言葉ですよ、覚えていませんか？」

　そう問われても、右手をひねられている花が言葉を返せるはずはない。それが分かっていながらも質問を続けているのは、奴が外げ道どうだからだろう。

「ほらあれですよ、私に歯向かおうとしてくる人間に対して、その勇気に応こたえ報むくいる為に同じ手段で対処をさせていただいていると」

　田篠は、そう言いながら花の両頰を叩いた。さきほどの花を真似まねるように何度も何度もビンタを食くらわせている。白しろ手て袋ぶくろがビンタの音を吸収しているせいで教室はやけに静かだった。その静けさが恐きよう怖ふを際きわ立だたせて、田篠の恐おそろしさを演出している。




「暴力には暴力を、ですよ。忘れてしまいましたか？」




　花は体をくねらせて田篠の攻撃をよけようと抵てい抗こうしていたが、右手の自由を奪うばわれているので、結局されるがままにならざるを得ない。花の事を何度殴なぐろうとも田篠の表情は一いつ切さい変化せず、女に手をあげる事をどうも思っていないようだった。




　どうにかして花を助けたいのに、怖こわくて、うまく体が動かない。

　震ふるえる膝ひざを叩きながら、必死に田篠に近づいていくも、奴に飛び掛かることができないのだ。

「下手へたに動かない方がいいと思いますよ、市位さんの苦しみが長引くだけです」

　ウチの心を見み透すかした田篠はビンタの手を止めると、床に転がっているレーザー銃じゆうを手に取った。

「ちょっと、何する気!?」

　青ざめるウチの顔が面おも白しろいのか、田篠はやっと表情を緩ゆるめて、クックックと喉のどの奥を鳴らした。

「何って……やられた事をやりかえすだけですよ」

　そう言ってから、彼は躊ちゆう躇ちよなく花の右手を撃うち抜ぬいた。

「！！！！」

　言葉にならない悲鳴をあげる花を、田篠はポイとゴミを捨てるかのように解放する。

　ベタンと床に倒れる花を鼻で笑ってから、彼はレーザー銃を教きよう卓たくの上に置いた。

「安心してください、やられた分はやりかえしました……もう彼女に暴力はふるいませんよ」

　なにが安心してくださいだよ、こんだけ花を痛めつけておいて！

　田篠への怒いかりがどんどんと膨ふくれ上がっていくのを感じながら、ウチは花に駆かけ寄った。

「花、しっかりして！」

　花の頰は赤く腫はれあがり、右手の甲こうには血が滲にじんでいる。グッタリとして呼吸するのもつらそうな彼女の体は、使い古された雑ぞう巾きんみたいにボロボロだ。




「花ごめん、ウチなんもできなくて、本当にごめん」

「落ちついて……ここからが本番よ」

　今一番苦しいのは花のはずなのに……パニック状態のウチを落ち着かせようと、彼女は無理に微笑んでくれる。

　この状じよう況きようでも、彼女に気を遣つかわせてしまう自分のキャパの狭せまさが情けなくて情けなくてたまらない。

「……ゲームに勝って、ここから逃にげ出すんでしょ？」

　こんな状態になっても花は田篠との勝負を忘れていないようだった。戦意喪そう失しつしかけているウチとは芯しんの強さが違ちがうらしい。

「ここから逃がすって約束を、あいつが守るか分からないじゃん！」

　ウチの言葉に田篠は不服そうに肩かたをすぼめる。

「失礼ですね、そこまで卑ひ怯きような男じゃありませんよ」

　眼鏡めがねのフレームを指で押し上げながら、田篠はそう言ったけど、アイツはいっちゃんを騙だまして久保賀さんや衣い音お達を機き関かん銃じゆうで撃ち倒した男だ。そんな奴やつの言葉を信じろというほうが無理があると思うんだけど!?




「……疑うたぐり深いですね、八井田さんは」

　田篠は喉を鳴らして笑いながら、ポケットからなにかを取りだした。




　それは一本の鍵かぎだった。




「これを使えば裏門を開く事が出来ます。その門からならば、君たちも外へと脱だつ出しゆつすることができるでしょう……これは黒板のところに置いておきましょう」




　田篠は黒板のチョーク置きに鍵を置き「これで少しは信じてもらえますか？」と、ウチらの顔を見まわした。




「ふうちゃん、やるしかないよ」

　田篠の言葉を信じていいのか迷っているウチの手を、いっちゃんがそっと握にぎってくる。

「ここから逃げ出すには、田篠に勝つしかないんだよ……伊月の言葉なんて、もう信じられないかもしれないけど……」

　震えながら喋しやべる親友の手を、そっと握り返した。

「親友の言葉、信じるに決まってるでしょ？」

　続いて、ウチは右手を押さえて俯うつむいている花に声をかける。

「花は、そこで休んでて……ここはウチがなんとかしてみせるから」

「……風？」

「ウチが学校の外へ、アンタを連れてってあげる」

　張り詰つめていた気持ちが途と切ぎれたのか、ウチの言葉を聞いた途と端たん、花は意識を失い、床に倒たおれた。

「ここで気絶してしまうとは……市位さんもバッドタイミングガールですね」

「別に花が眠ねむっていようと全然タイミングなんて悪くないよ、ウチがアンタと勝負するんだから」

「おやおや、随ずい分ぶん余よ裕ゆうですね、八井田さん」

　田篠は意外そうにこちらを見やる。

「別に私は三対一でも二対一でも構いませんよ……君たちに負けるとは思っていませんから」

「……随分優やさしいんだね。いつもは卑怯なくせに」

「卑怯とは心外ですね。私はルールの抜け道を探さぐるのが上手なだけです」

　どうでもいいけど大人って意味分かんない事を言って、その場をごまかす能力だけはすごいよね。

　ただでさえ口が達者な田篠に付き合っていると無む駄だに体力を消しよう耗もうするだけだ。

　黙だまっているウチにお得意の笑い声を浴びせてから、田篠はキッと顔を引き締しめた。




「……では、そろそろゲームを始めましょう」

　そう言って、彼はウチに向かって二つの物体を投げる。

　慌あわててキャッチすると、それは紙で作られたサイコロだった。手作り感溢あふれる二つのサイコロ全すべての面を確かく認にんしてみたが、１から６までの数字が描えがかれた何の変へん哲てつもない普ふ通つうのサイコロである。







「校舎内を散歩していたところ、面白い出し物を見つけましてね」

　サイコロに続いて、田篠が取りだしたのは段ボールで作られた二枚のボードであった。

「数学同好会が作ったゲームだそうですよ……なかなか面白いことを考える学生さんがいるのですね」







　差し出されたボードには手書きの文字で『数学同好会サイコロバトル』とデカデカと書かれており、その下には『＋』『×』『[image: ]』の記号が記されている。

「ルールは簡単ですので、これで決着をつけることにいたしましょう」

　まさか自分の命の行方ゆくえを数学同好会が作ったゲームで決める事になるなんて思いもしなかった。数学同好会の人達も自分たちが考えたゲームがこんな使われ方をするなんて思いもしなかっただろう。田篠は紙製のサイコロを手の中で転がしながら、淡たん々たんとルールを説明し始めた。




「使うのは二つのサイコロと、このボードだけ。＋が書かれた足し算のライン・×が書かれた掛かけ算のライン・[image: ]が書かれた引き算のラインにサイコロを二つ当てはめていき、そこでできる数字を、相手より大きくしたほうが勝ちです」




　足し算のライン？　掛け算のライン？

　ちょっと待って、一度にルールを説明されても、すぐには理解できない。

　ウチの頭にハテナマークが浮うかんでいるのが分かったのか「実際にやってみせるのが一番ですね」と、田篠は＋と書かれたラインにサイコロ二つを置いてみせる。

　サイコロの目は６と５だ。







「足し算のラインに６と５を置いた場合、６たす５で得点は11となります」

　続いて田篠は×のラインにサイコロを置いた。次のサイコロの目は４と３である。




「掛け算のラインに４と３を置いた場合、４かける３で得点は12となります」

　最後に田篠は[image: ]のラインにサイコロを置く。次のサイコロの目は２と１だった。







「ここまでくれば、もう分かりますね？　引き算のラインに置かれた数字は２と１。２ひく１で得点は１となります。勝負は三回勝負。二回先に勝った方が勝利です」

[image: ]




　サイコロをボードから取りだしながら田篠は言葉を続ける。




「足し算のライン、掛け算のライン、引き算のライン……使用する順番は自由ですが、使えるのは一度だけ。サイコロの目も同様です。勝負が続くにつれて、使えるサイコロの目は少なくなっていくわけで、そこは頭の使い様です」




　つまり最初に一番大きな数字６を使っちゃったら残りの二回勝負は６を使えなくなるってことか。

「さぁ勝利の女め神がみはどちらに微笑ほほえむんでしょうね」

　そう言って田篠はサイコロを手の中で転がし続けながら、ウチらに背を向ける。

「ボードにサイコロを当てはめたところで、スリーカウントでお互たがい振ふり返りましょう、いいですね」

「……分かったよ」

　ウチとふうちゃんは田篠に背を向けてボードを睨にらみつけた。




　最強の組み合わせは６×６だ。

　36より大きな数字をサイコロで作るのは不可能だもんね。




　でも一気に６を使ってしまえば次に強い数字は５＋５の10になってしまう。

　出す順番と使う数字をしっかり考えないといけないんだけど……正直、数学は大の苦手。

　いっちゃんにいくら勉強を教えてもらっても、三回に一回は赤点をとっている。

　数学アレルギーといっていいほど、数学が嫌きらいなんだよね。




「数の大きさで争うってことは……引き算のラインが一番やっかいだよねぇ」

　いっちゃんは、ボードを睨みつけながらブツブツと言葉を呟つぶやき続けている。おそらく頭の中でシミュレーションをしているんだろう。

「最初に引き算を片付けちゃうのも手だけど……いっちゃん、どうする？」

　田篠に聞こえないように、ウチらはヒソヒソと会話を続ける。

「最後までとっておくラインではないのはたしかだから、先に片付けちゃうのはありだと思う」

　いっちゃんに賛同してもらい、ウチは引き算ラインにサイコロを置いた。

「準備はできましたか？」

　背中越ごしに田篠の声が響ひびき、ウチは「はい！」と声をあげる。




「では、行きますよ……３・２・１」




　ウチと田篠は振り返り、互いのボードをみせあった。

　田篠のサイコロは足し算のラインに置かれている。サイコロの目は３と４。

　３たす４で７である。

　一方ウチらのサイコロは引き算ラインに置かれている。サイコロの目は両方とも１だ。１ひく１で０ってことだ。




「一戦目は私の勝ちですね」




　田篠は喉のどの奥を鳴らしながら、すぐにウチらに背を向けた。

　休む間もなく行われる第二回戦。次は、絶対に勝たなくてはいけない勝負である。




「ここは、やっぱり掛け算のラインだよね？」

　いっちゃんは頷うなずきつつも、悩なやんでいる様子だ。

「え、じゃあ足し算のラインにすべき？」




「ここで田篠が勝負を決めてくるならば、彼は掛け算のラインで攻こう撃げきしてくると思う……でもその場合、彼に残されたラインは引き算だけでしょ？　ここで負けて次で確実に勝負を決めてくる可能性もあるよね……」




　たしかに、ここで田篠が掛け算のラインに６のサイコロ二つを置いたら全すべてが終わりだ。

　その場合、ウチらも同じ手を出して引き分けにしないと、田篠がストレート勝ちしてしまうことになる。




「え、っていうことは……やっぱり掛け算ライン？」

　いっちゃんは否定も肯こう定ていもせず「ううん」と、顔を歪ゆがませた。

「……分からない、どっちもあると思う」

　頼たのみの綱つなである親友の言葉にウチは「あああ、どうしよう」と、前まえ髪がみをクシャクシャにかきむしった。




　どちらの判断が最善なのか考え込むいっちゃんの隣となりで、ウチもうんうんと唸うなってみる。

　必死に頭を回転させて、田篠がどんな手を使うかを想像してみるが、奴やつの情報を持ち合わせていなかった。

　ウチが奴について知っているのは眼鏡めがねで前髪が長いこと。

　変な笑い声をあげること。ズル賢がしこいってことくらいしか持ち合わせていない。

　はっきりいって情報がゼロであるのと一いつ緒しよだ。髪かみの毛を何度も何度もかき混ぜながら、策を練り続けるが、全く良い案が浮うかんでこない。




「サイコロの目は決まりましたか？」




　背後から田篠の揺ゆさぶり攻撃をうけて、ウチの心臓はバクバクとうるさいくらいに鳴り響いている。

　同じ三回勝負だからなのか、屋上での悪夢ばかりがフラッシュバックして、ウチの思考を何度も何度も遮さえぎった。

　胸の上にあるヘッドホンのコードが荒あらくなっていく呼吸にあわせてブラブラと揺れる。




　もうこれ以上、迷っていても仕方がない。

　何も案が浮かばないならば、ここは確実に勝てる道を選ぼう。




「……よし、決めた」

　ウチがサイコロをボードに置くと、田篠はすぐにスリーカウントをはじめた。

「３、２、１……」

　映画とかでカウボーイが早はや撃うちをして腕うでを競きそう時の心境って、きっと今のウチみたいな感じなんだろう。そんな事を考えながら、ウチは田篠の声に合わせてボードを持つと覚かく悟ごを決めて振り向いた。




　ウチがサイコロを置いたのは掛かけ算のラインだ。

　サイコロの目は６と６。最強の組み合わせだ。




　一方、田篠がサイコロを置いたのは、さっきのウチと同じ……引き算のラインにサイコロの目は両方１である。




　早撃ちに負けて倒たおれるカウボーイの映像がウチの頭の中で再生されていく。

　つまり、ウチの読みは完全に外れてしまったのである。




「これはこれは……良い勝負ですね」




　ニコニコと微笑ほほえみながら、田篠はウチらに背を向ける。その動きに合わせてフワリと背広の裾すそが揺らめき、その動きがとても優ゆう雅がに感じられて腹立たしかった。




　なんて嫌いや味みな奴……良い勝負？

　いやいや何言ってんの、絶体絶命の間ま違ちがいでしょ？




　田篠のボードで残されているのは掛け算のライン。しかも両方のサイコロ共に６は未使用だ。つまり最強の組み合わせである、６かける６が残されているのだ。




　一方うちらが作れる最大のカードは５＋５……つまり10だ。

　うっかり田篠がこのゲームのルールを忘れちゃうみたいな超ちようラッキーなアクシデントが起きて10以下の数字をサイコロで作りださない限り、ウチらの負けは確実。

　つまり、この最終勝負は絞こう首しゆ台の階段を上るようなものなのだ。焦あせるばかりに安易にサイコロの６を使ってしまった自分を呪のろうしかない。




　ここまで頑がん張ばってきた努力は水の泡あわ。

　カフェテリアに向かって叫さけんだ決意表明は、負け犬の遠とお吠ぼえで終わるわけか。

　ウチが震ふるえる手で足し算ラインにサイコロをセットしようとした時だった。

「……ふうちゃん、逃にげて」

　隣にいるいっちゃんが、ウチの耳元で囁ささやいたのである。

「いっちゃん？」

　逃げるって意味が分からず、戸と惑まどうウチに彼女は言葉を続ける。

「……伊月が田篠を押さえ込むから、黒板にある鍵かぎを取って逃げて」

「は、何言ってんの、やだよ？」

　そんな申し入れに「はいそうですか」と、頷うなずけるはずがない。

　いっちゃんの提案を拒こばむ意思表示をする為ためにウチは彼女から一歩離はなれてそっぽを向こうとした。

　だけど親友はウチの顔を両手で押さえて、無理やり互たがいの顔と顔を向かい合わせた。

「お願いだから、聞いて、ふうちゃん！」

　いっちゃんが言葉を発する度たびに、三つあみが解けた長い髪が波打つ。

「だって、これしか方法がないもん……伊月、どうしても、ふうちゃんに生き残ってほしいんだよ」




　いつもなら、いっちゃんはボロボロと涙なみだを流している場面だ。

　でも、彼女の瞳ひとみは涙ひとつなく乾かわいている。発する言葉全すべてが力強く、彼女の覚悟の強さがビシビシ伝わってくるよ。きっとウチがゲームに失敗した時はこうしようと決めていたんだろうね。




「最後に、伊月に罪つみ滅ほろぼしさせて」

「罪滅ぼし？」

「そう、ふうちゃんを裏切った罪……それに久保賀さんや古寺さん、他ほかの黄金卵さんを酷ひどい目に遭あわせた罪だよ」

　いっちゃんはウチの頰ほおから手を外すと、ポケットからナイフを取り出した。

　それはさっき、彼女が自ら命を絶とうとした際に使っていた物である。ナイフを使い、田篠の足止めをするつもりってことか？




「罪を償つぐないたいの……だから、お願い」




　いっちゃんの決意は固く、何を言っても聞く耳を持ってはくれない。

　ウチが嫌いやだと言っても、勝手に田篠に向かっていってしまうだろう。

　残る手段はひとつだけ。本当はこんな事したくないけれど……こうなったからには覚悟を決めるしかない。




「……分かった」

　ウチがコクリと頷くと、いっちゃんの顔がほっと緩ゆるんだ。

　これで罪を償えると心から嬉うれしそうに微笑んでいる……その瞬しゆん間かんをウチは見み逃のがさなかった。




「……なんて、言うわけないでしょ[image: ]」




　ウチは怒ど鳴なりながら、いっちゃんの右手に思いきり嚙かみついた。

「キャッ!?」

　驚おどろいたいっちゃんがナイフをポトンと床ゆかに落とす。

　親友の手首には、ウチの歯形がクッキリとついていた。

　彼女を油断させて、ナイフを捨てさせる。これがウチの考えた最後の手段だ。本当は親友に嚙みつくなんて野や蛮ばんな方法はとりたくなかったけど、これが一番てっとり早いと思ったんだよね。

　いっちゃんに嚙みつくのをやめて、ウチはナイフを拾いあげる。親友の愚おろかな行動への非難の気持ちをこめて、ジロリと彼女を睨にらみつけた。

「そんな事して罪滅ぼしになると思ったら大おお間ま違ちがいだよ！」

「……ふうちゃん」

　手首をおさえたまま、いっちゃんはウチの名前を呼ぶ。

　彼女はなにか言い訳をしたそうだったが、ウチが鼻息荒あらく怒おこっている姿に圧あつ倒とうされたのか、そのまま口を噤つぐんだ。

「そんな事考える暇ひまがあったらゲームで勝つ方法を考えてよね！」

「……ごめんなさい」

　素す直なおに謝った親友は『ションボリ』と音が聞こえるくらい分かりやすく俯うつむいて、体を小さくさせた。




　本当のことを言えば、彼女の考えも痛いほどよく分かる。

　誰だれかが生き残り、この惨さん劇げきを世に伝えないと、それこそ、みんな犬死にだ。

　でも一人だけ生き残るなんてまっぴらごめん。そんなことしたら、田篠の思うつぼじゃんか！




「……いつまで茶番を続けるつもりですか？」

　今まで黙だまっていた田篠がわざとらしくアクビをして『君たちを待っているんだよ』アピールをしてくる。

「早く終わらせましょうよ、もうすぐ夜が明けますよ」

　顔を見なくても分かる。

　確実に勝つことが決まっている田篠は、きっと今、余よ裕ゆうしゃくしゃくの表情で微笑ほほえんでいることだろう。

「あと少し、考えさせて！」

　田篠に向かって叫びながら、ウチは雑音をシャットアウトする為に、ヘッドホンを耳につけて、静かに目を閉じる。

　視し聴ちよう覚かく教室で、猪いの鹿しか蝶ちようゲームをして戦った時、絶体絶命の中、花のヒントでウチはゲームに勝利することができた。




　今回もきっとルールの抜ぬけ道があるはず。




　ていうか無理やりにでも抜け道を見つけ出さなきゃ。

　三人揃そろって、このゲームに勝ち残って、学校をでてやるんだ。ウチは手の中でナイフを転がしながら、田篠から聞いたルールを心の中で繰くり返す。




　相手より大きな数を作ったほうが勝ち。

　各ライン、一回ずつしか使えない。

　一度使ったサイコロの目は使用できない。




　たった三つのルールなのに、抜け道が全く見つけられない。

　正せい攻こう法ほうで攻せめては駄だ目めだ。

　うちはボードの上でサイコロを転がして、クルクルと数字を眺ながめながら、脳みそがゆだるくらい必死に考え続けた。紙製のサイコロは転がされ続けて早くも歪ゆがんできている。




　一度使ったサイコロの目は使用できない。

　つまり使っていないサイコロの目はどれでも使っていいってことだよね？




　その時、ウチの頭に『ある一個の抜け道』が思い浮うかんだ。

　正攻法ではない、けれど抜け道はこれしか残されていない。

　皆みな殺ごろしでもおかしくない中、田篠の気まぐれで与あたえられた生き残れるチャンスを無む駄だにはしない。どうにかしてウチはそれにしがみ付かないといけないんだ。




　いっちゃんから奪うばったナイフを握にぎりしめながら、ウチは声をあげた。




「いいよ、最後の勝負を始めよう」




　田篠が喉のど奥をクックックと鳴らす音が教室に響ひびく。




　泣いても笑っても、これが最後。

　ここで全すべての結末が決まっちゃうんだ。




　ヘッドホンを外して首にかけ直すと、ウチはボードを手に取り、田篠の合図を待つ。一度は銃じゆう弾だんに破れたものの、保安官バッジで銃弾を跳はね返してリベンジチャンスを得たような心境だ。




「それではいきますよ、３・２・１」




　振ふり返った田篠のボードに載のったサイコロは掛かけ算のラインに置かれている。




　予想通り、サイコロの目は６と６。

　６かける６で、彼の数字は36だ。




「……これはなんの真似まねですか？」

　振り返った田篠は、表情ひとつ変えないままウチのボードを眺めている。

「なんの真似って、見たとおりだけど？」

　弱気な態度をみせたら負けだ。出来るだけ平然とした態度をとりながらウチは田篠に向かって、ボードを見せつける。




　足し算のラインに置かれているサイコロの目は５と、５４２である。










　そう、ウチはいっちゃんのナイフを使ってサイコロを解体してサイコロの目を増やしたのだ。







「５４２たす５で、５４７……ウチらの勝ちだね」




　得意気に微笑むウチに田篠は呆あきれた様子で首を横に振る。

「……何を言っているんですか、こんなの反則です」




　そのセリフを言われるのをずっとずっと待っていたんだよね！
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　ウチはニヤリと得意気に笑い、田篠に言葉をかえした。




「反則？　違ちがう違う……ルールの抜け道を探しただけだって！」

　自分が発した言葉を返されて、田篠の顔色が変わった。

「だってそうでしょ、サイコロを切っちゃいけないなんて一言も言ってなかったもんね……一度使ったサイコロの目は使っちゃいけないとは言われたけど、一回につき、ひとつの目しか使っちゃいけないとは言われていないもんね」




　どんどん田篠の顔から笑えみが消えていく。

　あまりに鋭するどい目つきに尻しりごみしそうになったけど、負けるもんかと踏ふみとどまる。




「ウチはアンタがぶちまけたチャンスを摑つかみ取っただけだから！」




　田篠は何も言い返すことなく、口を噤つぐんだまま俯うつむいている。

　反論なしってことは……ウチらの勝ちってことだよね。




「行こう、いっちゃん！」




　一刻も早くこの場を逃にげ出すべきだ。

　ウチは親友の手を摑み、黒板の前へと進む。

　チョーク置きにおかれた銀色の鍵かぎがキラキラと輝かがやいてみえる。鍵を手に摑んだ瞬しゆん間かん、今まで絶望で満タンだったウチの心が一気に浄じよう化かされていくような気がした。




　だが、その時、ウチの幸福感を打ち砕くだくような大きな舌打ちが教室に響いた。

　舌打ちをしたのは田篠である。




「そういう生ぬるい考えが命とりなんですよ」

　言葉を吐はき捨てた後、彼は素す早ばやく動く。

　なんと田篠は教きよう卓たくに置いてあったレーザー銃じゆうに手を伸のばしたのだ。
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　なんてやつだ、呆れて怒いかりも湧わいてこない。




「結局、自分がヤバくなったらルール無視？」

　今までの余よ裕ゆうをすっかり失っている田篠は前まえ髪がみを乱しながら、うちらに銃じゆう口こうを向けた。

「……お遊びは終わりです」




　バシュバシュ！







　教室に銃じゆう声せいが響いたのは……田篠が引き金に指をかける前だった。




「……こういう大人にはなりたくないもんだね」

　花はツインテールを揺ゆらしながら起き上がる。

　血が滲にじんだ彼女の右手にはレーザー銃が握られていた。

「いつから、目ぇ覚ましてたの？」

「……アンタが親友に嚙かみつくところくらいかな」

　目を覚ました花は、気絶したふりを続けていたらしい。

　田篠がまた卑ひ怯きような手を使うかもしれないと様子をうかがっていたのだ。その予感は見事的中した。彼がレーザー銃を手に取るのを見て、彼女は床ゆかに転がるレーザー銃に手を伸ばして、田篠を撃うったのである。




「……私に勝ったところで全く意味なんてありませんよ」

　右みぎ肩かたを押さえて俯く田篠は、往おう生じよう際ぎわ悪く言葉を吐きだす。

「あくまでも高度育成プロジェクトが白紙に戻もどっただけのこと。新たなプロジェクトは動いています……これからも第二、第三のあなた方が、この世に生まれ続ける。それを止めることはあなたにだってできない」

　第二、第三のウチら。

　その言葉に胸がスッと冷たくなるのを感じたが、ウチは田篠に嚙みつく。もちろん物理的な意味じゃなくて精神的な意味でね。

「未来のことなんて誰だれにも分かりやしないよ、ウチにもアンタにも」

　強こわ張ばる唇くちびるを思いきりつり上げて、ウチは田篠に飛びきり素す敵てきなスマイルをプレゼントした。

「どんな未来がこようとも、ウチはまたチャンスをつかみとってやるから！」

「……クソガキが」

　毒づく田篠は再び拳けん銃じゆうをウチに向けようとする。

　そんな彼に、花は容よう赦しやなく引き金を引いた。バシュッというレーザー音と共に田篠の体が床に崩くずれ落ちた。







　あっけない終幕だ。




「行こう……」

　田篠の体を足あし蹴げにして、花は教室の扉とびらが開け放つ。

　花の言葉に従い、ウチはシンと静まり返る廊ろう下かを歩きだした。

　呆ぼう然ぜんとする親友の手をひきながら歩くウチを置いて、花はどんどん前へと進んでいってしまう。

「花！」

　そんな花の左手を、ウチはすかさず摑んだ。

「アンタ協調性なさすぎ！」

　手を摑まれて一いつ瞬しゆん戸と惑まどった表情をした花だったけど、すぐにクスリと微笑ほほえみ、ウチの手を握にぎり返してくれた。三人横並びになって廊下を歩く。

「ほら、そろそろ日が昇のぼるよ」

　花に言われて窓を見やる。

　そこに広がる空は真まっ暗くら闇やみから薄うす墨ずみ色いろに変わっていた。




　最悪で最低、沢たく山さんのものを失った夜が、終わりを告げようとしていた。































　これはあの悪夢のような夜の後日談。

　後日談って言っても、たいして面おも白しろい事もおきないから、学校を抜ぬけ出した後、ウチらがどうなったか興味がない人には退たい屈くつな話かもしれない。




　田篠を倒たおしたあの後、気がつくとウチは病院のベッドに寝ねかされていた。

　一体いつ記き憶おくを失ったのか分からない。

　三人並んで廊下を歩いているところまでの記憶はあるんだけど、どこで力ちから尽つきたかさっぱりだった（あとで聞いた話だと、高校近くの道路でぶっ倒れていたらしい）。

　病院のベッドで目覚めた瞬しゆん間かんの気分は、最悪だった。

　気絶した際にぶつけたらしく頭がズキズキと痛んだし、体中筋肉痛で体をちょっと動かすだけで激痛が走る始末。




　一体どれくらい眠ねむっていたんだろう。

　一日？　二日？　百年眠り続けていましたって言われても今なら信じられそうだった。




　激痛に耐たえながら横をみやると、そこにはすぅすぅと寝ね息いきをたてる親友の姿があった。いっちゃんの無事を確かく認にんしてほっとしたウチは続いて花の姿を探した。だけど、どこを探しても彼女の姿はない。




　え、どうして花がいないの。瞬またたく間に嫌いやな汗あせがにじんでいく。

　慌あわてるな慌てるな、別の部屋に寝かされているのかもしれない。

　自分に言い聞かせながら、ウチは必死に声を振ふり絞しぼり、しばらく花の名前を呼び続けた。




「良かった、目が覚めましたか？」

　そうウチに返事をしたのは、花ではなく、たまたま通りかかった看護師さんだった。

「……あの、花は？」

「駄だ目めよ、まだ安静にしてなくちゃ」

　看護師さんにベッドに寝かしつけられそうになるのを、拒こばんでウチは尋たずね続けた。

「花は……もう一人、ツインテールの女の子がいたはずなんですけど!?」

　看護師さんは困ったように「え？」と声をだす。

「病院に運ばれてきたのは、あなた達二人だけよ？」




　運ばれたのは二人だけ？　じゃあ、花はどこにいったの？

　看護師さんの一言に目の前が真っ暗になり、そこで再びウチの記憶が途と絶だえた。




　次に目を覚ましたのは、そこから二日後のこと。その時には全すべてがガラリと変わってしまっていた。




　まずひとつ目、隣となりのベッドから、いっちゃんの姿が消えていた。

　いっちゃんは、ウチにさよならも言わずにシンガポールへ引っ越こしていってしまったのである。先に目を覚まして、医者や警察から質問責めにあった彼女は「最後の思い出作りにウチと遊び過ぎて倒れてしまっただけだ」と周囲に話したらしい。




「あんたに面と向かってバイバイ言うのが辛つらかったんじゃない？」




　お母さんはそう言って、ウチを慰なぐさめてくれたけど……そんな単純な話じゃないんだ。

　ウチは必死に『あの夜に起きた出来事』をお母さんや医者、看護師、病院の売店のおばちゃんに説明したが「頭が混乱しているのだろう」と処理されてしまった。

　まぁ冷静に考えればそうだよね。

　ツインテールの少女と一いつ緒しよに命がけのゲームを戦ったなんて言って誰だれが信じるかっていうの。いっちゃんが医者たちに真実を誤ご魔ま化かしたのも今では理解できるよ。




　そしてふたつ目、学園祭がすっかり終わっていた事。

　ウチが眠りこけている間に、学園祭は終しゆう了りようしていてスポ女は普ふ段だんどおりのフツーのお馬ば鹿か女子高に戻もどっていた。ウチが登校した時には田篠との戦いの形けい跡せきは一いつ切さい残っておらず、全てがなかったことのように消え去っていたのだ。

　他ほかにも変わったことは沢山ある。

　まず制服が冬服に代わったし、すっかり日が短くなった。ウチの前まえ髪がみも大分伸のびて脱だつパッツンを果たしていた。あ、そうそう。あの事件をきっかけに、ウチのスマホ禁止令は解除された。「私がスマホをとりあげたから連れん絡らくできなかったのね」と、勝手に反省したお母さんが新たなスマホを買ってくれたのである。




　こうしてウチの一カ月は過ぎていったのである。




　最近のウチの毎日はスマホとヘッドホン、そしてピアノに支えられている。

　いっちゃんが居なくなり、時間を持て余したウチは再びピアノの教室に通い始めたのだ。未いまだにあの日のことは夢に見て、夜飛び起きることはあるけれど、ウチはなんとか普ふ通つうに毎日を送っている。




　それにしても、信号待ちの時間って、どうしてこんなにも長く感じるんだろう。

　ピアノ教室のレッスンが始まるまで、あと三十分しかないのに。さっきから事あるごとに信号につかまっている。




　このようにウチのツイてないっぷりは健在なのだ。




　大きく伸びをしながら信号から目線を下にずらした時、ウチは横断歩道の先に、見覚えのある姿を発見した。




　ウチの前に現れたのは、ツインテールの少女だった。

　少女は車くるま椅い子すを押している。そこに座っているのは彼女と同じ容姿をした人物で、傍はたから見れば双ふた子ごにしか見えないだろう。







「花？」




　ウチの問いに答える事なく、花らしき少女たちは、じっとこちらを見つめている。

　距きよ離りが離はなれているせいで、車椅子を押しているのが花なのか、車椅子に乗っているのが花なのか見分けがつかない。




「花、花なんでしょ!?」




　対たい峙じする花に向かって、叫さけぶが彼女達は何も答えない。二人の花は同じ笑えみを浮うかべているだけだ。彼女の名前を呼ぶウチの叫びを遮さえぎるように、ウチと花の間を車が何台も通り過ぎていく。




　早く青になれよ、信号！

　ウチの想おもいに応こたえるように信号が青に変わる。しかし、その時には、花の姿は消えていた。

　横断歩道を渡わたり、彼女を探したが、二人の花を見つけることはできなかった。

　ウチに稲沢はなさんを紹介しにきてくれたの？　真実は分からないけど彼女の笑顔を見て、ウチは、ちょっとだけ安心していた。

　田篠との戦いを終えた彼女が幸せになってくれること……それがウチの願いだから。




　気を取り直して歩き出そうとした時、ポケットに入れているスマホが鳴った。

　そこに表示されているのは『穀倉伊月』の文字である。

　スマホが復活した後、真っ先にウチが連絡を取ったのは親友のいっちゃんだった。

　前のようにベッタリ一緒というわけにはいかないけれど、こうして時々連絡を取り合って近きん況きようを報告しあっているのだ。




　スカイプって素す敵てき。やっぱりスマホって最高。

　だって遠く離れていてもこうして親友と繫つながっていられるんだもん。




　いっちゃんだけじゃない、花とだってそうだよね。

　あの夜を共に乗り越えた彼女とウチらの絆きずなはそう簡単に途と切ぎれるはずがない。

　未来は何が起きるか分からないもん。




　きっとまたどこかで出会える日がくる。

　花にも、いっちゃんにも、久保賀さんや古寺さん、黄金卵の皆みんなにも……。

　そう自分に言いきかせるだけで、ちょっとだけ気持ちが明るくなるんだよね。




　ウチはピアノ教室に向かいながら、いっちゃんの電話を受ける。

「もしもし、いっちゃん？　今誰だれに会ったと思う？」







　あとがき




　どうもこんにちは、吉田恵里香です。この度たびは脳のう漿しよう炸さく裂れつガール第四巻『チャンス掴めるのは君次第だぜ』をお手にとっていただき誠まことにありがとうございます。

　いかがでしたか！　高度育成プロジェクトや田篠の思おも惑わくが明らかになった本作。

　少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。Ｗはなと同様に、風や伊月も愛される存在になってくれていたらいいなと思います。ちなみに今回も主人公の名前はアナグラムになっております。お時間がある時にでも考えてみてくださいね。

　さて物語はもう少し続きます。第五巻では、なんと、あの人物が……！

　という訳でもうチョットこのシリーズにお付き合いくださいませ。

　最後になりますが、れるりりさん・ちゃつぼさん・編集Ｙさん・関係者の皆みなさん。いつも支えてくれる家族・友人。そして、四巻を手にとってくださった皆さんに心の底から「ありがとう×[image: ]を。では、またお目にかかりましょう。その日まで皆さんお元気で♡


吉田恵里香　　
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